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ま えがミ

この調査の 対象ビし そ加齢ﾡ林組合を え ウ んだのはあ示 

具下の優官組合Yして推ﾡをうけたこYY, 東京の近くに 

まって 持続的な 調査 を す>めろの に便である ヒ 思つ た か 

ら で あ る ・

ﾡ村は 林ﾡ発及 の歴史が新らしく、 ヒくに 最立にな っ 

て 折興林業 地 ヒしての面目がクローズア ッ プされるに至 っ 

とことが注目される。 二の②ようなﾡ景なもっ森 林組合 がピ

よ う な ﾡだを 果しで いろかと い う 主体的系件は 勿論解明 

を愛 す る け れ も , 組合 の 実 ﾡ分 ﾡ の 方宏 ヒしては, 山 村 

経済ﾡﾡの研究の 一環ビレて ヒりあ げる こどに 調査の 目的 

をおいた。

現地の 調査 が / 戸2々日から 28 日までの 5日にわたる 

短期間で、 実態を正確に つかんだヒ はいえないと思われる 

その点は 今後 の研究に まっ ものと し乙, この調査を更 

に銀店的に堀 さげて ゆく ための 資 粋集 といゥ 意味で ま ¥ 

め たものである. この 結果 をもとにしてほるべく早く 結論 

を 出す予定である。
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ア1早 栃木県林業ヒ沼林兼の展望

1. あ木ﾡの林兼 ・ ﾡにﾡﾡ林素の一部ヒ して顔査村のﾡ色がﾡ 

められるわ けであり、 また初ﾡ地区森林組合の 法勤はあ木果林該の 

一環Y して存左 し ている。

こころて、ﾡ沼林業を待色っけているものにﾡ沼市場があり、 こ 

のスギ. ヒ ﾡ市場が中央市場である東束に対して知句なる 位置

占めるい るかを紹介する にこによ って調査村の 日本の 本兼2 おい 

て占める位ﾡも比較的ﾡ解がつさ易いのではあるまいか。 また、 こ 

の調査が包合活勤のサンプル請査であるに云う意味あいて、ﾡ林 

政の 特名 Y市場を めぐる利害 典株 を.整視し でおくこY が雨換の 理部 

を容易 にするであろう。

ﾡ召林末位登Y待色、ﾡる林ﾡのﾡ格と仕組み、ﾡﾡ太お市揚 

の歳取をこゝでは啓更しておきたいヒ思う. '

2. あ木県に おける 慶ﾡ林ﾡの位ﾡ

栃木泉の林ﾡ地は字都宮な中しで、面に凄沼林崇地、 日光、 

今市林業地、 北にﾡ後、黒羽(別名、飛須) 矢ﾡの各林末地かあ 

り 東にﾡ山の林業地を数えるてにが出求る。 宇都宮から南部の 

平地林には造林ﾡ無上ﾡ水林ﾡヒ して 有名なも の があるか. 木材生 

産地 Yしては大さいものではない。

消費地ヒ し てォーに挙げムれるの はﾡ沼であるか これは原木の
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消市ラであって. 建具の 生産と製校工による 中 强市埸 の 性裕 

が程い。 二れに対レ、 太校»最ﾡ需ﾡ地くしては宇都宮 足和 佐 

野 ﾡ木の繰にほろが、 むしろ、 累内表村地方の消ﾡもホ大さいも 

のてあろ. 全本Yしてのﾡ名民係な見ると、衆施計ば二の数m、木 

ﾡの生ﾡが /○○石宅を少し上狙るﾡﾡであるのに対して、ﾡﾡ 

ﾡは ノ=。 ろ石混凄で消賞番が大さ く. 輸号入重 "〜 e。 う石に 

対しﾡ出/○か ス 。 万石て、 自給自ﾡ乙いうよ りﾡ入ﾡであり 

二の頃向は戦象、新鮮事ﾡ主でては注の傾何を示している. 用途別 

にﾡるヒ、建ﾡﾡが約今のク% で生ﾡ消書も 圧ﾡ約ち比車を占め、 

消食と してはパルプ枚が的ノ5% で引少の宣みを示 している, 

製枚工湯→約与ら○ 工場. 内ノo。 工場が逃休工場である, すべ 

そ/◇。 高力 下の工湯で、 /○〜3○品7 の 工場が 2ち○で最も琴 

t. あ名林ﾡ地には 約ノ=○ ﾡ材工場があ り、 さのﾡくが市街 

に米中している。 木工としてはﾡ沼の愛具、 あ木の下ﾡ、宇都官の 

日本ﾡ K.K.なビが代表的な も のであろう.

赤林資示の勘核は約2○○ 万石 二れをﾡ箱別に 見る2 Ns2 
. -ノヨメ. そのうちスざがﾡもﾡくて46%. ヒノキが2。% 

マッが/○%. プナが4である. にれをﾡ株ﾡでみる、 年商倉 

割■/0 3 万石のう ち スギ が62 %, ヒノキノS%, マリ/4% てあ 

っそ, これにより 生走=れる 太戒のﾡﾡ を覧う こゝ が出来る。

虐酒林 業地 は主と して旧上都ﾡﾡ一円を指すが, 乗京以北におけ 

るﾡﾡの原木消化市場なもつこYY、 特に、 スギ ヒノキ人工堂林 

地とレて有名である。 スギ ヒキの人工達林地ししては飛須状業 

がた沼に ﾡ敵して 延史も古 い が、 生ﾡ力 zおいて 雇ﾡに分るよう -

-3
あろ。

屋沼林業地たおいて, 人工ﾡ林地が6○〜7○%に達し, 他にア 

カマ ナラ クリの天終生林をもっに対し, 日ﾡ,今市を中じど 

する林業地は-部. ﾡ沼林業地にﾡﾡしながら,他方、奥地天然生 

赤 モも クリ. コプラの 天球生林が大部分を 占める

ﾡﾡ(須)林業地がスギ, ヒミ人工ﾡ林地る主こするに対し 

矢源林ﾡ地は人工造林地のみ外に光部にトウヒ. アカマッ 南部にア 

カマッ の天バ生林な もつマ構成"れる。

3ﾡ沼林業説

(1) 土ﾡと人

附|図 あ木県林業地の位昼図に見られる通り, 高ﾡ市街を 中じして5 
本塩の よう に申かれたﾡﾡが上都項郡南 ¥ の 山缶地を経つ て い る. 

-つの達地市場と しての高沼の立地がこの条件の下に成立し, ーオ 

林米地がﾡ沼市場故ヒ発展 して今日にそつている相ﾡ々保を見るこ 

yが出来る。 ・ .

単位 %

オ表 日上都賀郡(8ヶ町村)4も土地ﾡ債

出面狼
ﾡ地用 
総面ﾡ

井 地 

後面ﾡ

田 畑

総面 ﾡ
孫 野 
ﾡ画ﾡ

山 状

面ﾡ

百分比 /クク 2/ 6 /8. 7 ss o.2 クS.2

(/9$○ﾡ業センサス)
は: 東大政赦室 -教右ﾡおける林余再生走ﾡ造」



() ア/表に見らる通り、本野系高く (8O%), ﾡ地要は 

低い(2/%). しかし, 山村ヒしては耕地凄も低くはなく, 水田 

率 ケ2 %という数字はﾡ業条件に恵まれでいるこ とな示して「る,

(E ニク ノ○月現存)

才2表 日上都賀那(&ヶ町村)業ﾡ引人□

「ヽ、 本 業 商 業 エ 業 共 4 餘

美 数 /4 zo6 2,5○3 シ54 2ク7 4ZS5 2o. 4/a

g9e ノ23 a 2z /ooo

菱: 8ヶﾡ「村森林名合ﾡ. 東大林政赦室前場き

才3表 上都賃郡 (8ヶ町)ﾡ崇専業及兼業別憲家数

--- 専業求衣 :
寒 家

表業を主とする 賞英e主とする

3e°% 27

全回王均 今s 4 2s. ち

: 東大 林政故室 前場菩

ﾡ4表 旧上都ﾡ郡ﾡける 耕井作規 模別ﾡ家方数

•5 一 総 数 3及未 3～5ス 5夕～/町 /〜/5 町 ノタ〜2町 2～3 町 35町

3.243 $22 ム/5 693 S5バ 43 /63

ﾡ分 /oo / ノ32 2Z4 26.2 /2.4 5o
■ I

02 |

全回均 /oo 239 2/4 34 /5./ 6.2 イ o / ご |

ﾡ: 東大数室 ﾡ場書

(と) ャ2表人ロのﾡ素引構成を見るヒ、ﾡ林崇が80%を超 

えマを用様会に 多しいこヒ がわかる またﾡ3表は兼ﾡ特にャ2ﾡ 
素の引いこヒを示して 山才の特色を示し2 いスるか、 央して 整 しい も 

のでははい。

次にﾡ地の保有求坂をﾡ電的に見て (オ4表) 3ス以下か少く. 

/〜3町保有ﾡ家が全国手均22 メに対し、 44%で圧創的なﾡ 

をこの 商宿 にﾡ中して いるこ か注目 さ れ る。

オ5表 ﾡ沼林ﾡ地各町村森林状ﾡ

* ・

, 町村名
民有株野

40面ﾡ(ん)

民有本野杉 i
ﾡ面ﾡ(s) ।

用

率 o
濃療ナ数

c)
表家Iナ当用

林面茶(ん)

: 小 未 川 4 459 3,e2o es 524 % 3

24ケ4 < «5夕 e? 344 * ○

面大ヂ ヶ ノ73 3o22 2 ク s, 2

索 大 芳 イ 43o
•
824 4 S/3 45

J m 森 3 ラ22 2 sss 45 さ52 46

商 劇 2./78
--

37 $39 ク 5

累 昇 4s4 . 2/2ワ ー ・ 47夕 5

i ﾡ 是 S 43e 2ク2ク ワ 6/9 s3

1 合 計
3/ aoa /< 52o 3742 43

ま注: ﾡ田ﾡ光「日ﾡ株業浴震史の社会そﾡ的予案」(下野文学6号) 
昭28.3. 現左ﾡ木果史林課資料による.

(c) ォ 6表は林業地にお ける殺家/ナ当 り方有用枚林の 比率

4 3 町T,地ﾡ内民有用桜林比率 ち/%であると云っ乙いる。
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(2) 林 地

用お人工林のの比率か高く スギ&4%, ヒノキノと%,合地て

8○%, スギ・ ヒノ キの代表的林業地である (才6表)o 
と表 ﾡﾡ林業ﾡﾡ別と有面核比

. 物 ﾡ 
町 オオ

_____  _二...
ス ギ

ク3 %

i ヒノキ 

夕

1
マ 'レ

2 2

スギ,ヒノキ

%
ﾡﾡ村 ノ3 o 2o

加ﾡ村 7夕 23 フ —

票大ﾡ村 3 ノ/ 2 メ

平 ﾡ 44 / e ヲ /ク

1 基本合計Z今公 ク5 2o s

オ7表 ﾡ沼林業地に おける森林方有者の 

所有 居 引」 有林相 o 状 え

j 収 ポ

' ・ 旬

1
%

用材ぐ令名ﾡ面ﾡ (町) 〒 均

株 令

3○年生
上占有 

面徳率跡地 3○年生 
未 ﾡ

3○年生
J X 二 計

ノ 所L ク 23 ○ S /3 6 イ // /Se

〜 5 67 34 夕2 849 83 o24 /2,6 s4

～ o 36 8 z4 /<*/ 2メ2 /72.夕 /4.2 /2,ダ

-2 22 / / /22 S2 / 4 2/2 43 ヵタ

1 25 ノ2 合 7S2.9 238 3 /タ7 234

/タ7 /oo 97タ s44& ラバ5 /S92.2 /S/ 2o.8

: 実大放室ﾡﾡき 巻未附表才64表よりﾡ用、モノクラフ調査を含む

; 栗大ﾡ室ﾡき I. 4ヶ材はﾡ素条説明ぎよ少

2. B去本は基本計西説ﾡ者よリ

林地の成育 条件ビ して は地形おいてh /oo〜 3o○ ?ル, 深さ 

22e。 み ② 下 除合で 谷密度小 さくスキ、 ヒノキ の成育に矗す る。 そ 

の. 最衣状ﾡ地に共通す る ものと して 秩父占生層の地域で気象' 

土質夫に条件を備えてい る。

(3) 森ﾡの取ﾡい方式

ﾡ条約長か藤であ り、周代が戦後"つビﾡ入これるいるこX 
亭げるこVか出来る。

商木は含家養苗少 く 業考からの購入基がﾡ合ﾡ入の借位 であゐ、

・4) 株茶の経営

ャワ表を見て気付くこY は / 町T以下の有ﾡが少く /～5町がる

ャ8表 戦前 と現在の林況比較表 (旧上都賀部.ﾡしﾡ行造林地を除く)

「\項 

m\目

粕 建

昭和24年 12月現在 昭3和 S年現在

Qz -Q,
3○年以土 

占有過荷字 

(Q・)

平均林令

j
(b)

3○年次上 

占ﾡ面ﾡ率 

(az)

平均抹令

(bっ」

ba - b, &ﾡ横の 

減 久率 

(C2
/ る 

/36
年

/Z 3
交 

3S3
年 

2
死

2 7 年
&4 444

累 野 /55 /S.4 33o. / 242 4 4 5s コa2

南 广 ss ノ.○ 48 2s./ 383 ル/ 555

「m 即一
&,4 2 / 3oe 22.e ノ4 2.9

ﾡ大夫 3 ノ27 $2/ 276 48.o ノ.9 ラ5,夕

月 x.o 222 4S 9 2e6 3/夕 <6 4s5

次 西 /3 ノ 6 34.く 227 242 3./ 442

卜未川 3夕 ノso 344 227 26 47 229

計 1 /3タ ノ7a 3.4 225 225 48 "え
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い二立であろう。

»8表によると鞍換3e 年生以上の今銀配風が段点着るしく伝下 

し. 昭知 26年までに週桜も 限界に茎した にとであ る,あ木果全体 

では昭和23 年の生差ﾡはそのﾡの信基が生産これ, 24年に 一戻 

生差がﾡをっ く ヒ 云う 姿を 物話っこい る、

オ表A 全客規ﾡ別在村不左村地主数

お野受横商ﾡ 左本者
〜ノ町 クク^ 8g ^

コ s 今ぷ ○ 29 /

～ / ○ /7さ ク/

～ 2o zっ っ2 1

2o ～ 22 さ/

計 シ/ o 4 27

有面須 sase 町T
____ 373o 町 1

才表3 不在村地主の居住

-------- ----- 一

■ 二-------- ----------- 営 字き2 今加B法 あ木 ﾡn ﾡ外 泉東京

( あﾡ.小来川の不左地主ﾡ左始 3/8 /7 i 4今

ョ S ら

cs 9 /2o 2a /2

(ス) 3○町以上の不在主の唇住地 2 / 5 / 3 一.

ま: I. 東大ﾡ政ﾡ宴前場き

2 町林有林、部容侥付林. 果行造林地は除く、

3 .東大、 南ナ. ﾡ尼村→は除く

次にゃ 7表は林地のﾡ勤が比較的激レ いつLL, 不在地主 の 居住

-9-
地が字都宮, 今市・ 日たビの図係を故語つでいる。

4,凄ﾡ木材市場

(i 市場の 外額

凝名木ﾡ市場ﾡべを除いて、東京地の 本州散大 の 木我市陽で 

ある。 鹿沿はどのﾡ離を以て開めたYさに.トラッワで東京から, 

日 /往復の図内にあり 一応、ﾡ京のﾡ市場としてのﾡﾡを備え 

こいる、 ま左東業から /2o K の ﾡ離がﾡ沼市場をﾡ地市賜ヒ し 

てﾡ立こ せてい る。

伝ﾡ的に 見て鹿沼は東京,本所市場2対する野州ガの供合地であ 

つ左。マッ材のウちても下見本、野Jこいつたﾡでこなすものが多 

かっ だ 野州 族 の 中 で 鹿沼 枝中 スキ菽栈/ ・柱の 供給地 として特名を 

有 した. ﾡﾡによるﾡ的凄の伝い生差条件から生み出さる野技 

報ビ して鹿沼就が 出発 して いる点を注目してよい. 疎植で あり,

•罕 目校の供給地ヒ しマのﾡﾡはこ の点において、 郊市場と 云っま 

り、特星的市場、 即ち表却市場の性ﾡをもつて未ると考えられる。

スに 産沼は全国最大のﾡ製品ﾡ具走地である. ﾡ具の生をは調 

消 にﾡり、 東宗に白けて連沼型ﾡを有名 したのはﾡ県太ﾡ災であ 

フだが、京ﾡの市場なこ北によって塗り替えたのは今次大戦の コ 

こ てあっ た。 性ﾡは次のﾡに表した。 これは京ﾡを起地市場から 

寂木消化市場にﾡ之た。こらに, 全国有数の中目村消化市場しして 

の役齢な与えたばかりか、 主Yレて周辺消費市場に対レて、 中株市

の4割な票すようになつた。 中目桜,ﾡﾡﾡ零=よる会団的を

—. 一
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茶引力を 京ﾡす ろに全ったからである。

(2) 市易の満室

ォ I 団 京羽市場 長入・ 産出 バラ ンス 計表 昭和 2g 不度)

/ /22 -2
▲

万
ハ*

亠
生
幻/ 

A
,
i
.
;
-
 

-

エ
カ̂!̂
 

円
<5

女
海,

—'**•• i
:

—-

-

'
3
 
4

.

.
 

Q
m
 

亠
甲̂

S
'  

.
-

月辺米<フ 示内才

2 リラブ 3

「 ― - - T 「

ホ永スぼ T夕 ( 位 '2o万ロ) 
取数安はﾡ (報位+石) 

(;内救字製( )

S◇ヲ オオ 名・へテ 額 /○2/

«の 、

柱工場2
ヴ/

ち工 368

•弘

下駄工 6

2ウ

(/ラタ ﾡ 才 /忘 つ フっ 方本 だ

下
取
月
木4

/0

タオ +皇ﾡ工あ 3○

示内

f ﾡ
] 屋

示 矢

(ご二)

(/> (<ノ)

・ク」市あ「」と
36万足

向 ユL
バ。 と

小 売 
o本 /44

宗 ﾡ

向 ﾡ 小
ノ222 万本 も/二 M /93

/5 う本

売

[

額

芨 (林ﾡ方本ﾡﾡﾡﾡ詞恋喜) ﾡ大林攻政室縮「京ﾡ市易」

オ 回はﾡ沼市ﾡのﾡﾡを端的に示すこYに役立っであろう。 年 

向 s○ろ石/○億円の 木おを入れ. ﾡ材 ノ4 万石. 逮具223 万本 

Fﾡ36万足, 桂, 下駄系校で5う石, 全部で向5億の附加価信 

か市場に老ちる 家沼市走業のすをとめろ. 工場数437, な果 

呉 2eco人かムユ5○○へをﾡする大ﾡﾡであるが、 工場数を現 

様別に見れ 6o/c○人 のﾡ戻を擁する工場が2. 4く以 

下の津具工場が/24, 李ﾡ的な連員転が約2oo. 製校 ラ○ェ場 

製校+建具) 3○工場」 下ﾡ6I場 ・柱2工場 外に家ﾡう。

工場ビなる。 ' '

市あは土同索に おけるべ表的市湯と して, ス ギ中目材の 大ﾡ消ﾡ 

市場ビして 宅に中目本屈ﾡは東京な上廻っマおり. 水南村を東京 

に対しで低くはゴい。比员東の市場后将は東京一 ﾡ沼 - 都宮 

を経て伝達されるﾡ向にあろ。 たど, 東泌は中ﾡ市場であるが、葉 

幸市場とし て回切地域に知す役割 は昭和2 8年以右 宇都ﾡの市ﾡ 

» ニの救能を 果して いる。 ﾡ和26, フ7年におい て. 売 扌古場 の 成 

立する 時べに 九ッ州, 山陰 枝集析の を親をつ けた の は鹿沼市場无 あり 

当時 東京には別ﾡの 市場 園を 虐遇 ほ能成 して いたと云われて いる.

3) 市 場 o 発 展

附表ナ4 表はﾡ沼市場ﾡ展の誌ﾡﾡな示レ ている い ま三を昭 

す ると一

ﾡ沼はその出 ﾡ点において、ﾡ地市場 というよりはﾡ地*のもの 

てあった。 市場としるはﾡ木があり、 流送により利ﾡを経て荒川 

から本方に運ばれた. (川立物時代)

西迫中ﾡ. 鉄道の同面, 製本の設置, ﾡﾡ済の誠ど共たに野y
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乙 レ Zの歳沼本にも追い追い持色が生で系る。 製桜の設重は 

スギ坂材の差地Y し マ_の 特色を高め, ﾡ・ 手業は塁柱校と し マの定 

ろ校に ﾡいノ値を 与える ( 野校時代).

しかし 産辺桜が索家に対レ て その東価をﾡ揮するの日はォー次大 

義以求のこ込である, ヒノ キ- スギ材を地こしての歳8は索宗に台 

条を与え, ヒンターラン ドであるﾡ沼林ﾡは野州のﾡ等を地である 

上総. 入街 下ﾡ. 笠同、古州. 株父の各林業地に対レ 再生達為 

ﾡをﾡ立 レつ > 差地ﾡ枚業の街ヒ レ ての地位を確原す るに翌る(あ 

ﾡﾡ時代 ) ・

勲中鞍後のも伐ビ ﾡ受の 潜大 は慶沼を 教桜の 市 場から木二の 街に 

初り替え、 中目林の消賞による中ﾡ市場ビして、 木我如 工 衆の 麗三 

へと発ﾡすることが出系た (中ﾡ桜時べ)。

この際、建ﾡ裂品の市場の ク○*は京矢であ, 京浜の戦災小登 

ﾡ受に対する全ﾡ的な生産市場の 争年段の後. ﾡ沼が完全なる ヘヶ 

モニー をﾡつるいる点は注目される。 京决)エ 対する後給市貽じ「? 

今日変つているのは埼王界小川, 新ﾡﾡ加ﾡがあり, 許興雇地Yし 

2役田と長野が豊富左資ﾡrによっ て 鹿沼 の 脅威ヒ なり つ>あみ,

ア2車 村の自然的環境

1、 地理的、行政的位置

雇沼林茶ﾡ源の中じ地ビ いわれる "あ本累連沼市加象は昭29
/。 日鹿沼市他7ク村合併以ﾡは上ﾡ賀郡加ﾡ村とげば丸, 果の 

面部. 同郡の両光部に位ﾡし 索はえ東大ﾡ村にﾡし. 両ﾡは元百 

産村及び泉野町に境し,地北はえ両大ﾡに続いている。ﾡ経/3ら

32 分より 43分に至り, 北ﾡ3と友 3/分よリ 3と分に至っ マ 

いる, 東面約ノ8K, 南北8K.の細長い対であり. ﾡ標u4», 
手う Kn である。

上野駅よ 2時向余りで索北ﾡ寺都宮に送さ、ニ>より 4o分 

ス て 産ﾡ市街地に 至り、 更 バス を の りかえで 2○今で 村ﾡ号田 

地一着く.ヌ浅草よ り 家で 時ﾡ余で新虎ﾡにつく伊もある

2. 土 光, 気 象 の条件

日チ国立公園山系の / つ はこの村と足ﾡ町じのrﾡﾡ,だワ

)なもたらすが こより要に票走する支は本村ﾡ証端おい 

て人ス (/ っ 7○ )となり. こ がス 条に分岐して 恐べ し、 35

□ もっ て お ま れこ 南 部の ノ 部 ) み が申か ていス.ﾡ抜志は ノ。

本掘金者にうて は 人下 これを 加ﾡ村ヒ省ﾡし で用いるビにする.
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～/○7のwび、地勢は-に るﾡ斜で 河 川 1 本方唯- の 能济 川 

がの中実を東に走り, 野ﾡの南満にて大ﾡ川に注ぐが、二れはﾡ 

ﾡﾡ)の上流である。

ナり ぐリ お ごく
気大部分古生ﾡにﾡレ、 吉界 石ﾡの/部下ﾡに指岩を

う ガえL 宀
有し、 上ﾡはﾡ必ﾡの気が多く、 馬附に至つ でﾡみﾡが見れ 

Tﾡにﾡをにﾡつマ ﾡ坂岩の及ﾡしたものか弱く. 各段虫ﾡに角株 

をなし てﾡ布 していろ。 先 沼岸 には才4紀習が名ﾡし、 石交岩 

のﾡ出で 受る。

土ﾡは上久寂、下久袋の月を除き 地液写く. 頂優度土又にズ 

工で あしてﾡ係記天である。

雰泉/について云えば 水ナ河岸より約 ノ。 Kn て ﾡして亜大 

ﾡ性気候の影害を受け、 哀季は南票季ﾡ風かあって同か多い。冬る 

は土面季ﾡ風が吹く. 2o 日前後ほ台風かﾡり京雨なもたんすこ 

¥ が多 い。

ﾡﾡての日 別気温のﾡなの も の がないので, ﾡ沼のものを 用; る 

x ノ今 年はキノつ表の如ヨてあズ。

より3月まで //日あった。向は3月より/O月て南買か次ミ、 

ノ年を画じて各キとし南風、である。 雷は割にるいかﾡﾡに対する 

そのﾡはﾡん どちい.

ニれらの地ﾡ、 土. 気条条件 は林木 - こヒにスギーの 生育 

-夏し 天与の ﾡﾡﾡ及の受因を知るので ある。 また後にのべるか

一貫した主受商呂作物ヒ してあられる大京の直合気侯 宣 

合主ﾡ →退戦にて試長中には相当のﾡ雨のあるのかよく. 稽種 

ぬは 方 に ハ 7 日の伸長飼にﾡ司 か規案 で 皀気の 濕;目 な の が、 よく 

ヌ由 成急及 がこれか分 解によって形成された 京土 ヌ はみ質ﾡ士 がよ 

と=れ2 おり、 こみ地の土についでは最直地ビは云えないか、 

支体において 大京ﾡ垣に画しで いる.

同じくﾡﾡ市のものてあるが、 日別ﾡ水電はヤ/ 赤の

ろが、 除あつでは、 の南は北より-に番か多い,、なよ

ﾡﾡに入るに つ2その型し日数も多 く な る.

初ﾡは届年 ノっ 戸ワ日 初雪は ノっ 戸つロ 回ココェ/ニロ »悠田ジﾡ 「芸作ﾡ・上」(en支生)
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ア3章 村のﾡ会的チ ﾡ

イ

1 - 銀 白勺 沿 革

石くよりのﾡ有民保をみるヒ、この村はもヒ安ﾡ部にﾡし,佐野 

左加孫野御ヒ いつていた、 え禄年同 (/e88〜 ク○3) には上加置村 

下加固村Yに分れる おり. 明ﾡ46月に両本か合して 力回村に 

なった。 白い昔加回に云っ だのは久我式部大師常 具カロ蘇の 上仲 二城 

を染き戸上ﾡを領 しでいたが、 上御を久分村し下ﾡな ﾡ藤梅と改 

め2加園ビした。 上久袋は天正代(/573～夕/ ) 久物式部大師ニベ 

有からﾡ沼の城王. 二 生上總介が一称領し、 宅感ﾡのﾡ地とはつた 

その後央千大ﾡ太夫家ﾡﾡが領有し、 ﾡ文べ (/44/～73) 日光神 

ﾡになつた。 下久彼は旧石高 827石であり 上久袋は4e○石て 

ある。野反は須川時代には吹上傾であったが、 明治22年町村制 

ﾡ前はﾡ大ﾡ村 加園ﾡ何れにもﾡこﾡかつたが、 占事に詳かては 

い。ﾡ新袋ﾡ木界に属してオ ( 大区キ / , 小区に編入こルた かく 

の如く本村の行政的政治的ﾡﾡを見るに、材の後ﾡ約遊会的ﾡ属は 

非常に古く. /○世e前にこかのほるわけであるか 德川氐.し不4 
の較的長 ﾡにﾡる金泊をﾡいて は. ﾡ有 のﾡ転 は 激し かつたのて 

ある。 かかる点才』、 おﾡのパrに も影優を 与えす に 二,ハ か は 

いも のであり. Mlえば、かつて は占峰原神社への ダ面ﾡりして、下 

久袋 石 認老は泉えた が 堤べではこの 発は 全 く すた れ マ いス 

である。

またこの地方の 民肩を示すも とレて, ﾡいはそ有的会的性ﾡ 

の一歳を示すものとして, 野足騒前がある。德川環府の末期 日おい 

では、諸候はその力おとろえ、加うるに外き内愛の外交的政ﾡ的有 

受は, 寝民のを有的賃担に宣圧を立えていつた。のみならす, 幕京 

の換国政策は烈く の 宮民セし てせ界時ﾡにから しめ、巨はその権 

力 を 演用 して 民を 抑圧 し, 民はヌ表に恭ほなﾡいつゝ、ﾡにﾡっマ 

結息約干ﾡをﾡしで 己の総室を定さん。し そいる状ﾡであった。

当時野ﾡ村は田畑よく同け、 走素もﾡかであっモが、 東部め県 

ヒ大ﾡ川ﾡ#川があ つて交通の候意く、 ロ固村に重ずる 道活のみし 

かなか っ た為に ・ ﾡ采を探けよう ヒ した。 しかし4本によ リ河水の 

巻武の差雄=L く. 架着伎術の 因ﾡとそ貢の賜夫によ り仲々意工で 

a な1でﾡを経た。 さ政ら年 (/858 ) ﾡ荷神社め 神木を伐っマ 

反篇を 渡したが、遊年流失 しちので 、 再び深さ んとし マ名主が登起人 

とな フて村民の会合をﾡいて ﾡ議したが. ごの結果無不講によっマ 

工卒を将流する ニ とになり、 2○○湿をえる須ﾡした。 援工後協力 

た人々のために地支ﾡをﾡして送の労に報んヒ した。当時京よ 

ク 検 令か 出ていたので、 用様筋 にﾡﾡしてさの内詰をえ2いた。

何かの 手達いか時ﾡが思かったﾡか、 さの訪の 手入れが急

あった。 名主太市は混気も手伝つてか仮人に手向つたが 本浸も 

ニォに和し舞台はﾡﾡ場と化した。 村戻は/団ビなつマ及抗し こ 

。 ﾡ は捕束にﾡ手ﾡﾡわせて追い返しち が、結高村民 は翌数召換せ 

pれ、ﾡ台は取払\込なつた。 これは*検や令取諾の御甲ﾡは当司

•/ 山ムﾡ「やﾡ野ﾡﾡﾡ」
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のを砕となつ で服締方 なﾡ里口原戻に示さ ん と し, ヌ村民は慰客 

衆の /回位は当局の肩にすがらんビし. この湿ﾡのﾡえ方の相ﾡ 

にっマﾡ勤か混つ とものヒい われマいる

-ﾡに百姓-埼は当時ﾡ築にﾡっ ていたが、 大体に宣ﾡに対す る 

ス若から起る ものが最もラく. ﾡいは互ﾡ的勤ﾡか他にあつマも、 

宅る2れた 唸着する ものか受い ¥云 わて いる。 ヌ 形艦も強前 越 

許 逃該なとあるが、 ともかく 封建社会をﾡ壊せ し める銀にﾡ うマ 

ﾡ及した。二の野尻整國が昜 して一ﾡに該当 するかるかはコ >では 

追しない込 しZも. 単に祭困か他にあつたから -求ではハピし 

て高ﾡには片付けて しまわ は い と思われる ので・ある. ﾡを栗 ・得 

• ない村のそ有的諾事時、 ごを勲認する侵人、にもか>わず、あ 

たかも 自 らのるさ を 権力 によつてカバー レ.更に飾前を も フる宣用 

とんこする幕存の無力 引年の懸乗がやっくかでえられ 芝居まで 

して雪ぶ村民付の幹部、 何ヒか して喜びたく 役人 に 増照 し てまで 

万端 上 の 之たに もか> わらす、 手置いかﾡ定方針か何に レ ても 

さ れ な加圧せ2する 殺人 ・ 圧力を自らの手 で阻止 せんとする 料の 

上 下ﾡ、あらゆる図すがﾡﾡにかみあわさっでハろ。この前れ 

先にも述べた如く. 2, ヨの料が集って ノオな成しており、なつで 

才の 性生ﾡも 包落によ り 相当 違う のである が、 ヒもかく、 かる 件 

を 維 新「互航に みしたこYは 村乃 至対民の 格 を示す一端しはろう 

神2ついてふれるし,農ﾡ. 火 水 防方の神を祭ってﾡより有名な古 神社 

への通路として この村のﾡ社加ﾡ山神社は/○0年前より 用かれてﾡ 

ある十本桂で夫婦杉は有名であり. 現左ではこのﾡﾡがすたマし 

まつたが、 ほお刷茶に は考 く の ノをﾡめでいる。

2、 部 落 の 描 成

才12表

大字師彩- ご分

ゴ

尻

2

下

久

4

上

久
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毎名の構威をﾡる場合 ・家いは部老の行政的側ﾡから、ﾡいはそ 

ﾡ的側面から、家い は辻会的ﾡ面から 零々 鹿々 の 視息よ りゐ備ﾡが 

なご得るが、 こ > では前2若についマ大字別に一管したい。

オノ2表大多部ﾡ那んロ. 彦家た支. 林野有若ﾡをるると、本 

村は4大字よりなり. 夫々の及立退経. 従って その性格と 異なるわ 

けであるが、 大野ﾡでは4部落 大安加図で甘ノS部 大与下 

ス救では今ﾡ巻、 大字上ス役ではノ2部き, 計4○部落である P 
数の自合は野及ワ%, 和図ラシ%. 下久我/ら%. 上タ袋38メで 

あるが, ﾡ着よ見るヒ, 上夕ﾡが他の3大与に比するﾡ大. 

しかし上久袋は大部が休野にて愛われ、 下の野ﾡヒ は地形的にも 

ﾡ的なこころてある。ﾡ赤白数ﾡ合にあっては, 野及// 属

5ん 下タタ/タ. 上久袋2るであり. 平ﾡ平野地方の断ﾡ 

のﾡ家割合が少い が、ニ A ほア 数が少い た めの もの で あ り. 相 対向 

にはむしろ引いこにがﾡのﾡ家李よ り分る であろう。 件回オ3回 

り分るように. 役場 選協. 泰林組合、第便局はピの主暴公共ﾡﾡ 

がある. ヌ孤図後示には石灰勉山がある。 野易 下久被にはﾡﾡ認 

なく、 上ス本にはマンがンﾡ山ユヶﾡ高返と寄票にあり 石裂には 

加蘇山 海社があ る が、 本村の 政泊的中ﾡ地 広は加国に みるこ2 か出 未 

る。

今各大号を特数づけるﾡ素についマスるに, 野 に おいては 田 京 " 

その東部においては奈に水田が盗んであり、 ヌﾡ耕用島もう人ﾡ商 

し乙いる. 部落中に占めるﾡ家の割合は88%でﾡめマ大きい. 株 

野ﾡ有ﾡﾡは小翌寒細である。 加ﾡにおいZは水田. 馬 東子製 

造がある。 ﾡ家本は野ﾡいで 64である。 後沢における加 

石灰会社の該立はく詳かてははいか、凡ぞ現在より 6○○午以所 

にﾡ足されたYいわれマい る. 明治 3○年新の不足によ り 一時不限 

におらいったが、 その後改良を初えて在に至らしめた。現在32o 
トン の生産量をもち、原宗方面へﾡ合している。 下夕投にあつては 

水田か少しあ 主に依が夕くヌ農耕馬もﾡ少銅育している。 ヌ 

若し く 林業労の者の数が増加してい る。表抹所有者の 割合 ほ最も 大 

きく 3ワ%を占め. 気的にみれ「、 3○町歩以上ﾡ有者はユテナあ 

上久袋より スれはとの 才は未だあいものである。最も奥地の 

上タ袋にあつるは、傾斜拍’急になり, *田はﾡめて僅かであり、 畑 

もﾡかであるが、 大京. ■箒草, ﾡ転宇零の看ﾡに直し之おり, 

大京は良点ﾡものがとれる。 この他乳牛かかいるレ ヌﾡ材工場 

かある 用区と断果部落にはマン かンﾡ山が夫々 ノ ガづつあり、 

コ のﾡ山は大正 与～ 4年頃向かれたが、e の核ﾡ調はﾡ出かなこた 

砲左 ssとe トンの年達ﾡでうる。

宮示部落に おいて は大正 ノ○年に低れた共同意素ﾡ合をﾡ り ヌ 

かつ コ の 附の先井) で 役の ﾡ成が行われ た . 耕地衝績の ﾡ少は

: ﾡ家本を最も 小たら レ め 、 ヌ予想外に林野ﾡ有着率も 小さ い. 

しかレ ﾡら全村における 3○歩以上の 林野ﾡ有者 ノ =2の ノス 

2は上夕本柱住着で ある ことと, 林素労 若ノタ。 名のみ中の ノ33 
名の有在はこの大号の特色を 示すものである。

以上の部落ﾡ成のﾡ要から、 も し大ﾡ別の 類型化を行う ばらは 

野反 記口風はﾡ料型, 上下久伐は村型と云えよう。 こして更に月 

にみるな。ば、加国はﾡ村的表村型であり, 下久我は箱段対的 

村型であろう。 こ > に云うﾡ材型しは主と し て 主浩の資を裏業の
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そ多ス は労ﾡ考によ り 得て いるものいい. 方型ヒ 同じく 林素 

の主ヌは2営岩力ﾡは引のにより得ているち のをいう。 ﾡしマ山 

的教であるm回には旧系の K家かあ り・ 赤ぞこの村における助 

力. 政方力はゆるがぬが、 大高としてみる場合, 本の支配自級は上 

久袋左任者にラく みるこ とがでこる。 ,:

3,人□.月数

才つ未 ア数 人口の 表 遷

j 、

i 午 月 ヽ » 数
人 ノナ当

I 性 ﾡ 数 ；女 当

ノ /e (明ヨ43)/2 っ44ど
人 

23&/ 4 s2プ
へ

ノタ2 (大9)
__ 3ze

十 '—--

—

j 夕2= (大ノル) ど8o /ラ2テ ノタ53 ヨ 33 / S8

ノタ3e (昭ち) 2s= <ラ83 グ" 3 947

ノタ3方 (昭/2) - 一 352
i i

二

ノタタク (昭ノ方) -/ " _
— 5.76ワ

ノタイ7 (昭2つ — — 6e3

/夕8 (昭つ5 クア 22 a 22クク 4も2S
■,

S ・ ブ

/ブ 晤29ソ 6 ： Zと / 2/3さ 324 幺j6/

/95 (昭2み) 5 : ク4< _ 一 __ —— ゲ 343

: 御士夫- オ勢妥ﾡ・ ﾡ沼市合イ賃料 泉 能計号によそ.

加ﾡ村おける昭和 2る年6 月現在のア数、人ロは ﾡ / 3 表の 立リ 

である。 ﾡちク&/ア, 5ケノ 人, /均く□はケ7人 丈
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o。 人に対し 男のﾡ合は 96.3人 であ り. / Kコ当ッ 93, 8人で 

ある。 大字別にみると. 野え与4テ ヨ43ん. 初ロ国2クるア,77夕 

人 下ス袋ノ2/ナ7es人, 上久状2s8ア/522人である。 

ニルは上ﾡﾡ部の人口ﾡ底 / Kペ 当り /34.さんより極めて小く 

非常に下位に爲するものであり、 山地の存左を示すものである. ヌ 

人ロ 縄教 並びに 世帯当 り ヘ口は郡中中位にある。

明巻末期以来の戸口 の麦遷 をみる ヒ、西治3年より大エ/4年 

まで は数は大体同じ で ある にがかからず, 人ロはノeee人並くの 

散減をみている。 しかもこは男のﾡの方が多いことである。 これ 

は台時&ﾡにﾡﾡした ^京浜地区の直工業や未通吉末に同連づサら 

れる のである。 こ と に大字野及では 山地の 上スﾡ 異はり、世常員 

数は/テョりs4人を数えていたが、 /○年同で58 人に急救 

=減じてい る. これ以ﾡ昭和2○季太干洋載争前線は都市人ロのﾡ 

山村選流でテ数、 人口共にﾡえたが、 また引潮の初くボ少し, 大体 

ク7グ戸台におちつミ, 世帯眞数も 与.ワ人である. しかしこれは 

加素の人ロ がもはや この村にﾡﾡ したわけではなく オノ4表に物 

語る ごと く、 ジクジク と他に流勤L 2行つている。

ャ4表 認才2年人□流動
—-------

ヽ

呆 外 ﾡ 内、 計

」女 小 き 小 計 * 小 き計

入

37
ヘ

25
ヘ ヘ

キノ
クタへ eづ

A
◇7

を#

幅 出 り /2& <s 7夕 /メ 3フ /33 272

※「ﾡホ人口向旦即研究ﾡ2集」 P 78
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即ち 昭和 27年中にあつては、転入出のムさ名の流出起退かある. 4、 土地用

努の景分外へ行く 割合がずいこ そ は注息を要する。 こ れは栃木景にお 

ける人ロの宛出入の *-般的型を地る も ので ある. 即ち 零毎に栃木 

泉 の. 殊に そのﾡ山村での人ロ が果 下乃至ﾡみ外の 諸都市 に向つマ 流 

出しているのである。 加ﾡ村にあつてﾡ出れる 人ロは主どして申 

都宮. 旧ﾡﾡ市ヌﾡ京、横ﾡがその大ﾡをらめ、 r時シに23
男ﾡが流出 しマゆく が これは胴っかにﾡおにおけるﾡ左失ﾡ人 

□を示すものてあろ う.

先にのべたと ころであるが 加ﾡ村の4大字を振別して 野現をﾡ

ォ方表 野及上久衣性ﾡ員数の茨愛

「.. .........

年 次

1

野 及 ニス袋

ノタ/P 年 s, < 人

ノタ2ケ。 今 a 57

/夕32・ e, 2 S <

ノタ53 , 6< 63

オ型・ 上久救を出村型と した 

が この両きの/ナ 自 りボ式 

民数の表選をスる u ォ 5■表 

の通りである。 二によると 

平場のﾡ林型地域では世帯眞 

数 がﾡ しくﾡじてお り 1 地の 

山村型地域に比レ, /月当

の眞数も非常に大き いこと が知れる。 このこと はﾡ村型の 位量が 

内都市にく. 過刺人ロを 排出 し易い 自べ的条件下 に おかれ 2 た 

こ ヒ. 並びに 山 村型 はﾡ地の た めに他に 転名 末め る に ネ便 海にめ と 

ヌそう しなく マ も - お の極に 安走 し左育 林家が居 リ、他方の 極たフ 

ロレ タ リア化したﾡ戻が尾ても、林業労ﾡヒ いう仕ﾡがあつたここ 

を意味している。

ャ/6表 地目男土地有形ﾡ、

3£日
源 野 田 烟 生処その他 計 備 考

所 
366○$ ノ火72 2c32 235z s6 494.7 ;

!
名有去が

公 有 2s9o
............... .............

/32.o 42/2
卷幅面積

•

社寺 有 64,e 
....... ・ • j

64.o
277/$ 町

39/3.さ /72 2032 2352 ノso6 447夕 7 !

a 合
* 834 32 232 So'

.......疗
4./

最 の地目別の有 形ﾡは才/◇ﾡにかゝ けた通 であ る。対無 

るﾡ z&7yマ 町の中, 森林示 野は s 5 % で 本野ﾡから みるなら 

は 普通の山村である。 田堀は"3%であり 箱大さい。公有林に

有ﾡのつとであるが、 この中245町歩は景行圭林地であり 残

は板林及び 現鹿沼 市 の 財産区 となっ マいるが、 二については 

数r逆べる. 社寺右林く4町歩は石秋神社のものであるが、 明治期 

に は 町歩を有 していたとい) 田ﾡ2つ いては息素のとこ ろ

でのべみが 明治未ﾡてﾡんピ大差はないが田か多少増え、 その分 

岩加力 減 っ た e 彼で速べるてあろうが 払有抹に おける 保安杯、代

そ のウ他を除く ﾡ通林の用材林ヒ 薪炭抹 の 割合ほ 6与% : 3火ち

%であるが 一応この割合か々ﾡﾡ林奈地、ﾡﾡ林業地に今けくテ 

えが六ら、 前巻にﾡするであうろう。

※ 「ﾡ村んロ向ﾡ研ﾡ・オ2朱」 PI66
* 野方「国有林野地地ﾡﾡ用状ﾡ在の総分ﾡ」 P.72
*»大田研太「わが屈径ﾡ的林ﾡのい手」 P.I5
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震池にフいで は ん ど絶空びは ばいが、 森林2 つ!マ はは村全体で 

は /3店の差があるが、 各方については約2倍位の差か台帳面種ビ 

実画ﾡヒについである 場合も あるヒいわれマいる。

三. 達業のﾡﾡ

ﾡﾡの橋成においマも注べたが、 村の主をﾡはﾡ素,株楽 ミk 
工素でろる. 今こらのあ昭を部内別にみる前に産業のう少の支 

を知っマ おいたなら便ﾡである.

現下久袋馬易及び塚とスm図老ヶ谷 夫 々城跡があ ること,或 

いす ノ○○年も前に石ﾡﾡ山神社があり. 源ﾡ家か奥州平定の ・ t 
寄つ た こ乏う 二 と なな よ ・ して、この林はﾡは現左よ り 交通 も 盗 

であ、 っで商業もﾡんであつたこビが巻ﾡされる。 占く4oe 
〒以前よ り石項山が株ﾡされる いたことはﾡに速べたが、速く は越 

申、 並くは月ﾡの並在より人天が働さにﾡて. やがて定着するもの 

も 出ﾡたと云う, 本村の吉品作物と し て直受な歳味をもつ大点に

ク○ﾡ請に初めで 裁店されたにいわれてい る. 現左果ではこの産 

沼林業地を次して新喫林素地ビ しているこ とから礼ﾡﾡこれようか 

林集の音林枝術2おいて芝れ程ﾡ凌なものを用い、 ヌ研ﾡし東にホ 

星物の販ﾡﾡにﾡ意な もって 末めなかつたで あろう。

明治4年8月においては「御土支」によると.ﾡ素卑業 ,55 
ﾡであったが こ 中に は林業も含 ま れ ているレ、 ﾡﾡのﾡ急も胴
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産ではないが. 野尻 は部落 内 の 農 芸専案の割合が多く、 他のﾡ素は 

商乗2. 工兼/のみであり これ対し上ス本ではﾡﾡ専ﾡのの 

ﾡ集じして工ﾡ7 商零2. 商幸ﾡ兼5 軍夫ﾡ2 労ﾡﾡ末

ノバ、 神返早殺ﾡ3とはつでガり かっマ0大字部ﾡ室業的の各を 

表付けるものである、 主受表ﾡ物生ﾡﾡは米引○825円、 大京

33 フ5○ 円, 大友 2o. 537 円, 南 S8s。 円 村木 7○e○円. 木炭

//s○円 であり 訓業はﾡ承なﾡヒし様朱. 様約 木炭ﾡﾡ ﾡ 

炭. 木本玉ﾡかこれに次ざ、他に車後生り, 畳糸撼り も行われた. 

抜工素は石項球取に製状末であり、 所着は工夫 2数は季司に より一 

生しなかったが、 最盛期のﾡにあつては3○○ん. ﾡ散時は2○〜 

s○名であフたというてとである、 年生ﾡ額ば2○○○○円 であり

本乃至央州まで吸売これた。 像者は4ヶﾡにあり、 何れもﾡエ4 
与名を用いるいた。 ニ ニてごも時注志すべ= つっのこどについ 

z、れると、 その/ はこの林に明治中期よリ林の大森林有者てあ 

り 済的実権者によ っ マ設立された会融ﾡﾡが2っ あつた。 /はmロ 

蘇肉蓄銀行であり、 これは彼ﾡ沼喫業ﾡ行にﾡﾡ的ﾡ消な とげたが 

他は上久袋信用担合であった。当時前者4o.oo。 円 袋着は,

ogo。 円の 付全があり, にﾡ山村にあつてﾡ々なる形を通じ 

て形区されたﾡ業万至全融資本家が、ﾡ発にﾡいていたこ どがﾡわ 

れる. 二れは大部かは彼等貫本家の抜大のためであるがか、 中 ～小類 

横のﾡ民林野有着に ヒっ ても回ﾡかの 展益が与えられたであろ 

うことは想線にﾡく ない. そのスは明岩示期読にホ富有の力策をﾡ 

え、 されが冷に共戸組合制をてり, 中頁へを排こんとしたことで 

あり 大正/○年ノ○月こういう考えの 県体 的なあらわれともしみる
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べき浜に小規ﾡﾡがらも 夫同表ﾡ色合 が作られたこと で ある。二 

れらのことは本村が東京より /oero. 大消ﾡ都市にい特殊な 

糸件下にあるため. そ斉体制、 そ斉思ﾡもド化せごるをえないも 

のであつたこビ を物話るて あろう。

昭和2 8年における村のﾡ生逢額は表達ノ○2,39o +円 畜達 

ノ2今○午円, 林産ラ/2c○+, 工産は木ﾡほび本製呂てあるが 

/み./c○+円, ﾡ産256○○+円 計/78ち4○+口である. 室業 

としての林ﾡは林ﾡや工奉と考えられるから. 本村にあつて は林夫 

のもっウエイ トはﾡに次ぐ大さなものてある。 ﾡ紫については後 

に詳しく のべる ので 各昭ナ ス が、 ﾡに のべた 通"にの対の主ﾡな 商 品 山 

ﾡは大京であり、 ヌﾡ出未もある。ﾡ番は明ﾡから新波し 現左 

2デである。 本を物生をはオノ7表の如ミてある。 素技は遊ねま 

村ろ至慶過の介素者にﾡこ れる. ホ炭はﾡ少で あるか 新は条地 

まで ﾡ沼新炭ﾡが求めにﾡ て 石次を 呈して し)る。 ﾡ素はマンか)

オ/7表 昭和29年林産 
物生を番

オ/8aE 明治末〜現在王ﾡ別 
生産額宮合の現行

j 製品別 生ﾡ量
一 次

函岩4キ 大工/年 昭和5年 沼初28年

1 葬 西 28/o 寿産物 と s %

』ﾡ ポ ............................
4. 2o。 ラ 吉産物 •っ 

.............
3 夕

・
3, 9 ; の7

1 新
崇

46 $2O 材ﾡ物 2c, 今 /6.2
「木※ ゴ 資

3.9

.................
と <

/. ヲ /o2

ォ 皮• i 夕ぷ22 T
■

/イ C ど

! い、たけ i* ・: > s。黄 永差物 o Q 3 a3 o

ﾡ; 新下 は 昭和 27年

・ -29
ss80トン 石項32。。 トンであろが及ヌ少しﾡ少方向に示る。 

ャ/み表はこゥの 産米の甚号を スくヒするものである. すぐ 

と適当 4 熒料が得られなかっ た爲. 十分とは言えないが、、 明若。; 

年より2, 3の 時点おける産業ﾡ成セ*マかるように. ﾡﾡ物= 

こにzの 中ﾡな なす大京は求えて は系たが. 戦時中ﾡﾡ まとうええ 

ヌLく 上ﾡを始めたが、 ともかく意産額は明治時代は非宅に苫い 

った が、 現在ではﾡ生達額の約キ故を上廻る 程底 に下向 したの に 

ノ、 工ﾡ物を林ﾡと*で寿案する場合、 大親賞像の木材界の造会 

以来 ウエA 卜は下っマない及状である. 鉱素は大正年向に一時ま

う え E が、 生産級に おいてはゃ»上昇レて さたてと がわかる。 即 

: 関ﾡのウエイ トの 炭退は林茶 のウエィ トの ﾡ進にあ るかにス え、 

本村産業補成の直暴な意味な更出す も の である。

こ れらのﾡ素にい か にﾡ方 ごれて いる かがオ /タ表に 示こ れマい 

万 これは余り正ﾡな分ﾡてはないが、しかし一のﾡ標とははろ 

う, コ 九かめ理解さ れうろ二とはﾡ業にまつ わっる若が実 に6ﾡ5今 

も 居 ろ こ とで あみ。 この中には林業家し含 まれていろ が. 後に2る 

よう に相対的通剣人ロ n 有す るこ とが窓いﾡられろのである. 夫 

疣 莱 ヘロは昭々 林末労ﾡ着 Y弟えられるが、こ か約 / 割も営に 

私素 2 認束末人ロか少く、 着を矢業人口はいS おいﾡ林業労仲従事= 

ホダ外にﾡを末め マﾡ こごるを 之ない。

オ タ 表 産 奈 别 素 へロ

ト ポ 気 素 立英案 樂げ誤 *-ヒス末 z。他 ・

人
/347 /58 s3 6a ノ24 /2く <2 53 2ブS

____ -

C5 ? _____4 ..........a < 2 /ow
—
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オ4章患兼の翌

1、オこ ﾡ

一ﾡにあ木果の選業さ. 東南部にﾡ申する 千戦ヒ 面部山ﾡ地帝 

rみ っれる 大京あ作ヒによつて ﾡめで 異色あるも のこなって いス.

西都の山間にﾡする荒 の 流.れは累ﾡ に下っで がて 同東干野 

のヒへ出るが. 送の上ﾡに細長い新地が形ﾡされる. ニ»が大京 

の 生走地 ーー加藤穀業の舞合 てある. 加ﾡの殺業 も 受 く の 例たも す 

袋ﾡなﾡ地 y 低位可 生室力 と 云っ山村ﾡ末のﾡ命を育ﾡつてはいス 

が. 考に村の経ﾡにおけるオー の産業部門と なっマいる.

2.土地利1用 」

ﾡにﾡべたように、 村のﾡ宿ﾡ4,4s。 町歩のうら林野か約 

夕7* そ占め. 科地面ﾡは 439 町歩. ﾡ地ﾡ 夕%にすきない.こ 

れはあ木票会体のﾡ地率 43% 合ﾡmﾡ村の位宣 した 上ォ/2 
24ヒ ﾡしZもﾡる し く伝い比率である。

ﾡﾡ面篇 439 町浜の う ち 水田は 2e4 町Tﾡで水田ﾡ は 46 ※ 7 

ある。 この尽ては果の水田ﾡ2. 上都ﾡ郡の46 と相似たN 

〒を示しているが、 山お又しては一高い方と秀えられる, つまリ 

ﾡ地率は感いが水田李は比ﾡ的ﾡ いヒいうの がﾡﾡヒ云え よう.

田 て はス 毛田ﾡが5よで, 勿輪手 場の 属 オ ヒ は 比有 し得べく
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もほいが、 休岡ﾡはﾡ合に低いようである.

畑は昔直畑が大都分で, 累ﾡ国. 系更はﾡめて少い.

ﾡ料が少い ので多少大ま かなﾡ案になるが ﾡ地面ﾡの表は割 

合にケく ・ 明治末期から現在まての増加ﾡは約と %である (オ6章 

ォ32表みﾡ )

3ﾡ 家 ・

展京泊数は現任4ケ/Pで ,同じく 明ﾡ末ﾡ比ﾡするヒ 約 / % 

勿 滅少で ある。これと見合うﾡ家人口は現左2=7ノ人で, 明治末 

ﾡからては約2さ%めボ少2なっている (オ32表)。

このように, 耕地面積, ﾡ条白ﾡスび人口おいてあまり増減が 

み られず、 お しろ回ﾡ的な形を示し ているこヒ か知られる。

従つ z ﾡに述べたよ うな総ナ数々び総ん 口 の ﾡは すべて他達業 

-よるものと考えられるが、 他ﾡﾡへの進出ﾡ及もﾡﾡ産業としマ 

の親奈に支えられる面が大さく、 労め力のﾡにおいて特にその 線 

向かあった と宮わな ければならない。

以上から ノ白当ゥ の経営ﾡﾡにも さ し たるﾡ化のなかつたこ とか 

推県れるが 現左ノ迫平均ス7部で、 明治未期からの増ﾡﾡは 

約ワ で ある. しか し 内各におい てはこ同 に水田率の顕若な上昇 

が認めら れる(才32表)。こは一つには水田耕作のﾡﾡ的発震か, かか 

る山村にまで影響したものYみてい、であろう。

ﾡ家の専業ﾡ業についで みると. 昭和の初期には敷家ん数の 82 
%か卑業ﾡ家であったが 現在では44%にﾡ少した。 二のょうな 

救し いﾡ業侵向→, 資本主義経済が より県く浸法す るにっれて,
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ﾡﾡ意生差肉係を予プく ろ 山村服朱のまぬがれ得ない姿であった, 

ﾡに 山村ヒ し て は比歌的忠まれたこころに過剣ら力のはサロが意 

左したこと (例えド林業労め, マンガンﾡ・お灰山の労め, 都 

市へのﾡ労ﾡ)が, 本村ﾡ条の人ロﾡ出, 熱業化に一骨の迫車を 

かたの であろう。

4 農業生圭

二のよう に風定化した規ﾡにおいて属ﾡこれる加ﾡの表業は。 ﾡ 

井川の上ﾡから下ﾡへかけてﾡ次山回部, 幸山回部, 平担部の三地 

区に大別レて老えるこ乙が出系る- 極める宅ﾡ的であるが、 #地画 

ﾡは手地部rに多く, 山向部においてはずっY少くなつている,徒っ 

て山ﾡ部で はﾡﾡみ外労仲かﾡ宏をﾡの宣ﾡな支えヒ フマおり も 

しろ ﾡ業はﾡ業的性ﾡに止まつて いる。

現左本村のﾡ兼を巻を ソー ドする のは ノ町～ノケ町層 であって 

全裏家数の 28*名占める、 ノ町歩以上のﾡ地を経じするﾡ泉は 

ﾡ業生産のみスで計を巻むこヒか可能であり これらはﾡんu 
山向部, 平垣部に位愛している. ノ町歩以下の表家は全体の5% 
である が. 二れ ら力ﾡﾡで は ﾡ逢ﾡの 尚品化は歳しマあま り 髙「； 

いのて, 山林労わ芝の他の賃労 が室 要 な 現全 入 源である, 

自ﾡ糸片の大さな制約を う ける本村の表奈を巻ではルﾡ約に生達 

力は低位ににまつ マ いるが、地的に かな りの差かある ようであス 

主を生産物としては来。 大表. 小表, 標表. 小豆,大京(畑京), 

常草, 業ﾡﾡ毎であるが、 こは明治末係から現柱たに至るまてこれ
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程ﾡ化 しそいないと方えられる。 たゞごの中にあって ﾡの減退のう 

が君しい。 二れは長本主券る済のﾡか外部から尺ぶにつれて, その 

吉目性のそレこの故 に般営外 へ 排除 ミ 1マ しったものとﾡ森さ 

る.

限られた耕地ビ生走力のためにﾡ作物の 商品化は、- 部のﾡ索示な 

除 いてはあまり 期待出宗す 亜委をﾡ金物と して こ地条台にふ

れた大京を オーにあばる こ とが出末る。 本料における大京のﾡ 

安はかばりﾡく, 明お末期にはﾡに村内総生ﾡ(全差県) 中のトッ 

プを 占 め, 安定 し た 市場を維持 しつ>今日 に及んて い る.

従っ て 作の作物ﾡ成は大点な中Uに 名立 てられマお り, 労 位愛 

分においマも 他作 物のピークビ ﾡ合 と す, 一 た合理的な形態 を示し 

こ いる。 、 ,

また大京の煮には落素がﾡめマ直受なものY なっマ い るのて, 

本村に おけるﾡﾡ経 ぎと林野の 関係は, 他の山 村表ﾡみ 場合 よリも 

原ヒ 祭客友を加えて いる。

5 加ﾡ農ﾡの性 格 、

-帳. 隆営規ﾡの退ﾡな』対の息業経きめつこは5カﾡ 

生ﾡの た めのﾡ米 自 給に耕地ﾡ篇の かなの 部分がさ か れ るので, 

残されたﾡかなﾡﾡに に勢い労ﾡﾡ約的な作物が作付され るこどに 

なろ。

大京にﾡい坂ﾡﾡな 示す本村のﾡ朱経ぎも この何外ではなく, 

永田主体ﾡ兼へときう よリ は む、しろ大ﾡﾡ主体乃ﾡ作農業へ志
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向すろ傾向があるときえるよう で ある。

石が残こ れ た 向題か条い わけ で はが い.ﾡえ は大京の 市場座と 云 

うこいし芝の一つてあろう。 5 く から下ﾡのﾡﾡ兵料ヒ して安定し 

た市場をも つ大京も ﾡﾡにおいて 現状上の ﾡ受ﾡはﾡ待出未ば 

い ので はないだろうか。 下 弥の隔ほそ② も のかさ して神力性ある 

のではい レ・ 笠に救並では化学ﾡの攻勢も考えられるからて力る 

何に しこもこの 辺にﾡﾡ化したﾡﾡ色巻か受ﾡ化のﾡをﾡる萌 

芽があると言えごう て ある。

• -35-

, ャ5ﾡ林 素

1. 育林過程の展周

株素 の ﾡ展な スるうえで、 村の 経済の歴 をこかのぼつて希案し 

ょ うピした が、 こ のたび調査で は十分なﾡ料を つかめなかつた。 

自地 の 産談会, 郷土 読 や占 走 の 談該な ごを中こ しで 記 しマみよ 

う I , 「ヽ

ます明ﾡ44年にﾡ行さ れたﾡ士誌かあ るので、 これをもとにし 

て当時情をのべる。 村のﾡ方核は67○月ビあり ﾡ集ﾡ白数 

をみるYﾡﾡ455白 工兼/夕月, 商集=4月, 公務白由集/2 

白. 労み者27パ・ その3白で, こを合してスると与クo白 

こなろ, この向にノ○○白のうがいがある.全白女。7o 白 他の 

品計数字からﾡして信ﾡをおく ヒ. 告局転未訓白教の合計がまちが 

つて\るのでないかと思われる。 しかし そのめ 一の 村勢 を知る 

うえから俵うならば、寒家4 55やがも時田 ノs夕町, 畑2=3町 

午均/白で口は田3ス与", 畑与などをﾡレていたっけである。 当時 

の 科の 生差額 を 摘記 する ヒオ2○表のようにほろ。

二の表てみると、 末表るはじめ.. 御やギﾡ、ﾡ業を自給しばがら 

大京 葉煙革. 林達物零の商品生逢を行っていた。二とにﾡ業白放 

の内容をみると自作ﾡ 82白, 自ﾡ小ﾡ 222月. 公作悪2s
となっていて、 のちにのべるように、 大面ﾡの地の 築中が e 

れ 表尻信の分解がかなり進行しでいたことを示しZいる。 このこ
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とから ーラ のがで 自合作物と して、 さこにとリ あびた木のﾡ品化 

が当然行われで いた し, 他うの極てはﾡ細なﾡ未小作ﾡ示が海左 し 

乙いで, 労物 力の供給合源を はしマいたのてははいかヒ 恩われる,

また上 久袋 のマンがンやアンナモンの 株 片あまリ 派わはかつ た

キ2 ○表 生産額調:( 明治 44年 )

を奈別 ﾡ 全 報 ハ
き
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石項ﾡ造は古く から行われで、明ﾡ中葉にさつて料新の不足か令 

一時おとろえたが、その後製ﾡ方法なつぼﾡからこﾡﾡに改ﾡ、燃 

料を石炭に去りかえたのて。 もりかえし, そのころ3○人程ﾡの労 

務者が立ち感いて村の室要達業 ヒ してﾡﾡし、地方的にﾡﾡをﾡめ 

2いた、

林業の雇史については, K 氏 の 話によ る と, 永年同に自かの 

山植林レた記祭ね保有し 乙いるヒのてビて あるが、 もいこYは資 

#を集めるﾡ会がなかつた。ﾡ治前 は大したことはなかつたよう 

てある、 調治初年の 逆ﾡ改正 て 林所 の 必肩 化 が促進 上 れた。 木ﾡの 

羽琴が急援に増加しﾡﾡ的はﾡ林が抜大 し で 未たの は日ﾡ鼓零の前 

臻からであったとい〜

調さ 28年. ・区の設ﾡにょ って部落有林ﾡ 233 町4えは学区 

戸財達 とレて 営理経営さるこ c になった・ 受に日電動争も時材価

高照し、 枝流によって 乗索方ﾡ への 出荷が増加 し急速ぼ展用 を 促

た。岬治3年「樹苗下付規則」の公布かあり、 明治43年は 

一林業ﾡ助規程」が制定されで 赤政上 から もﾡ林奨励政ﾡがど られ 

た。ﾡ接の県野村に界行造林が明ﾡ4○年代から実行されたこX は

元え へ の 連林熱を 更 に 高めたいわれていろ。 こうしマ明ﾡ44年 

当時には全村赤林のユ2ﾡにあたる 4○○町歩 ( 台 帳面 績)反バ公有林

○町歩の 人工ﾡ林地が現出 した。このような 人工福裁への ﾡ向は 

・岩中崇以ﾡ商品経済のﾡ展ヒヒもに. 農民 の 金解 が進み、伝永地 

主新喫の吉素的地主のあ興によつて、 森林が集中の 傾向を り 

材価の高ﾡに よって 森林が急ﾡ下根ﾡの対条ビ し て 表われたも のに

かなら六い。 たとえは袋並するようにﾡ林の先覚着 しては立志



伝中の人といわれる M. O. 氏は胡谷から大正にかけてﾡ木を切 

って癒逆を隻林地に転換して いったが、ﾡ害や不商地に対しでも毎 

年埼ﾡをくりかえし. 今～ &年にわたつ て基に不成領地を永丞した 

という不続の 努力 がﾡﾡと し て 伝え られて い る。

受に大正が, 年並びに肉京大ﾡ災当時は価が高博レて大重の 

株か行われて 崇索方商に輸送され本村の 頁全時べなを っく ったが同 

時にﾡ林己抜大 し て 用材林経ぎが支 配的に なつマいった。 大正/3

には部落有林野の整理命一を レて. 旧村有林22○町にﾡ行造林 

契をきびﾡ和2年より /○ヶ年に互り植林した。 こその直林の経退 

をそ るとスの通 てある、

オ2!表 環行与林のﾡﾡ

_ 、 8和2キ コ ノ/

-- - *

フ a 9 2 // 計

」カラ面福 %

・-・ ---- .. -• - - ・
245 ラ52 5sz 2<2 272

一***ャ**マ*ャ** ウ**ャ ャ*ャ** _2ee -'
■ ・

永 • 
2o8
---------1

二 の契行造は上 久袋 /. & 夕番地の赤林て俗に火打石沢 とﾡば

れ、 な村て も 有 数の ﾡ林の 直地で あリ、 大正/ち年?月2○日,当 

時のﾡ八票ﾡ事大塚 ﾡ殿 と ロ ﾡ村長全 子晴三郎ﾡ の間に公 有林 野 

恭行 堂林契送Ζがなざれた ものである。 契約の内容は次の 通りてある、

板予定ﾡ植 布柏

施成子定期間 

ベステ走ﾡ向 

牧 益 交 竹歩 合 

存続ﾡﾡ

昭句2年上 リ昭和8年に至る 7年向

昭和27年より 昭初58年に手る 2 同

/○ 今の o ・

昭知 2年4 月 ノ 日 よ 昭和与8年3月3 / 日に

• -39-
条 件

1 . 植表子定ﾡﾡはま行にﾡレ知事において受のﾡ民を加える こ 

と あるべさこと。

2 祖税予圭期同沢び代孫子定歯内は油ﾡ上の以暴により ま行に 

レ 多少を長ヌはﾡ落する む 町村に おいて異識なさこと。

3 . 町村において 林地塚ﾡの教ﾡ長行に付さ知事の造ﾡに従わこ 

るとさ はﾡは町村に り 必要 と 認 ある幸項を 施行 し、 その食用 

&町村より 依岐するも 異議なさ こと.

4 造林地の産物林取につき ﾡ向を 定めたる場合において町村がも 

の期同内に産物の株取をなさぶる とミは、その 雇•利を放素した 

るものヒ后倣さる 、こしみるも異議なきこと。

= 公ﾡ林野果行走林規則* /3条み現定に依り契約を降除したる 

と は町村はオ i 4条の規定による牧益の交付を愛く るの他果 

に対レ何季の ﾡ点の 請来せごるこヒ.

e 料来公有林野ﾡ行造林規則ヌは公有林野果行走林造行決たの 改 

正あるともは 町村片 こ れをﾡ守すべさ こヒ。

7 進林地にお左する 左来料ﾡ知ﾡの指走する 期向内に2を牧夫す 

べさこと、若し之を牧夫せごるヒきはﾡ素したるものと看体し 

界において 処分するし 興談だき ミ と.

s 公有林野果行造ﾡﾡ則オ/ 3 余に公る造林契的の解除若くは卑 

向満了の 株果は土地を原状に復する こどはく 込慶する ことある 

も町村において 異ﾡな夫こと.

る もちﾡ向
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景行ﾡ林地 の橘兄 ( 昭23年・月ﾡ左)

セ 木

字 名 ﾡ 福 スの 令 本 救

川 ロ 沢 上ス ラ,so4
_町_ -

才 22 oo
3.3.29 z 2 3の○の

椎 

定

25w0o

石

!

生 竹
・ 3.5○○ 4 6. d./8

杉 24 7ィ ooo

こ キ 3 ○ oce

大え沢
・ ラ$25

" 3 s。 6

5o ○ .○. ○o

32 42

杉 2z 2s/coe

ヒ ヽ 3z 3 oo

! 川 ロ沢 

1 ・ ヲ 今o3 6. o, ク ック

杉 22 ダ ラ 20

ヒ キ 25. 2/oce

才

・・ ミ
そ

26coo

/63 coo

合 計 222. / 6. /m 計 生 6 /e. ○2o

昭ﾡ初期にはﾡ家の不況とﾡ及のﾡ杯によ り 生産額は来退レﾡ林 

不振時代で あった。 日支事ﾡから大表ﾡ戦争の進展よつて森株組 

合が木林失出の 責仕 を 負わ されで過を ﾡ行こせた。ﾡ泉財産従の 

微集やﾡ地政ﾡの影響を受けて 敷泉優済の 山林吹入への依有凄か高

オ22表 年ﾡ別木材生産量

年を. 系 ギ ﾡ ネ
「夜施

j 2 ユ 9ee
石 

. 22

25 2. 227 < 夕

24 22. 27○ 名 2生○

28 3/ 3c と 2

2夕 23..S○ ク, seo

(雇ﾡ地ﾡ事務ﾡ)

まり、 立太の 株 土地ぐるみの を 

ﾡか大置に行われた。 こ の時朝に店 

森林が伐出業者ﾡﾡ業ﾡの 手にﾡり 

他 町村へ のﾡ勤 がス られたの で あ 

しか し ーカではﾡ価の高勝によ っ マ 

村民の赤林への認 請が 深め ゥ れ ﾡ 

餌に伐つてﾡえる」 という合運的る 

芝への 宣部か 喚起こ れた。

戦後にあける準林ﾡﾡの握将を掲ける ヒ 

ォコョ表 ﾡ後造ﾡ面績の握な

1 身 夕
ノ年 22= 2 5 -2•スぎ 今与 22 27 よ与 ユ2 ヨe 年

堂重べ 22 时 ラ今 よ ゼ タダ ノ 2/ ノ。 ク Pラ ?よ

要4画事 22 gT ひ/ < 2eノ 2P ☆よヲ 4e9 ク02 Poユ 9ee

昭紀 マ2年2 3おける卓林の 後ﾡはム本解ﾡの デとンレ 

め 求におひ 力、士れた か ら で あり コダ 耳以ﾡこ よ っ な不孝め 評 

消 * 学お造林 .ﾡ複転ﾡ〜 の系とLて ﾡ林か伸ひて 末合.

前にのた よ う 一報口村ﾡめ生造の基盤がﾡ業や 有ﾡ話券にあ 

フ をの介、戦後森林は 爾涯. 技の 巻成や 今年一回の不めﾡﾡ野ﾡ約 

な考えテ からﾡ却 Lて 合理的な経ﾡ た すす もっ ヒいラﾡさが強くあ 

らわち こっして植ﾡか鞍検盛んをっ合. 単検の経ﾡ的ﾡ 

か山叔存せなる を得なく なて 具叙 に技林意楸 加馭上っ  N 末合か 

らてるる ﾡﾡヒしての植林がﾡﾡししての太林に前握Lた 二め 

= とは一ては育林通逐の暴約に注目されるよっ をっ合. ﾡ 

全くﾡみられをかっ合ﾡ育向付なと りあけられ、 もヒも=には 

店A木の知かが株ﾡ可能となった理由 巨 も よる な、年般求量の どﾡ 

を占めるよう 口をった 材食 向上の ための表打ヤﾡ代か ヒリ(ら

合 経ﾡ株件の 化もょ る か戦像の ﾡうが地万事務所の ﾡ数者噂 

のカロまっ ヒ=ろ大さく 二とヒ番ヌﾡのうよつて未林ﾡ合を 

通じて 実地指ﾡが くり かえされた結果による こ とか多い といわれて 

いる ヌ赤林有 着め若 い 層 の 同 ヒ林業技術研究戾ホ、設立さ 九て 技 

ﾡの講者* た星地→の現系が大=な力 をあたえた事おるとﾡう
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加ﾡボ部老有ﾡ産整理ﾡ一系

上右ﾡ加素村ﾡ落有ﾡﾡ はﾡ方よ区教置当時より学ロ有 

基本ﾡﾡ として 官理そ客を島 し名学区ヒも え九か消ﾡの 表をﾡい 

さるもの なヒ e 世ﾡのﾡ震 に値み裂学区ﾡの徹ﾡを押 して 本 

ぶ自谷ﾡ及をきるを主認ヒ し本寒によ り 登理す るもめとす

ォノ 学区

/ 左記ﾡﾡ無桜株ﾡを以てえを村ﾡﾡするものとす

さ 字 子 • 地 各 皿. 巨 画 ﾡ

野 尻 台 ラョ/ 回
z

山 林 ク 224

--____ フョ ・2ユ
_________________

w オノ 孝区ﾡてﾡ著ﾡせる基本金/ラ <ヨ4H<8うく大 

正ノマ年く司ノ 日現在 して え小料ス 大正ノ 年及の横 

金並同年ど月以ﾡの利子の加算を琴す) は左認の面り加ﾡ単 

松、の歌備ﾡにﾡ当する株を以てえを村状供する ものヒカ 

但坂備長口不アをﾡじた る場合は大正ノラ 拝度め門数訓ﾡ担察 

口ﾡじﾡ求の学区民殊てえがﾡの義務あるものとす

ﾡ杯口対する設備の統ﾡ

イ ・2室 CﾡL もﾡよ ○坪 ) の新泰

こ、 受の支張 約ノス今該歩の板張並に埋立

フ 久本学区

・大 子 手 地 ﾡ セ 目 堀 考

上ベ 本 川 ロ ﾡ 35☆ 山 広 sseP

生 所r ヨs2c 々 <

ク 天連沢 ラー * o。 o。 ○

ク ss ・* ララ/<P

1 ビ d。 oeo

計
マコeイ<さ-

フ 左記置は認落民の使成せる 株逆なる を以て左証の株件を付 

Lﾡ係都発長 に地上次を歌夫 し 土地はﾡ徴を以て村ﾡﾡする e 

のしす

株、 件

木 子 字 理 ﾡ 地 百 面 ﾡ 備 ち

上ス本 <よダョ 山 林 oee
ク 石 裂 ラよ 不 野 Pa-2

3t /ペ す

) 地上叔の目的 樹木を所有育放の場便用するものとす

a) 地上次②存続ﾡ同 大正マ坪ノ2月ヨノ日ﾡリ

) 地べ ﾡ料

勿 地上ﾡ者、 ﾡ絵の通リC調査の上々ﾡす)

Y 左託極許はオス 当区有林野み 管理そ署 ス、下並ﾡ林寒ク点 

係区氏の投入 L台る落ﾡのべゲ ヒ とて えれをﾡ塔民殺浸するも 

レす
/ 左引画許は無情無株 をて えを村振族する ものヒす
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大 字 字 地 番 地 百 ﾡ 績 ﾡ 考

上ス4 <ククよ ◇ / クっ&A

ク ノノ <クzPo2 <ざe
当令 <タダー •ノ Pマ ao夕

〃 小 * 系 マ ◇e ・・ /夕 eec e

大 セ 3引◇7 /ダイ カ/歹

大ぬ系 山 林 イン<タe / _____ __」
大ス ママ" 

_____
孫 野 コダタ ～/2

計 ざ夕 ◇/2

大エ/ ヨ坪ノ月/ク日

ミ 翌 ほ 地 堂 地 目 画 ﾡ 備 考

上ス4 ダタ そ 地 ユ«坪

オ長 金子請三郎

委昌 石) ﾡ外74人

2. 林ﾡの刃ジ

< オ 区に派て状※竜績せる基本金夕 よダ円今父C六工/ョ

/ 月受在局 に Lて え水 口曜用金納 子/e。 円加ﾡを琴す )は 左 

記の 眞り石 致学ﾡめﾡ備 ﾡ口ﾡ当する 株件 を以て えを村日 族寸 

る もの とす ﾡ本ﾡ備ﾡ不受を じたろ場合は大工/ 引年及の 

テ 数考) 当 ﾡ担塚 ﾡいﾡ まの 学区民ﾡてえれが ﾡ担の お る 

ものヒす.

石烈学校に対する設堀のﾡ意 [

イ 本青怪宅の新業 

ロ、 致ﾡの改ﾡス修ﾡ 

. 敷地の扱張、C坪数は調査の上央受す るコヒ)

2 大正/。戻がてﾡ用せる基本企タ2。。円也は全替学なﾡ 

ﾡの身め核用 し合るもめをる を以て それが戻入を解ﾡする もめ ヒ 

す

< 左記ﾡ は戻有ﾡ ノﾡヒ Lて 大字上 久おの 有 属 L ﾡ格社 

ﾡ神社の内をる をて えを同ﾡ社寄ﾡす るもの しす

村考妥ﾡに よる と山林面績は 台てマクク/町す をしめ 縦標

メ 之PH歩 のダPダ あたる こを認和 7 年調査の京林区現え 

表 よるヒ :

オ ﾡ、林ﾡﾡﾡ Cﾡ和2) 渓測ﾡ減よる

施 ズ 知 取 地
...... き計.........

%

1 針 
業

! 樹

公有林
町 

二e

^ '

a

-?. と シ三 ラ ョよフ

コ92 ラ ラダラ ララ ュ < ラ よく

有林 夕ど -- 22

払有 本 クク ククノコ ノ2ダラス

+ ク2 / <2～よ2よ ラダ%

合

計

公有林 z ニ2 // 2o フク。 ダ

私有杯 ラ <ョタョラ 2ユ ー ダ 今よ

r ラ ☆PケナP メ デ そダー ラ Pる ヲ< /2e?%

この衣でみろ ヒ, 色ﾡとﾡ測ﾡﾡヨタニ2町ﾡにでは*/ ダみくクひ 

がある ﾡ地行くﾡ>の差が着 L (

ﾡ物帯上で は 躁蹄儿郡 に 潟 とzあり、 一ﾡはﾡ師わホかヒァ マ 

ッの 莫 在す るﾡ太林と 大哲分はスキ,= ノ キを主ヒする人 工林てﾡわ 

れて(る. ﾡ、林、ﾡﾡは、隣様町村比戦する と 大さ 4 ﾡ一ﾡを示し
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こ(;る. ノ田T当り につ t)て とﾡす る と 太林で放置する よりも か小に有ﾡであろ ヒ( 計ﾡに ちしくも

- 2次 場展町村ター/ 数'？ 本C
百T有 る 大泊 舌大ず 商 ﾡ

-BT当平を核 ョつ石 フタo 92

比 军 o < ク今 ク今
—

/ こ三リノ
:こ 珠

ラP ～お

で友 当で 比軟す る と次の ようてある

Cﾡ地方率ﾡﾡ査)

ま た林者ﾡを 荷ﾡ別 にみるヒ

/2○の
こ ウ 表で 生長電 はスキの方か 

2悟て原知グ今ﾡ なつマ 

いる. スキの堂林賞育責を 

控除 しz もスキ人 エ ヒ打り

I 植 那 石当単価
価 牆 |

--

ﾡ太2○年生
____- __

ラ○石 >ee F 円1
ス中 〜・生 

座中2本ﾡ) / 石 <3o2 。。。
< - .

ﾡ 領 /ar当1a
| * 2eョ町 /。 cグ

石 
一/ /Pの ec% 3よ7万

ス 主 2 /<4 ゴ/ イラジ /ダ/ 2<

ヒノキ <フユ // 2マパ ☆◇7 さ- マ

マ ツ s / - / 2 ウ25一

のクラ / — ク〜 — アダ«

モ ミ / — P 一 ぶP _
計 : フノラタ / 3ク ク sse

フス千 ク — 3< —

サ・ ・ッ メ2<P ララ Pc

計. < ニクZ ヲ ク ・スク 2 2

か小 えた万かかに有である ヒいっ単絶を計草もヒっく. マの 

植林は最の パ ルプ ﾡ木のﾡて注目さ れて ( るが>夕 評渡々とcと本

。ﾡ eeo本を植ﾡ=れ台経ﾡにす*ない. 用 持抗へ の 転狭は 

平担地よ リ) もﾡ地のヶない 実の評ﾡ句う 経増 Lz (,るのはﾡ地

経山林が六面標所有着にﾡ中的である こ ヒ 林野の 料 用 がﾡ紫 とか 

さり禄を ﾡ係を もっているつヒ を示す も の と思われ情徴的であ る 

= の おのﾡ有形ﾡをみ る ヒ国有ﾡがﾡ無でわ中か、に旧お有林、コz。 

西歩があ る 外はA部私有林である 払有林め今ﾡ別面ﾡをみ ると針

r ﾡん工林て は状ﾡ地が2 3 町Tうで次の よっを 今級配置を しマ (

cﾡア認査. 除地を除 () だ旋業地②み)

二.表によると業樹ﾡめ割合が全体のどク みを Lめる人工林て:め 

っちス ヤが 今 ダをしめcいる これは 家 土ﾡと も スキの生 

ﾡ にめぐま tて そウ生長幸がたか! ため, ス〒の 人工ﾡが支部部 

乙あるからで 中暖上の不ﾡ地ヒノキ, マを植林した。由 共 

人工球面ﾡの大=い率はﾡ とLて ﾡ炭林の竹株面地口おけマ人 

工埴裁. ﾡ役 も 用宝林、の 転換ホ喉着た卷あ九を結果であろ, 板乂 

林は昭知27 蔵現在て タ3% に縮少•しち このコ ヒは前口の"e 

よ っ に ﾡの指ﾡ大= <作用 L た結景に も よるか 針+素樹の方力 未

オフマ表 人工級別面績
〜〜〜・* -

今 ﾡ 代栄ﾡ地 I I IV v W 証 UL x x 計

a本
マョ町 * 二/ク /Pク & 22 /ラダー シ广 43 <e

町T 
ダダ

--- -

比 零 / O 222 タク スタ /久 ヲ イよ < よ <Z /ecx

令
級
别
面
環
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すな力ち戦房中おける週 ととか も戦時中 と い えビもか小な りﾡ地 

造林か行われて末たﾡか示にれて ( る 未ﾡ立地がコョ町歩止ま

て 0る=とかﾡ目る 戦後のﾡ林が不ﾡ台行われた= とは 

前にのべた。

地面 内森林有着のﾡ層 別有巻故を示すと,

系林ﾡ有為ﾡ督区分

区 <スまﾡ <受～/田 /Tへ今町 ダ～ク町 /°° T t

人 * 2/。 人 //2 /ダク ピ/ ク ス 力4

比 こ5る /Pよ ニイラ 22 /。 ユ2 23 /。 e %

面 横 ラz 西 ダe 3 心歩 ～よ2P ラ/ 22Z ヨタコユ
-- ・・

L 2z 財 フス スよ <ダ 名/ 2 « /22 2 %

この衣でみる と今町未ﾡ層はﾡ有者数にあ(てよ22% 面欲に( 

ては 9 ※である 戦時中め義ﾡ株でﾡ正堀以上の面ﾡか少 

くをって い るのでﾡﾡ経送は 2e 町T以上の規ﾡでﾡ いとﾡﾡ炊入が 

得 らない ヒ "わ て 0)る. かりヒ2e 町T以、上眉を とるヒ その人数 

は豺内で2分人,村4で ク くき計ヨダ人て全村ア救の ダダ 口相当する 

要ﾡ林済有者の祭ﾡをま とく兄るため. ノ 町T歩以上層の殆人 ヒ 

合部を包合 している 称林組合ﾡつ いマ村内, お外のﾡ有 者 の 割合 

を と らて みるヒ

者つマ ﾡ地の経ﾡ規模と

オ22 表 孫林所有 着 め 村内 外ﾡ 人 戻 2e 町T歩下の層 位町村の
村四有者 村み有着 計

返二-ノ町 メ2く 2< 所有者か比歌的多く これら

/ 空c 今可 /2 ラ2 タマ

今町〜e ﾡ e ノノ の 済有 者 は 旧ﾡ辺市 r最 も多
e 西～22 町 3e 子

ユゃ呼へ○町 子 乙 く 票野町甲都 ・ 今可日 光 葛出
ダ町 /ec 町 全 2
ee町T以 上 2 2 町にﾡ在している 有内ﾡ有

計 ラ3よ よ7 ララ

の項係を予にﾡする と

才○浪 耕地麻械の 相 肉

S事ず--イ壁 研壇L 3交ま ヌ〜ノ町 /Hヘく分ロT メダ町へ 2町 23町T t

計 女 $ 22 << 2 フ<

/e。 町T上 / - / 一 一 マ

/oﾡ ～ ダc マ - -- - / N — 一 う

今で町～ 2e 2 一ノ一 フ 三 コ 夕

フ○町T 〜/◇ ヲ - / // ク 一 3o

eeT〜 今町 /
二

コ ノ十 < 32

チ町〜 /aT ら s 、 二 / 5 * - s

ロ～ス 2 之 __ 5- /女 - 二 
________

4女

及地ﾡは山持であるという二 とば多 くの村調査の場合口見ら 

る事ﾡであ り, まえのたょ うこのおかいて も農地改ﾡボ ヒ 

はそのょ うなこヒが正しかったと起われる 経常耕地しのﾡ係でジ 

るヒ前 衣てつ か む コ とかでキ る の は炭業経常か ダス〜 ノ 町今 友層 C 

泉中 Lて いろ二 ヒ 及ひ、、森ﾡの 為 規ﾡ とﾡ業経巻事 の向ば組立 

の 際係立っで いるこヒを示している. 但しコ ればﾡ林組合買つ 

Lマ述 たが浸業のﾡ況る のべさよう 口村一般の ﾡ料ヒe 一致する 

この村のﾡ林樹ﾡは針葉樹しLてはスギ: ヒノキ、アカマ ッ サワ 

ラ な業樹てはクスキであるつとはさモにの→合. 地度か古生層で 

ス キの生育 2最 も適し2? 夏て は 振林本ﾡスキ 4«メ=>キ s- 

ダをしめている 中ﾡ以上あ乾県地帯口 ヒ ノ キか植えらる ス キ 

の 生長の ﾡんなつヒ はﾡ輸中 が過大 となる結 果坂な ヒLては不句さ 

て 角 /遛性おを 百標ヒLた ﾡか古 く か ら盛人て あった. *Lマス 

* を 王体 と した人工林面績は図ﾡ ユク年おいて どz 受を占めzい
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林用 のﾡ木はﾡ合西代は地えで意成Lていた かその後交強かい 

ら て他町科や坂城系から大重購入す るよう 口なっ 合. 戦前 e 名 

内み外の 生意者取扱米着かあっ a.

親権は 糸林ﾡ合か幼 ﾡみ山 出首木をーキ買入て命峯者 口配給 

しzt)る 例えは昭和ユタ年戻あ(て. 山番木のク2。本くス 

キ、/イス/eと本 ヒノキタPクe○本クヌキ, ハンノキ.サハラ、アカマッ/2よce不) は

内 て産こ 丸 ち / 22と本 C スキ、チフ クユ。本.ヒキ 2お32e本 ) 茨

木ﾡ下の栄者か らの購入 スキ、z2 ee。 本 ﾡ部/ラ今 よよe 不 は 県株麦 

か ら 入今 している

ヌョノ浪 苗太め価ﾡ 幼苗は県苗画から組合が

計フクz よよ。 本 をﾡ> と7有内 ユど名 つ払下白。ﾡ画経き は組合て

獲 別 仕入価格 一括罠入丸お肉業者スル

2ス4 4 戸 ﾡ柔ﾡ成の布望着口配給

スキ・ 2 ス H 3o

して床替管理し山行窗木
スす よc < 3e

2 3 <2 , <e とLて 買上る マ?年

=キ フス ダ2 夕2 辰 は果 宙 固か ら スキなョ

ヨoc本 ヒ/キ クワ ダーと本
ノス4寸 エョク 3ク2

指噂する

硫酸鋼の 熙賓 反付, 幼ﾡ京省時舎の指ﾡ 消毒の個味指尊, 負り 

ﾡ長所止の ための根切 り華君を行い送督スひﾡﾡ は立会の っ え . 

翼上ずゑ.

ﾡﾡ木数は 現在 > *e。 本から cee本 が標ﾡ となつマいる 以前 は 

ﾡ植て フ eee おからっ s2e 本てあっ た がも野地方 その他の ﾡ索 よ

マ ﾡ植のﾡﾡを っ け名か現在ては 大苗主ﾡて政植も いで き 力,

-5一

番木はヨ 生て大普な好まれる 価故なら は下刈の画数をﾡ約でも 

る と. ﾡ革圧倒さてボれる古そがないからである 下刈 

/目2年～ 今行っ かﾡはャ/目のT刈を年ユ2回 時争をテめ 

てど月中 旬スな 月 以ﾡ上行 う小ﾡ が あ る.

桜打「は戦後はじめて、行わるよっなった. た量地のﾡ案で熟城 

さ水た-ヒゃ ヤった場合ヒやらをい 場合て は経清的 非常 に 大モ 

をちがいかある- とな認識された結果で8る 従来古走の 見解では 

ﾡ打をす ると校け飾が末る とﾡい込まれた二と も古く水た示固め 

_てあた。

までは クー よ 年頃か ら徹意的行わて ・ る, 戦後 の傾向 は 周伐 

「一:つい N もいわたる. 向ﾡﾡ水小径木ても絡掛材ヒLて大証にﾡﾡ 

これる よ っ 2をっち. 最は組合な山形県経ﾡ速 ヒ契約Lて今 万本 

を 許灰 し長さ フズ 4すえロ 寸赤ロ ノ 寸の小大をﾡ催長ノ本 コの円 

て調いヒった. 同べのﾡ術は現ﾡめヒニろ果の指3よるので、 村 

夕炳包 を もってい な(し ヌ 商代 は税金向類ヒか ら へて彼ん株用 こ 

れるようにをっち. 二の村の付株量の ど割は商材ヒ (rわえて0る 

字べは。年前後次普通である ﾡ正ﾡ今はスキク 年=ノ キダ 

2年7カマョ4ﾡ ﾡ炭雑太林2/年とをってハる. 電ﾡ林は 

ロ よet～/eert長さ$sっ. .どw、 クmれの小電ﾡのﾡ奪か多く42 

以下てお状七れる 立木は地えﾡ出業着&工業者めほか多 く 

は直 ﾡﾡ恐業着に 販売さるかこのﾡは後に 述 る。

ﾡ金別 に仕歌す る ヒ 電ﾡ林ョ割 ﾡ材 今ﾡ杯材 ノﾡCク 寸以、上 ) 製

材 / である



第2部

_ ・
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ア6ﾡ 林兼に及ぼすﾡ兼条件キの検討 "ヘ ・へ、・ ・ J.ハ

/ 土地逢業とLての林業をみる上おいて その 

支柱となるﾡ芸の替ﾡを検替する- としょう. これP よってお 

のﾡ点がよ (よ く把ﾡ出末る -ヒなるし考えるからである

まず おの点林有の性格を知る島ﾡ地改草を中ヒして検ﾡ 

を加え合. 土地有 に 基ﾡを 置 くﾡ業ﾡ件が解明こ れるコとPょっ 

て 土地利用としてのﾡ林業の関係がﾡ者されるわけであるし 3 
れか材の都発構成ﾡ Lて も一つの味を提供する こ とをる

口 林雪水存ﾡの高い歳業を巻の状終ヒ 散業生ﾡの株州ヒし 

ての市場ﾡをﾡ協についてﾡめ、森林組合ヒ対比的なﾡ合造勤の 

一端にふれて みさ.

2. ﾡ家月数に経きﾡ '

ャ4ﾡに述べたﾡﾡを補足する起味で, 限られた呉料で許さる 

名度バたにおいて製家構域をも 少し貝るこYにしよう、

オョ2浪 経耕地ﾡﾡ・ﾡ系ア数・ﾡ家人口

\、項

ぺ
経客 耕地ﾡ績 歳みア数及びﾡﾡヘロ ノF当経区対地画績

「田 ツ畑 畑計 P 数 人 ロ /ナ当ハ人ロ 田 X田 田 計

ハ ブ
H治4学 /タア

マ スデ 3 み 3す 2 西 .

昭知4 /P&/ 〜タ2 44マ ョター 3よ スよ ご2 Jム 7

昭知マ4単 ヨよ 2ラス 夕さRo </ マ分クノ 3ク そ 32 タク

/) 上ﾡﾡ郡加際村郷士ﾡ(明迫女く)

> 加ﾡ、ﾡ土読く昭細7ﾡ) 3)力□献村勢受覧(昭わ28年)

ョ 表に 現われ る表処についマは、ﾡにォ4章で 簡単 に ふ れて
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あいちが 経送地商績, 歳ﾡア数及かﾡ染人ロの推ﾡはﾡとて固 

ノ

寒的 ときつて よい よ っ てあ る. 群細なデータ ー対類いので多ヶ大ま 

公な親ﾡ なるな、コの目 で说犯。 耳 に現无 九 ろ ノ戸当り 経営面袋 

の増加は 大正未ﾡから昭ﾡ→かけてﾡﾡ工業地常 を中とするエ 

業ﾡ係へのﾡ着な人口流出起因する bの と考えられる.

ﾡ業系業ﾡﾡ烈数をみる ヒ. 函知今ﾡに はﾡ条数メョテ のうち 

シ=タテくユノヴが専業で, 系はクイ テC<?rす老をかっ合く 

ﾡ料め不備でヌーﾡ, ﾡ二ﾡの区頭はﾡとLをい)早/ 昭知コさ 

年の世永ﾡ業センサス結ﾡによれは; ﾡ家数2<ィアのうち 業 

は ノタ タ戸イ 4ヨ 4%) F意じており. 私業はォー植兼業ノよア 

Cz4 %) 才=雀ﾡ業 ノed テ Cユ/P※)と増Lて いる C オョ 

表)

ﾡョ3表 経営 規ﾡ 冠 書 業ﾡ ﾡ ﾡ ﾡ数

ヽ、7 ごス r
ﾡ丁
〜/今回T

今〒 
つ町 三【=町 町以上 計

するピ手

及み数 ”尹 给戸 テ フュマデ N2戸 〃チ oado

至 英 イ 2 < マ <ーー 22 e P9 ユヨー

ア嫗糕 ヨ フフ e 22 < F
,一

そ

をく 2 マク / e /2e P

<昭和フ分ﾡせ系ﾡ業セ ンサス)

このよう な激しい 兼業化のイ喚向は, ﾡに述べたﾡりﾡ経済の危 

ﾡな冷を よってめ られ合もの ヒ考えられる

ﾡ条門数を受経啓栽模和みる ヒオョ= 表のよう ヒ ノロ〜ざ町 

層が最も多く ノス4ァくマスどダ)をﾡめ、 次いて今及〜ノ町ﾡがノコ 

チ C2乙ク%)で両者合せて皇体の 久ョダを占める z現在の

Cﾡ/) ﾡ紅クﾡ 加ﾡ、郷士る 

加ﾡのﾡ業は こ の ス～ /今町盾をギ とLて及南こて いること 

Pをる

ャラス表 経皆/横别農家敖 ( 比率)

( 昭紅2今ﾡ せ ﾡﾡ栄センサスよ I) 成)

ヨ&未道 3み、ス ジe部 a ス町
二2町

受ッニ」 計

・回(を認2» N” < </ ミe 2< /oo

7 素 ョ よ 7 ユスく マ 32
っ。-1

/2a 2

こ でﾡ目 しちいのは加ﾡﾡ業を 1 ー ドするノ町へ く今町督の比 

資か 全国 Cﾡ武を除く)の/4 %を鑑かに上選る 2よ%を示 しzい 

るこヒである Cォラ4表). 全回ではジターノ町ﾡが最も多くヨヨ%, 

次いで 3及太ﾡのﾡ細ﾡが続いているが 本村ではノ 町へ くさ町ﾡ 

を中ヒLて上層 下層から盛り上全形ヒなつている. 中看ヒ 

細ﾡへ公する全国的なﾡﾡヒは、天リ むしろ両ﾡからのキ 

歳型への果中傾句か記め られる しきってよいであるう.

また, 当べのこしながら専業ﾡ家は/H〜ノ今町倉口に多く ォー 

復兼業な, 反ヘ 乂ク附層 に, 才=植系業はラ反未満のﾡ細層にﾡも 

多 く 現わる.

3.敷地改ﾡの影書

次土地有のﾡを息地改ﾡを中 ヒ Lマ検討 してみよう.

昭知2のﾡ地セ〜 サスよ ば、 歳地改革前 おいては村の 

の料地面績 クョP 町T歩の う ちﾡ付地か J岡歩 C=P %)で 自 

4地孥は/./% で あつ 簷 貸付地、 自作地み比辛がほ"半して 

い た合風 C内地) 平均 と比ﾡする ヒ. 自作地率は、高いﾡ値を示
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Lてい合。 といっこヒはﾡ 民ﾡの分解が比戦的星人でいをかったヒ 

きえる かもﾡれな い. ﾡ地該革によつて貸付地の うち/◇4町サか 

解放の対象とをﾡ村地条は〜ク町T歩 aクみ意 包作地率は 

よ2ョダ 上 L 合。

ラ表 ﾡ地該革前後のﾡ付者教系かﾡ付ﾡﾡ

(と内さ ノ人当 り 画ボ)

く曜知 20 号 後地センサ スよる)

N ラス未満 ラZ～ダ 友 <Ζ〜ノ 町T ノ町今町 くダモ、ユ田T 非及 深 計

鮪豌讓 剣画模 擲施旗 意 ﾡ付 
道数

該 
茎 
動

く み ノ ススる 2 28e <A 22と 今 ズか _5 岑 イ ィダ2一

Ce) c/ク) cs) c> cze)

改

後

ん シ、よ ノ2 <P 3 イフ シク <一 — つ2
- 
2

り cS2) czさ) «クム) C4) s小

杉 

ﾡ

/ラスラ $Saz /ラ 一 イos7s

〃ハ <3o) Cマc C2e> cよよ) ク

オ ラ 今表はﾡ業経常規模別 みだ ﾡ付 者数及び賃付面績の ﾡ化て 

あるが、これよる ヒ本村あいては不耕地がノ人もなかっ合 

コ ヒ ﾡ村地はﾡヶ L 合 な供付地主数はノョヨ 人 なノコ 人口をっ 

た 台けで殆 人 ビ没の な かつ 合 二 とが知 らる

要にその内容をみ水ば ﾡ地改革ﾡ後をﾡじて ﾡ付地主教はノ町

く 今町層 ヒ ・ス～/ 町ﾡ に最も多 くﾡ中 とて い るが ノ ヘ当 り の 

解放ﾡ績ではノ町〜<◆町層ヒ ヨア〜#及盾が最も大ﾡい。 このよ 

っヒ ・ス～今ス ヒいッ 小経営規ﾡの地主ﾡが最も太い ﾡ地を解政し 

さヒいう こヒは, -ﾡﾡ業経営以父め性格を持っ負地の炭業から 

の後ﾡを物開る もので あろっ
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ョど表 ﾡ地政ﾡ前後の 包小作那ﾡ家ﾡのﾡ係

ヽヽ 後
ﾡ、

改革後ゥ台入 司

色 作 包 小 作 小台 作 小 限 黔

須義 ラ 一

負 杯 ヲ /mm / ヨク

自 小 侬 < s /

小 ﾡ 作 ざよ ノノ /ラ

小2ハ、 作
ク *o <

ﾡ軍雨ﾡ系て 
なかつだもの < < -

計 < 2 s <

C昭紅歳地セ ンサス)

該ﾡﾡ後の自 小作別ﾡ家数の 関係を 示したものが才 3表であるが 

こに よるヒ 自層 は該革前の ノョクテ く-s 4%) から 2ざよ»(&ょあ) 

と約2居に増 Lてい る 次いて、台小層がよ アCS<%)から 

な*ァくユノ) とこれも約2ﾡに危増 当然の結乗をがら人含々 

小作層半数以、下に減ヶしさ. メ改ﾡよって 自依化 Lたノョ*テ 

のうちわけはﾡ人作層が最も多く、 次いてム旬) 小作倉の順な 

っている 改ﾡ前小作督合ったもののみについてきえば 上倉へ転 

仙 し得た も ee3 アのっち負 小作督へか受も多 く e ア を数え 台 

作 小旬作層 →の転化はﾡ着ﾡ様を比ﾡを示して いる しか しをむ

メ2 の小作ﾡが残っ ちと いっつ しは 白衣層 が、比較的他 II 率を

オョ7表 ﾡ地改革ﾡ後の 自小別ﾡ家比率
く ) 内 改華前

_-- 負 依 負 小作 小、自依 小 K 計

イ ブ
く名<)

子み 
くユ )

ラ
4)

ラ 
(2a9)

ス乙 
くヨ.Z ) く/242〕

ﾡ本気 ラ

C4)
客浜
25)

ラ/
Qク )

分夕
U? 2 2 )

よ
Cヨマ )

っ22
c o o)

全国(地)
ラ /

C名)

マスー
く・2名 )

S | ク 1 < 1! クP
く222)L.CPタノ_ L.ジ全)_止__S<229)_ 
く昭ﾡスみ耳ﾡ地センサスま 成)



-58-

云すこヒ と相ﾡ→て 本おあける階層構成の-っの特食をを Lて 

いるとﾡわれる (オラク表).

— 終戦後の経客田畑面領増惑ﾡ系ﾡ

増北面績

A 増加面績ﾡ筑別ﾡ家数

1 —
ノ受本遠 ノ及～ユス s及～〜項 ◇みー今 ス ろク次 みoa7 計J1

j . 3スス適
オデ ラ声 戸 Ζ テ

デ 戸
一一

: ぎ
! =→

ラタ～ 今 次 / ラ / ..ゴ

?専 
i 週 S夏～ /西 少 / • マ / / ラョ

ク /ロア〜/今町T ノ 2 / /

シ <の町 ヲ $

巴

ラ z < ノ / バ

B 海"面積な放副農象数

、

一

滝ヶ面積

/ﾡ本満 タ～っス 2 ラみス スへス 今及～7ス ス～ス○町 时

4 , ラ 2 于' 至
ア 

ノニ
ア ア 戸 -- ﾡ

/2
一 3ー 
二 $ Z /e

/e .. 2 / 2
喜二 /o s

一 
マ

三 ノースo よ / / ラ /

己 :
キ : ック 2 / フ

3 今ク ニク 2 2 / ・ “一〕
......... ,

(昭メﾡ地セ ンサス)

穀談経営視模を拡大及 厶、縮ウ L あ農家数なr mg 表の電で ある 

マ経ﾡﾡ意をﾡヶ L 合意家数の多 いニヒは 「ﾡ地改革口ょ る経

・補験のﾡ組4」ヒー報口言あれる重りてある. 終戦後経営面ﾡを 

ﾡyし た 件 Cこめっち ﾡ地改革 よるものはどど件) のう ちわ
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けは

■作地を地主に返鹽. して ...................... <5件

終戦ﾡ田畑で なく なっち為 .................  ・件

ヌ借り Lていち』作地を返還して ............... フ件

そ の地...................................................... ノノ件

となってい る, ーカ増加の理由 ヒLマはノ件 (ﾡ地改ﾡに よるも 

めノノ件)のうち

貲村地の返曼を货けて................... コタ件

繰戦後新 L く 他か ら 借入合 ................ ノタ 杵

その他.......................... ....... :.............. 件

が内ﾡである

上からﾡされる ことヒしては, 経営ﾡﾡ減ケの形が地自体 

の戦牲にあいて現われたいいっコ ヒ ﾡ地改革の蓮本的性ﾡを示 

とているところの 土地は自年ﾡヒLて 見込みのある ものへヒu 
名精神か ら 貧境あ 土地か上層の農家のキに移っち= ヒ, い は登に, 

■ケーレの 大き いﾡ家の土地が比軟的経営規ﾡの小さい意家と移つ

二 と専が考えられるかが 詳細を調査結環を持台ぬわ水わとLて 

は これ口対する 断足 は避けぬ は、な らを い.

また, 本太あいマは山村の一ﾡ的を爆ﾡしして大歳地地主即大 

森林有着という型が多く. 解放面積/e4 町歩のうち本ぁ、有4。 

町T歩以上の地主み人で < 今町ﾡのﾡ地を解放 とて い る 先ヒ述た 

よ っを農地地主の数か改革前後にあいて殆 人ビﾡルがをかっ4 とu 
うコヒヒ ﾡﾡ、ﾡ有み地主が多かったヒ いうこ とが後式す るようを 

地王 勢力の残存をﾡ書=する



-60-

尋するﾡ地政革は 素の炭業 も 自イﾡ創設の一の形は示 

Lをくオョく表. オラク表)。 Lかしこのこヒは平場の歳村の多く 

な示すようを自ﾡのﾡ核的を増加てはをかった L, 小作ﾡの恭費 

ﾡﾡヶてもをかつたのである

永田面績の少い 山村あ り がちを例ヒ Lて. ﾡ地改革前にあける 

本村の小作料が坂ﾡ量のヒもﾡせんヒするﾡ率であったヒい う = 

ヒは2)改革後日地主ヒ日ム人向山株納 用 その他を め ぐ マー 

ﾡに対立ﾡ係を生せしめち ようである Sﾡヲ)

このよう 解決し得をい向類は残って い るか何 Lてもﾡ地改 

準 は 本おのﾡ き壻 にﾡまれな かつ た 山 村の 小作ﾡ を 小作料の煙 ﾡ 

から解放した臭において, ヒヌ 小作料にﾡﾡし得をくをつた地 

主階級の眼を山林経営向け=せ, そが単なるﾡﾡ本ヒ Lてめ合 

在から経ﾡ林 ヒ Lて の治用に転する明快を契おを与え台ﾡにあいて 

特ﾡ義があつたしきわをけばをらをい。

C2昭知 ク の 際郷土ﾡに よれは 南部にあいそは 3～ヌ今依中認で"はス今へ 3 依 

イ料なっている. わわれの現取調査のﾡても. 中 師 口ホいて. 反败当俵のラち 

3感といラ例があった. ﾡ地改ﾡﾡ未ﾡそ琴上まると全国均が3クゐ, ﾡ東区か☆。?%と 

なマいるが.こよって も 本村の 卜料が女行丁 寄辛て あ った かヒIラニ ヒ 

かわかるて あろう、

(ﾡ3:ﾡえは:わわれの調ﾡて・スのようなﾡがあっ合. ﾡ地改革よつマ ノ○苗ば 

く◇ﾡ地を解ﾡLち地主C大森林有巻) と 引人の地主から ノ田T2友く水田ど反 
今を.畑 今烈ダセ)の解政をうけたル人 ヒめ ﾡ係である. こめ地主から解改を 

ラたのはど友く水田2烈今セ、ヨ及セ)であっちか 状ﾡ作 していた水田ヒ 
・ 土のﾡ作し乙いた水田の交ﾡを地主側の強琴に よって余体を くされ合. 

• *裸した水田か生差にあいてっているでヒはきラまで、もない。向類はそれ合、 

け上まらす 今までﾡわせていた林野の ﾡ素を ﾡわせ ないとoテ向ﾡﾡし 
合.ﾡ野を全く所有せす 大の炊が大なゲビヒト をちめる このﾡ系は、ﾡ素なし 

では方原生ﾡ 文障をﾡすゅてかなり権ﾡ Lた よ うであ る.仕ラかないのて、ﾡ在は他め森 
本ﾡ有ﾡの落葉をﾡわせマもらってい る ヒいう.ハそLて現在大力2○○のﾡﾡﾡいめ代事 

は女へ今日の称本あ植未ゼである. こ②今日 ②労か島いヒか字いヒかき ラ ニヒは向爆で, 

をくこれほビﾡなき素ヒい ラ ものの性格め陰に旧来め地主ル人ﾡﾡがﾡ ごれる 

のではないか,ヒいうラでヒ向ﾡなのである,

-6 I 一

4ﾡ業経ち

配に述 た☆ロ く 加孫のﾡ業は, おをﾡ流す るふ川ﾡいの約<2e 
町歩 2及 ﾡさるが, 山お 農 業の 不利な傭件•は大棒 に おいて揃えて 

まり ごが土地ﾡ有ﾡヒからんて伸ﾡ性をﾡく Lzいる

矛3タ放 注琴ﾡﾡ物 C昭和 コク ﾡ)

- 攻後面績 攻表 反当收族高

水 箱 / 25 < ココ○万

ﾡ 名 < ラ ラ / N

火 愛 s 2 ズ◇ユ <よ

小 ﾡ ダ< 2ラ /

く ヨ

その他の撃類 <<9 /二< -・

大 E 决m

ハ、 豆 <女と <4 2。

ざめ他の豆類 ラ
三 j

紫煙草 2 ブラ Zろ

亜 至
zmク « ク e

大 京 3ラ < ______? --

(加 蘇お 螫 要寛. 昭和 少)

を生産物はﾡ ラ タ 表の女ち ものである が 特ﾡ要をﾡ品作物 

とLて大魚. 業煙ﾡ 小良, ﾡ単があられる

本村における 経客規模の大はﾡめて欲々ちる ものでるり 特ヒ 

ゆ後は山本の経清本ヒしてめあ り方が1琴現さて 来ているので 

ﾡ米部口の ﾡ本投下よ り はます林業部内へヒいつた傾向がある 

悠位を生涯力段階口ある山村め意業 ヒ とマは、林業をク とL合 

業 、 ﾡ業を 基置ヒ L た林業 といっ 形て、相るの生差 句上を計るコ
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と が肝撃で あろう.

地域的 本村の歳業経営を大 昭次の 三地区に かけて為えるっとが 

出末る

部 山ﾡ地帯 C上久おの山ﾡ部)

中部 幸山宿地常 C上ス袋 ・ 下ス今>

南部 平垣地帯 C加夏・野及)

部の山向地帯 おいて はﾡ地面本かﾡめて く. ﾡ業生艦は概 

Lて負給生ﾡめ面内口止まり」 *西は殆人ビない, 位か口確一の 

商品作物し Lてこんやヤく がﾡ培さる経戻である 従ってﾡ家構 

裁たさいても方二麴法業ホ最も多く,農業外項物 ——山本労め月 

xムのの等 --ホ瑟 家經をの重要なええと をっ ている.

中部は水田 畑かそれるれ夕く町 72町位の割合て存在するが 

ﾡ作はﾡ給生ﾡ的色ﾡな強く, こゝでの歳ﾡ生差は大意 業燈単 

A小豆よフて代表されるてあろ う.

南部は本対意業経営の中ﾡ的存をてあり 水田約グ。町歩,畑 

約ノ。町歩が経営される. 水田は約 4e 町T歩かﾡ可能て前記= 

地域に比ﾡL て盗かﾡまた立地ﾡ件ある ペって本村のﾡ業 

歳塚は発んヒ南部にﾡしており、 畑の大麻 業煙専,ﾡ革め他に 

ﾡ作 ◇一部も者品 化が可 能であ る.

ﾡ業生ﾡの焦をなさない部山店向地帯は例とLて 一応農業生 

ﾡの放立し得る中部, 南部の作付方式をみる ヒ.

*田部ウ

大表——*格一大ﾡ se究

小表—— ネ箱- 小表 /e%

※ﾡ-ース箱 一※ﾡ $%

系雲英-一水箱-
一賞宴梨 、

/o%

林ﾡ —— - 点 «5%

とをってあり. 約 ク2町のﾡ作可能地の ラ ち殆んビがﾡ部に位量 

するこ とは前述した通りてある.

畑作部内

大 麻一っ 南 平 - 小表-・大入-・小、監 - ﾡ類 ジニー 〜.・、*.
雨 当

大 入→小 臣-大 表-・大 京一 高一 ﾡ類 s%
. とLて

平 部

大 ﾡ一菱親-・ 大 類 - 大京 2 ダ 中南部

大ﾡ、- ・大刻 →酸箱 2○ダ 中 評

大ふ、--------→決一甘論 ク % 中東部

大ﾡ革ース規一大ﾡ / s % 南 評

大爆----- --  愛 ﾡ一種殺 ^ よ % 寺•南部

粮柞-------7 そ義→雑
zと% 中南部

コ れをて すぐに意することは. 中 南部を向わず大ふの作付とﾡが 

ﾡめて大きい という ことである 山村め宿命たる経き規ﾡのテ転性 

と修位を ﾡが銀商 がﾡのみ 口候有す ることを評さた い現状で 

は 本太のﾡさ特ﾡにかたよっ A経巻形難になるのも決 して 例外 

ては をい.

本村おけ る大ﾡﾡの歴求はかを り古く 約2。2 ﾡ入→て 

来たと考えらる 明治«くのﾡ土ﾡよ 当時大京が村内 

の縦生種物ヤヒ 与める ﾡﾡの割合は 又%であ り. オニﾡの米の 

ノよ発ヒ共ﾡもﾡ琴を地ﾡを占めていた。 大ﾡ作のﾡ地は植ﾡ土 

ししく はﾡ土で, 砂株が多 くﾡ水のよい 土地とセて いるか-----
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は一のﾡ物裁培はを Lろ不 及地である —— 本村のﾡ地は 

かなり そえを満受せ しめる状ﾡある しかも大京の物のピー 

クは他年城のそ と競合せす ﾡの記公おいて は るか口業遅革 

年をま習する

また強ﾡな司食が下駄のな縄好遠とされ 務太 ﾡ忍司を中u 

とするほ実 Lた市場を控えて い合とい う ﾡで: 頭治以商現在に至る 

まで最大の現金攻入源ヒをつて ( る(4) のよう 口特赤化した爆 

向は. 水田のケい中部おいてよ り強度に現われて 0るといえるで 

あろう. ■ 」

一ﾡに本村の如ち山村ﾡ業が姿実受化のﾡ向をるためには 経巻 

の多角化も L く は特ﾡ化のﾡかである と考える 経巻字実のﾡ 

界をビつ来め るかというこ ヒは詳細を公ﾡ結環を もたぬわれわれ 

のきい得べさ とつろではないが 何れ Lz も本対のﾡ紫経塔は大 

ﾡﾡと い う ﾡめて特ﾡ化 L ち方ﾡを示 Lているヒ考える. 従って南 

部お(て可ﾡ性あ り とする水田主休の平ﾡ地農業へﾡﾡする 型よ 

り は む Lろ大ﾡ杯を中.ヒする作ﾡ業へ起句する傾句が多いと 

見られるわ けで あ る.

の場合詞類なるのは大ﾡめ市場性つ( て てある をるほビ 

下ﾡだﾡの原料ヒ Lて②大京は一施年受 し合市場をもつて い る 

さがぁく まても下ﾡのﾡﾡのﾡ料ヒ しでであつて 本村の大京がﾡ 

書に不道であるつ ヒと合せて考えれば 需琴の増加はﾡ意峯み得 

ない.、しか も最在おける学ﾡ権の出は」 村内の京業着に さえ 

<安り 本おあける大ﾡの生ﾡは ノ 友ﾡ約く。人牛向.42eメの生艦置てﾡ協大原求着R 
よって若千価格がﾡるが現在メ当/〜e 友当ユョcec～2FcecFゆ相攻盗2あ る。
百 ヒ* は友当 s-4 依 . コgecoへ ニoocP 茨類 ボ大ﾡ «-と依. 9oe。 ～ズ ◇・oF位であ る.

-G5-
ﾡﾡの暗影を明言させる状籍である. このよ うを解ﾡ的を市場株件 

に依存して来たのが大京であ り 大ﾡ生ﾡに確一のﾡﾡを来め 合本 

村のﾡ業経啓が受ﾡみ L た状ﾡを統けるめ も 当然め = とであつ 合.

-加ﾡﾡ業めﾡ来を 卜する大な向類があるヒ馬う のである.

; 5.ﾡﾡﾡ協の動さ :

こ、て加ﾡ放協についてふれてあこラ. 現在. 組合買2と。名 

ﾡ本金はノクク 万可て 昭和2 4年展から始まつ合 $o。 ﾡ円増舞 

ダ-カ 坪計画の計画絵上ある 昭細コ ? 坪意の各事業内選をみると 

尾用 購買 諏売名事業とも若干の思字をLてお、 当類却益金 

は <z oo。 円 となっている

屈在力点、 をあい ているﾡ業ﾡ容を述→る ヒ

ハ指尊事業ヒして,⑷肃糧改善と調虫售対策 冋農冢経看助長策 

と Lて候試家畜のぼ入 ヒ飼河技術の者4.

つ)信用事業ヒして,巻表資金. 購買ﾡ金の撲局(ﾡﾡを横還 

計画を講じて神生ﾡ資金にﾡを夏く ﾡ賀を行ラコ と.

) ﾡ翼事業では,)満業生雇に宣権要を再生ﾡ類材口ﾡ点を 

おさ 肥料 飼料,ﾡ救具寺を取扱う. ○式翼事業を合理的に置管 

出示るよ う に現金 りの励行ヒ ﾡ掛金の速な回にﾡ 力する

) 販ﾡ事業ヒしては. 歳業生達めﾡﾡをﾡ握し歳ﾡ物市場をよ 

くみみきわめて阪売計画を立て販売組織の強を計る その台めヒは 

額合試め合めの及成であるこヒを考雇 Lて 食東入の共司販売株 

制もつて ・ く。 ヌ米製ﾡ理ﾡﾡめ改王に対してﾡ速ﾡ切を対東を 

講じ ﾡ合買の協立体制化にﾡ力する. 特業着と救しい完ﾡを震



Lている 大ﾡにっ (ては, 累販ﾡや 向星か ら月ラ 回位相ﾡをも ら 

っマて歳暴へ丞知 し 布署なつのつてﾡ協か ら 向星攻めをする とハう 

密をとつている こめ場合県販ﾡはノ% ﾡ協はくイ今〜スさダのマ 

ージンをとるこヒになつている 大体以上のよ う き線ﾡって節い 

ている と忌われる。

ﾡ知 3 e 手長 (ヨ/年ノ戸 現在まて) にあいて ﾡ協で取扱→た浪 

差ﾡ数量はなク表の監1である。ﾡ協扱いめ比率は 米がタ2%
ャタと表 ﾡ協ﾡ(ﾡ涯物数重 C昭知30年4みバ印)

意差物 取区数型 金 親

水箱 . T コ◇○夕 /4 o

スﾡ 々2c◇依 ク <e

大京 < <-cex 夕/ce
京 豆と不) /◇c 依 セクク

ラoeeズ < よee

コ ん にや く so。 依 o ○

そ 心” < o 乙 依、 Peo

そゅ他 フ ○

き— 2 2
安類も同しく?2% 大ﾡがくぐ火位と権実さる(産す) ヌﾡﾡ 

兵ばクe % 金肥は タタ までがﾡ協扱いで業着の入る 会地はﾡ人 

ビをい4歌始めて こノやく組合をり ォー回の販売を行った 

な放ﾡを炊めたので. 生差増をかか けたいﾡ向のめよってある

ﾡ末む合受の地ﾡには大書林所有巻がなつてい 名が, 義地改革以

() 現在本村に入フている大ﾡの仲受人はイ7くであ り.彼ﾡは昔をがらのも u ﾡ係て向星 
と結いついている 夜ﾡの目標は 中下のﾡ民ﾡ 2 む けられて いるよ っでありﾡ協な 
嘘じてのーキﾡﾡを待ち切れめ、ﾡﾡ一ﾡのﾡ家売に っ け入 ろっヒする.

(W)加麻面丞峨働勿肥料切)はクワ—4％極で,あろうヒいう.(加轍農物調べ) 

系このよラ な情習はﾡされて 来ている 現在の役戻はﾡ して 中炭. 

大ﾡの出身で ある が: 二のう ちﾡﾡ有巻はヨ人である

歳協し森林銀合のﾡ係ついては. ﾡ金面てはス ムース に建んで 

い る ようてあるﾡ林ﾡ有者がもケL金融面口おける協 を借Lまな 

かたら受よい結果をむつ ヒ水出末る だろう、 ヒのﾡも あフ合

素ﾡ協め立地株件は, 震沼市内いといっつヒヒ 山村のﾡ 

函をﾡ米構握に立ﾡする ヒ いう コヒの占めにあまり 点まてい る ヒ. 

はきえない. このよ うヒ経巻造勤か制約さるﾡ件下にあつてを志 

一の成系をあげ 、 あるというニヒは強調さてよい矢であろう。

, 6.芸業絵き参こ赤野め 灰保 :

ﾡ業経営 と林野が結w→ い 合場合 *が歳業経巻とつて場ま 

しい状ﾡであるの はいうまでもないが 合から とい つて 今日の日本 

意業の如さ化学肥料に強いﾡ有長を示す経当にあっては、 ホ しも 

2れは不可欠の株件ではをくなつて末ている 合なーカ 限系素 

まで来て いるﾡ業生】 を竜める ため現在の金ﾡﾡ業が強い重ヒ 

な2い るヒい う ﾡも耳を候ける要がある. 有機食祀料の授下 

U よる 工坂の改良 ——これが生ﾡ力向上→の道である - とはﾡL 

こ 認め るヒころであろう 有畜 経管 のu ばる 所似も ク論コ、 あ 

るが 二の場合林野との緊りは一層の系近さを加える

ﾡ本村のよ ラ な自総株件 よつて着る し く ﾡ約される 山村のﾡ 

鉄継ﾡあっては ﾡ肥 ﾡ業. 或いは家畜のﾡをえした有お負扉 

料の投下な 地温の修下をやわらげ 通水のき, 欲ﾡち現象を防ぐ 

最退のキﾡとをる 増大海の生涯はﾡ落ﾡが不可欠の撃である
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従って林野にﾡまた本村の意業経営あおいて 本野を幼用 Lない 

経巻の合理は紀対あ り得ない と言って よいであろ う.

以上は本野ﾡ用がﾡ業生ﾡを高めるﾡ で あるが 本ﾡの存在は 

ﾡﾡのみで庄計を立て得をい 常細ﾡに労材の場をﾡ供する ことょ 

って, 要口ﾡ要なものとをっている 本村地部のﾡ家は林業労ﾡ 

よる夕替が基めて 大 <. ﾡ業経巻は自給生ﾡの銀ﾡを 出て い点 

いのが普通の渋ﾡでるる 一方ﾡ業経営を主体おく 南都の敷ﾡは 

生革 誇蒙,ﾡの状取が主を林野納用め彩ﾡヒをる 合が乗しマﾡ 

業経巻 に十分を林野中用水来ている合ろっか 甚さﾡ向合しきわ 

さるを得ない. 例えは水ﾡ. 大麻は及当3○。*のﾡ形が"要ヒ 

きわて 0る Lかし実ﾡ口はっ。。メ ﾡﾡめ授力せいせ(て 

それも青草はﾡﾡ 道端からめﾡ取か多いようである

このよ うな林野めﾡﾡはﾡ論そめ有形ﾡﾡ連 して考えをH ね 

はなら本い。 そこでまホ 森林有 と歳業経塔ﾡﾡのﾡ標についマ 

みよ う. 、

オク表 ﾡ業経営規模と表林ﾡ有めﾡ係 単価人)

計 コー <
「一 つ

2と

• ・

ユそー

○eHT以上 / - ---
ノ

<o政ee町 2 2

の町町 ユ / /9
%ﾡ20所 マ / ダ フ

ダ肉へ/町 / ・ / < 29
ミ ダ なジジジググクリ・・xガンババデ ダジジグジャニジジ 

..分バ: 引 イ

! ス～/町T < 2 cz
變幾選金」 3衣示ﾡ

-愛細
ﾡ ——シ

--ン--・----------- <小懲二
/ピT今西「］ 今田2T! つ出へ三町デ|
*-中波―屋ーー 太 --二

才* /は今ス以上の左村本林有者ついる 表林ﾡ有規模 

と 毅業 経當根模の 肩係を 求 Lた ものである

4 反 未適 の 紙林沛寿者 ホ切 られて いるのヒ ﾡ業経営のみで、表林、 

をﾡ有せ ぬ層か陰 Lて ある ので詳細な検討を加える コ ヒは出求な 

ー オ ニ れ口よつて系太有ヒﾡをきのﾡ係をある経展把握する 

こヒが出来る

ホ 森林ﾡ有着22く人のうち不ﾡ年者はユ4テでノ 経 

当面線 友未ﾡは ノダ人でク% ダ及〜/ 町層 は<コくコ5% とを 

フマいる ま合ノ町～くS町ﾡは最も多く クタ人さ«であり /ウ 

町以上め通 はゞさ人ユタである

これ口よる ヒ 不耕年層をﾡけ中 ﾡﾡ をピー クヒL て上下面極へ 

及京 Lて い る傾向かある とﾡ える

またか妹有規模別にみる ヒ. 最も多 いのは森林所有 ノ町〜 町 

層でタ«へ ス※を占め、 次いて3友〜ノ 町T層 «<く っ○% ノめ町 

～2○町倉○ヘノs% 町 ～/ ○町層 フ?人 ノヨ※しなってあ、 

り これら の督 は価れも中ﾡ倉でヒーク を z い る

コ れを 受 にﾡ得構戯にあいて林業所得のヶビ ヒトの強い と考えら 

れるフ ○町T以上の森林所有 者層 ヒ. 表業を営 とLて向ﾡをり得を 

( 第等ﾡを除いて考えてみよう. この 場合表. 中 に斜線で 示 Lたよう 

ヒ 森林有 / 町T〜 今町倉 ②旗 は中農福 の欄ポ交カる 板 置の ノ人 

を中他ヒ とて 上下左右 に衆 中 をみせて いるのな可らかである つ ま 

) ﾡ業経営 と本野ﾡ有めﾡ係は山林有 ノ町〜今町の中歳倉におい 

てﾡも強く出ており こ、 にも木村ﾡ業を福っ 中歳層の琴を性格 

が現わて () る しき えよっ.
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村全体と して る と 森ﾡﾡ横の よ ラ % が私有本 という超 また形 

なって uる, しかし自 この山林をﾡた山林地主の林野をﾡ用さ 

せて もらフてい るﾡ民は, ﾡをおいて も林野め利 用叔をﾡ候せねば 

らない その歪め られた例か激地政革後おける 旧地主ヒ旧小作 

人ﾡのﾡ係で ある も述た通り 改革前本村の 小作料は京 

ﾡ量の※も基する経高率で あっち. ル作地な解放波の 対暴 とな り人 

年人と汗有とをた場合ヒ 地主の不遠なﾡ送政東そのもの対す 

るよ 直梅小作人の力へ向けられたのはやもをえない - と合っ合 

み もない つうなるヒ 従末合台同様さら わせて い冷送業か 

aﾡ値ある ものヒ Lて地主のﾡにﾡって くるのも当然であっ合. 

勢ﾡさらいの代償ヒ して労ﾡ地代を受求する, ヒいっケースが生 

士る二ともなる ニの場合糕地改童の影響 は, 系林有ヒいっハ 

ック を有する本村の大中地主階級対して はﾡ末の社会的地ﾡを一 

ﾡ、させる経の打ﾡを与えなかっ合 も の ヒみて よいから 改革後 と地 

主の勢はﾡﾡヒ して強力であった. 従っマて地主ヒ旧小人の涼例 

は 古!形かそのま、田畑から林野へ転化さだす会ない とき え 

そうである 林野をﾡちぬﾡ家の林野細用ヒは このよう を前約も ぁ 

る

こ 、 で耕地面ﾡの扱大 ヒいっつヒ とﾡ速させをがら. 本村にはﾡ 

棚型や伝々畑がケいかヒい う こ ヒを考えてみよう. 理由のなも 

の ヒLては

a 南ﾡ可能を後ﾡ斜地を大意林ﾡ有着な所有 Lマtるコ ヒ

○) 南ﾡ可能地であって ・小有の林野は 清草 ﾡ業断の進 

ﾡ滅 燃料源レして台給台又体物口あるこし。
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3) 温を光ﾡをﾡして不如なﾡ業生差を行っよりは ﾡ 

みの食ﾡめ汚が有 41で ある

ﾡが考えられる

二のよっﾡ地が林地口食いへ人で面績を 扱大 するちめヒはﾡ々 

カ 向類木 あ るか、. 現在震沼木材場を控えて 楽ﾡ会上にある本ン 

空に停藩的色彩 を濃く するﾡ業では結票はﾡらかである

現する加ﾡの表業経巻が日ﾡ原熟たる 殻を波るためには、 ォー 

に生ﾡ力の増進が継で あり そめためヒ は林野却 用め合理ルズきさ 

れなければならをい が そのﾡき西子を林野め有形ﾡにめみキ し 

っける とは出末太い. なぜをら求ﾡ却用口ﾡする歳氏の意識が 

系 して十かであっ色かヒい シ点て も 多 少の崇向が残る か らで あ る
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オ2 凹 部ﾡの 見取回

「 オ7阜 部落 構 這 の 異 態

1 抽生き落の 藏; 足

本袖出部ﾡは上ス城 と下夕余のﾡある 大字下久本の小ﾡﾡスい 

老沢の2部落である これら は村の昭々中夫にﾡしﾡり合→て いる 

な. オ2図のくﾡ井川 と山本より囲まれ. 家々は県管からわか 

れた人管よーマ宣絡されてあり. 田畑が多い。 2部塔を墜し合 

理由は既述 花加ﾡ村の 経ﾡ的る翌社会的の ﾡマ なる係件を品ヌ 

Lたも のが柚出部落 見出さ れる為である 即ち本村は森林所有者 

ﾡ芸経啓着. 株業労の巻並ひぞれらを糸米する もの専々セ々なﾡ 

層により構放されているが つの2部落の中あつでも. Aくそれ 

と司じ各琴索し各層よ り構数されてい るのである.

この部落のﾡ生ヒつ いて はﾡﾡではないが、ﾡ治の初めょ り 八マ 

現在ヒ同じ世帯数で構城さて あり 際立った変化は ない ノ1、充母 

部落めみ名本はかつて この部塔 ナラの太か多 かっ ち迫にか、る 名か 

生じちと も云わて いるが 老っ0て は甲かで をい.

ア数は小奈以ノ2 老/ョテであり 人ロは小ﾡ試明〜ラ 4 
ラ。 花沢那3夕 «←く人である ﾡ家戸教/夕 林労めみョ 

生ﾡ係誠着 3 ヒ なって い る が 森林有 者は大山林ﾡ有 / その面 

積 ◇5町歩 細有者はﾡか <ス歩 Lかもてい をし. ﾡ太所 

有者は全部で ノe テある. 農地経営規模は団 /Pへタノ 翼でヨ友ま 

ﾡはラテ 畑スダ～よ反て5友未満はぐアであり、 山村ヒLては 

ﾡ業の とニ ろて、→たよ っ 概 Lて 大さい. 段家の大部分は大麻を
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ﾡし.僅かな量であるかﾡ出米も出してし)る。 しかし林栄成ﾡは 

ンど名もいる 二れらの中 には僅かな土地も耕作 Lていをい ものが 

3アも ある 下ス今にはﾡ述べ台ょ う P 見るべ差業ﾡ設も公共 

流設もないが、 かくの☆くこのめ2部ﾡにもﾡ工賞なく 借かヒノス 

の耕作地主ぎいは大山ﾡが あるが その他前 2炭業学校の教ﾡを 

Lて u た世常のﾡ子 が最洋服産を南紫し 他の / 人の息子は大工 

をしているのがノアある 口働ゼす 専ら林業, ﾡ業のみヒ本して差 

支え本く、 ﾡって毎年系ﾡする着在還割人口はおや都市に, マョ 

ヌを頭に江たせて ﾡ家よ り 排出さて い る現状である

2. 農民急の区分

訂落におる ﾡ業の 構造が以 上 め如 くであるとすれば、 そのﾡ 民 

層は 二いかに結合 し対応 Lて ( るであろ っか つの結合, 対ん 

を一ﾡ部業生造ヒ名寸けてあく ならば, 歳民督の部ち生ﾡを知るコ 

とは部ﾡの構生を理解する 二 とである では都ﾡ生ﾡをいか Lた 

ら知るこヒ がで さるであろ っか。 各個 別 の ﾡ 条の 生造をﾡ て 意 

味ををさをい ので,ﾡ長督 を幾つ かの類型分け しかも 何か一欠 

の基ﾡから理解したならはよい と題わる 一定の基準を 位歳 

家の 生造が主 ヒ Lて ビ。 ﾡ業に属 しスは ビのﾡ業の r得により 権持 

*るか におキたい と 思う.

ォィ 2表は以上の基ﾡ よつて世常を 最型 Lたも のであ 

る 2部ﾡ コ4テの中 造候ﾡ3 テ を除い 白コファは. よテのﾡポ 

経巻ヒ 本送労ﾡ己 よって ﾡを 支 えて い る ﾡ家創の C 型を 両師市送中 

口おグダの最多をとめ士せz る C型はﾡﾡﾡ成の上からは査裂

である。 次にﾡﾡ経と育林とﾡ とによって計を維椅して る

オタス ﾡ ﾡ氏活の類型

累 翌 ア ﾡ

「A「ﾡ*十林ﾡ <x

I B 意式十林米十労物

ﾡ水本が よ

哀犬 ス

本

B 型がある この食には本 にょる 

も のボ2ア その他の食ﾡ郎ちﾡ烈 

ﾡよるものがヨテある. そして最 

も最 した農家の類里は農常経営を副 

次飽を もの ヒ Lて 3 る～大本野所有 

着のみ戸てある >れヒ対し 現在歳業

のみ+ しか依存 して いないﾡ異な型が Dである. Eは土地よ リ全く

・れたﾡおプロ レタリ アである本兼負者である

アョ浪 ﾡ型 ﾡ系のﾡ常 ﾡ地ﾡ付地株夕配 森林所有状
•

田 賞地 限始綴 み有

イ ut(g) e ノだ当.
目o) きtのp) % 鎌 ア数 供出 受配 でﾡ

-ヌ

/

配 %
C2Cウ ''二 ラ フテ デ

2

一 引 < 2スよ <e aP ラ <2 夕= ダ "、% 今

--1
々/ シ/ フ 2 ラ5 。 a 分 ノ

タョ 力 s5一 <P 2o ヲさe
。 丁

ス o

E
ブ 

_______
。 o o o o

—
o 2 2 。

—
3 2 o

類型ﾡﾡの田畑経営面績をﾡ ヲ ﾡに将たが、 A がて は田 

ﾡか/ ス歩の小作地がある ぢけて八て 自作地であ り、 しかもノテ当 

)経営ﾡﾡは他の 4型より価も大さ い。BはAに次ぐのであるか 

この部ﾡ口いては中本台離ﾡてあるﾡ賞 と基賞ﾡﾡ口ﾡ奪とて い 

るCあっマは, ﾡ、業のみ にﾡ存する Dよりお 合地ﾡかﾡ く田が

«%畑がク。ダてあり 殊田あてはノ戸当り 経啓面微がA 

の半か以下てあり Lかも「今及百ﾡ」下めﾡﾡ細規濃のユ夏 

てあ る Dの自 地率 はABﾡ比 し相対的他 <. 畑ﾡ作地め 面横
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なノ ア平均ヨ今スレって この生造経長の ﾡ L さをﾡわせるのである

か、る経営面績も山おヒ Lて は決Lて小さ いという わけではをい 

が、 系業もLていないDなビあつては漂とて -合けて治して 

ゆ けるのたろ う か. 戦後の炭地改ﾡは c り型め ﾡﾡをきはせたが 

ャ ◇ョ表の☆く現在も従森 と同 じく部差内には大ミを畑地はい為 

いが ﾡの地主, 小作ﾡ係はﾡ«女求の☆くA,BはCDル作さ 

せている 解液口部ﾡ内の地王は部ﾡ内の小作に解ﾡを Lぶり耕

ア表 ﾡ内地手ﾡ係、

世王 作

A Bl,Cう そ②他 /人

引 cI ・2

A 22 - 2glcL Pノ そcセ ノ 4/

地をぞの小人 与えすLて. 理由を 

ﾡ理つけて地力 の5る畑を強ﾡ次ﾡさ 

せらたﾡ家もある. 一級口 とつの部ﾡ 

てはC,DはA,Bよ り夕 等 地か多い, 耕地 

か部ﾡしつて 貴ﾡな もので あり Lカ

も そ れ依存 して Pかなは な らぬ も の とすれば作物 は状金性の 高い 

舞約ﾡ常ﾡする ものて なければなら ぬ。2の島っ つては大京 

米. 表.ふ豆.象ﾡ ﾡ率が主ﾡﾡ物ヒしマﾡされるが福 

ﾡ物とLマは大ﾡ、米 水主ちるものヒなつている その他最近 

では乳牛を と 0 入れて ち た。 何の型ヒ も共ﾡしてﾡ帯さる唯- 

の商司物は大意で あるか LかL* の学ﾡ量は地力 送 経営規ﾡ 

授下※ク重等 より量ﾡ共にCDはAB5フている pの 生計維 

帯は農業のみてあ り、 Lかもア 4引表の通り 畑面ﾡも 小 ( のマ 

大ﾡを/一〜ス←反作っ てﾡ命をっな«二 と は生ﾡ維ﾡがﾡ難な島 

に 比戦的水田面ﾡが大ちく 供出米代金ﾡ存をレつている A〜 

B型とDﾡは多魚 登常 が取入 られつ、あるが、林野の A くを 

い D 型歳 塚ては飼料林取口早 くもめさすまつている 快米 数量 に し
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ても, A,8は・/ラ〜 依である比 しオ☆3ﾡの如く , Cでは株 

出ﾡ条は位かヨテ であ り、 とかも〜～ ノョ依てある c はﾡ米ぷ 至 

表ﾡか大い = とからみても、 連年の函知 Lだﾡ業ﾡ得とLて 

供糸炊入をみるわけ口はウかをい L、 師ﾡ食体ヒ とて は主食の負給 

才ら満受に出来ない現状である

ニラい う 生差地を量ﾡに類型ﾡ家ﾡﾡ式ル Lたのがォョﾡであ 

る 商品作物を多く生涯し. ﾡ米も多(A,Bは要口昔から祖の

オョ図 類型ﾡ家別 にみだ主理産

み して (フた林野か ら戻炊入をあ る 直がﾡかれて あり ﾡしい 

後業経営方式、 量用兵を辱入 し昜い状態に在云に君し D値か、 

の自作地をす ら 函れ る 二 とは出太す. 現金攻入の道も鎖士れ合 ま、 

にある 今ﾡ取調査よ る現金入の割合はﾡ44 表めみ通りてある 

が CはABの 現金攻入漂で ある林業悠入 対す るものとLて主ヒ 

Lて林業 資攻入をもマいるが、ﾡ業現金攻入と林労以入とは代 

替的であ る フま り ﾡ業区入の少( と = う は林業労イカ收入 ホ、多 く,
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. ※メﾡ ﾡ型る別金炊入ﾡ合

呉系 林業「林 ﾡ 本

A
そと〜
$2%

叱〜 今

。%它

引 アの % /e

C
/ど〜一

ス〜クe

E ノク g 2

三 /2o

ﾡ業攻入の多 ところは林湖坂入は 

ケ

ォ◇4表は か、、るﾡ業経営 現 

金入 にある 類型 ﾡ家層 が. てはII 

かをる強材配置あ るかをみんとす 

るもめてある 二こでいうﾡ化人

沖そネ 部落せ帯ﾡ 考ん力くロ ﾡ治ﾡ力

也帯男 /アョ り 

世常受

仲カ ロ ﾡ独け 物 力

更 t ノP当 * 計

A 222 /ノ人 クベ ラ。ス ベ o

B シク ク < ク /o 22 今よ o o

C が /ヨ マ* < o < 2

5 ノ吕 スー 2 2 < 2〃 2 2 2 ク

三 *直 ヨ // 2 / 0 /

ロ とは 生ﾡ手全人ロの こ とである. Aの/ア当リ 構炭せ帯頁が平 

人で非常に大であ り. ヌ Eのそれは4s 人で非常に小さ い)か目 

っか前者はﾡ違が合まれて ( る これに対 L て実際にめいて い 

るは ラ が最ち大キ く<ょ 人であ り. D は実に2 人しかいをハ. 

二の型に ほ子が多 くいるのがヒくに目っている Cの 労ﾡ力 は 

Dよ りっ爲以上多いが 生ﾡのﾡえ処は次実ル人ロの多 

こヒで も 分る Dめノ戸 は一ﾡ育て た子株を夫々擦に 出 Lた世常る 

あ り 他◇ ノ テは先の谷み免を 多くか、えち芝夫帰て あっ合。前 

者は今井マ > ン級、山に常勤 Lてい 合が 林がﾡく て やめて () a 

Lかし 「ﾡ業てはﾡ→て を. ﾡよ り殿つても つて もヶ目 

ﾡける飯山でﾡさたい」ヒいている 後者はﾡ地だけはﾡされす
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伏って自 系内力 ○不から 林すらおほつかない と云つてい る 

この株虫ﾡ は Rて 請ﾡ中学を年 えち頃の フ3男である 彼ら 

ぼ滋 歳家の子弟ヒLて、同じユ5男でもABのそは意ﾡ甲 

和きの上級学坂入学のるﾡ出してくのヒ対し ﾡ沼, 都セ 

東京. ﾡ次 n1lの超ﾡ々買. 工ﾡ 中となって行つている

上受する この面都落は林野のはげしいﾡ中はをかつたが ﾡ 

地移勤ついて は改ﾡﾡ, 地力地ﾡをﾡﾡしち支ﾡはあちヒ して 

も 現在争いは表にまではでる径にはなつていをかった. *野有、 

浪業番巻, 現金坂入の力法なビより A B層 を部造の 富番を ■層, cは 

歳業と林 ヒいう 構成であるがDの ﾡ業のみの4存の層 よ り か現金 

炊入の僅がﾡかれて ( るなEの完プロ層 と共口コ の引者は何もま 

常口気田を層ヒみるつヒがでさる ヒりわけ最悠はEﾡである 2 
? ﾡは何ヒに よるかといえ 連受時 計 あてる 合けお株す る 

み林めあるつとょて決められる おから耕地をすら も一つていを

1 Eは畑の小年で も したい ヒいu. 少し ホ作 や 自作 LているCは, 

いくら かで も 田畑の 自作地をふや したい し式、 ﾡCD②な央層 

は僅かても よいから林野を求めちい と原う. 最後に管務をABはも 

っともっと林野をキ入し, 基績の増加を図ると共, その面待の増 

大をﾡって いるのである, そして その願そヒ はCDヒあつては神々 

かなえ ら れす 彼らの 子は村外に走買、 は中となり ヌ はお内 にあ 

て は林労 ﾡ、山人夫その地の形を ヒて( るのてある

♦ 3部怒と 林野 ヽ,

ﾡﾡの中 お(て 環す林ﾡの役割はﾡ々 あるが、部ﾡﾡが林野の
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支用にいかに結びついて お り 林野有巻 はその都発の ﾡ家をいか 

に扱う かをみ台い。

このﾡび→きはﾡ家の米料 肥料. ﾡ料よる ﾡ条のこの引料 

は当治〜経上夕く ことので主ない ものであるが 部ﾡではもやと 

り、 落業かさ ﾡ草としてﾡ落のすぐ傍らにある林野から状取士 

る. LかL合こﾡ有の林野のあるんBはﾡ係はをい。 彼らは本野 

み有 Lていをい cB Eそれらの株取を許す 立場にある 上ス袋 

球来. 馬返の林野所有着 は現在で も林地をﾡめをい経灰口含由 口林 

内P立入を許Lて いるが この部落で は以前よ り 隣家の ものですら 

自己の森ﾡヒ入るつヒを許さす 殿査に取締→ている しかもﾡ地 

改ﾡ後この取締は強化=, 強前永ﾡとせた小人は状ﾡをも許 

さをくな→た コの島 燃料 権肥にことかく歳家では、 もゃの代 

りにﾡ材所よ り 素ﾡを求めた り ・落外の本宅よ り)推肥を もらっち 

9. 他人の購入し台祀料を小かけLてもらうものもいる Cは負ﾡ

より多 少の現金坂入 を それらの購入にあて るつとは出来るが D 

は現金攻入のﾡがﾡされて ( る ②で: 植々 ﾡ取 っいて 不平はあっ 

て も表シ※にするコ と を要けてﾡ業株取を じていることは、 Eo山 

仕幸の帰皇ノつ、もゃを者翼つてもて、 . 不受分の権席をﾡうﾡ 

ラ ものより 地白対する後属的脚係が強い とみられる

落送は年ノダ～2。かニ ノかご /◇～コ2円ﾡであり もやは 

ノ把 22ほビであるが金領は為て大体は労ﾡ地代をとり林野所有省は与 

つ、3日ﾡ7弾半から タ 今時半まて田植ヒか含 家用ﾡ業種=ﾡ用させて 

tる。

撃するの言ﾡの大地主は 林地がﾡされる といっ名ヒかりマ
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余ﾡなく勢業. 生革 もの株取をせんとする旧小作人や食ﾡ、林、 

巻規家をあセえ. 為※取したいﾡﾡはぬ地代を払い、 不本 

をがら林野有者のﾡﾡ下ある しかL地は他部ﾡよ り払下、 

てもらったり 購入新を用い台り 仕事ﾡりヒもてさちりする 

記全はつの状取叔を通 じて ﾡ落の 笑 しいﾡ長ﾡを台公の配 

下おさ めえをい 現状ある

4 オホ 芸歩ア 竹 者

この村には小車引 さ 五 馬車引ミ2 を含めて林業送材者が/P名 

この2部落の爲する大与下ス袋には<7名いる. 今回の調査

あたてはこの夕く の林業材巻の 実熊 に ふ 朮ら 朮な かった が,

両部弟の林業労々着の労ﾡ界件、 ﾡ月ﾡ 部落における地位い

いて つの て 間単に ふ小 治山

ﾡﾡ林崇ﾡ

業う巻数
ク～

E 「 引 _

____ ク ...
P 2

1 己
1-------

--------

既み た通 リ 部博 内 で林業 労例 のみで 生 

計を維椅 Lて 完全に性ﾡ令ﾡからﾡれてい 

る 事業労効者は3 名であき Lか し本業労 

に従事 Lて い る最も多い型はオ ク表 の く 

Cであり ﾡ細耕地自給を図りつ、. か 

だわらヒ Lてズ ははﾡ と して 林听を兼業 する

ものでめある ごの類璽層より, 次オ土地を牛入れてぷの類型層 

に転化Lた ものやヌ労幼力 o 豊管 なものはB め層でも林 Lて 要 

口現金攻入のﾡをﾡじて いるのも 見せない. ヌノ戸よりユくも林 

※てて いる世帯もある. 同 と%位で あフて も 鉱山 力 労効 な ら は常 

勤て年店 。aooo円の勤労所得が入る L、 また 支ﾡC役場) 勤務て・
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も= e2oo。 円 の入が あ るの 対 L 林式ﾡ は刈払いはノヨ 

ク〜 3e0H 木報出 一e〜3e。 円、 特ﾡ枝ﾡの小事引去て

4今eH 笹子状取は〜o2〜ク2○円である しかと既にのたょう 

に「商りﾡリ」にﾡ係があり 大体ﾡ合ﾡいて月平均可ﾡ日数は 

フe 日前後である 合から林ﾡ食年所得を るヒ<aoeo～geeo 

円てある為, 他の送ﾡをLたい 都会に行ってﾡさ台I 太労よ 

り 畑 つ 方 かよい と いう 二 ヒをる

村内ある情ﾡ的過知人己はな と(う 給者の道 り場和 ﾡ 

千はﾡ勤的通ﾡ人コ とLて 村外排出さるわ けであるが 古 く 株、 

に従事 Lて 0 て も. 他生計を得 る 全がをい がらHﾡ性的 2 

うLて い るので あ り 村の 実型化 L 合生造維ﾡ方式である 表業+株 

=台 給合物+岩干の現金甘ん じて いるわけである 他に届 用の 

場といつマ た鉱山 の 項効 は ア史はもくあるが ﾡ用 力はく 結 

ﾡ土地を耕 してﾡしたい しﾡﾡっ 尔 一の農段の土地執着 と土地を 

もフているヒいヲ歳村あおける くからのフラィドとがか、る形を と ら しめ 

る原因の ノーでも あろう

今賃ふたが 大体下久袋 ・図では上久金にある県行堂恭、 

の慎より箱々令率はﾡい. 保行基林は身元調査があり ノ日当 

り はお とろべ行ﾡ林のテはﾡ(のであるが 仕か永続性のある島 

口 月均は・く なる 地主や系材業者 は大夫々の林労者め同 どもの 

をた用す る 候にあるが と < 特み ﾡ係はをく, ﾡ着はﾡ費 

ヒめ .魂 氟 做' C い る ノ年を通じての 戸別 知 日を ャ2表 

卜け台か 多数の調査票 よ り ◇雲計は とれをかったが 一 流の4

とさろ っ.こんょる とゲ( 才ﾡのみの ﾡ業者の か林ホ、司-柳 百 办
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夕いこと かわ か る

なよ表 月別林米労ﾡ可ﾡ日数

月 / フ ラ < ク 2 /e イ 2 曲 戸 
平

B
1 (

C
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仲 a
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22

日
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s

2e
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上

P
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工
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/ダ 

S 
e
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s

2くc
■
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2oo

ナ7
正
百

•薪

二

1日

正 

月

麻 * ・

植

除

至

彼

■

川

--
可 
ケロ - 2く

フダダー ン ク 2s =&s>4 A っ 二よ

I E
日 ヽ

春

L

不

i書

i 材才

" 〃 各 

箴 髭
材1/コ
—

コム

__ ......--

不 ,は

復

...
オオ

__

・

!

林業ﾡ着人で林野を景令入れた ものが5居るが は 

下て b限分な太登りのﾡ人で、 ﾡ子様取の技術ヒ勤像によりﾡ震 

マキたのであるが、 特殊を例であるう. 大ﾡの形ヒLマは c.D 

ク型の フョヨ とE型の長ﾡは滋 ヒ とマ代マ系林でﾡ いz いる

冰荣労仞者 は次料: 食物 ヒ もせいたく 合ヒいうﾡがABよりある 

印咨で み最他の条構え一東京め戦ﾡの 値小型バラ ックのょ っを一 

か ら すれば成程多ケ不ﾡ合かもﾡれをい。 たが自分のﾡ肉 と林力の 

みてた険を治加を他起業より想めて雀い食で続けるには, せめ 

てカロ ー合けで も多 く概取しをければ問生ﾡする 力はﾡﾡでさを 

いてあろう. ク人 家赤 のある 林ﾡ の 家で は病 人 ノ人 をか、え月ク222
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～ノeec。 円をけれは著せをい といっこと合が何ら也いたくではを(合ろう 

部ﾡの最下ﾡ口あつて業巻や地主P とりくろいはしをくても 平 

条悠頭 とマ業々 と週労にたえて ゆ く本業ﾡ着口対とては森林組合 

大森林所有着はﾡらかの 方策を打樹てをければならない 合ろ っ。

5,部 ﾡ に おる 育林家

才4ロ 落に おる ﾡ型ﾡ 民居 既4項目 あいて老ヌ, ノ)、奈良ク 

都落の構造を見 て去たわけであるか 

類型想民層の階複を模型化Lてみる と 

ャ々図の☆く ﾡ下層Eがあり c 

Dはﾡ 引は中炭々で、も落の中向倉 

であ 0、 上層 ヒLてのA か耕地主 と

有林ﾡヒ Lマピラ ミッドの ﾡ端ある このAつ ての部構 

の中で占める位ﾡ つ0て述べ たい。

都ﾡはﾡ況ﾡ勤の よう なﾡ件は生じた こヒはをく、 比ﾡ台小さく

ま とまつマき合が、ﾡ地改革で山地主意畑地王は一危小地をﾡ政 

L. ﾡ来の友5及も余る 高ﾡ物納小作料をﾡ とちヒはいえ 2コ 

は現を至る まで未合地ﾡ対小年人 の ﾡ情的対工の意流を益い 

主れないものかある のみをらホでれが候殺層を生ﾡ ﾡ業 とゃ 

ﾡ取を置通じて ﾡﾡLている Lか も育林家の 林費集中はﾡ々 そめ 

ﾡをﾡめ 例え同一部塔あつて も る大林野所有者はく前歩の 

小は野ﾡ有着ノ町会 も正当な理•由在 L売ﾡL を会常な くせLめ 

合。 即ち育林家はは岡部ﾡ中ノクアを占めるが その中の2。〜<。 

町歩の大森森ﾡ有着が改革前 も現在も 周じようそ のﾡ置を るが
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Lていを い。

ﾡﾡみのほ実している経巻面は, 星ヒ生藤午歳の改良を図り ﾡ 

お具を差備し、 ﾡ計点を他層 口比L えをい経強火 、あるのみ 

をらす 江本売上ル入は調理場の改堂ばか り ではなく オー トヘ』や

レヒの購に掲し、 その生造ﾡをﾡ躍能に竜めている か、るﾡ 

治は一万の程の賞ﾡやプロ ヒ T商様 ときわしめているが: 2 
れらの眉な地主層に対し強い対元台 しなるまで、には至らず、. 保守 

的ﾡ情 至ﾡ外の強ﾡの下従属されている つの都ﾡにはとりわ 

日象或いは村の政治的実叔港はい をかったﾡ 公寐直放はま小つ 

たので 敗戦な機にﾡﾡ的 社会的、 政治台にみるべさﾡはをく 

古リオ ホ、薫徽され、むしろ最強化されて(る. 部業の政迫的面を 

#る ヒ む かしの部落会長である部ﾡ表絡買し歳事組合宣給買並る、 

e ﾡ地本買がある 部ﾡﾡ絡頁には両都ﾡの青年山ﾡ s。町歩の H 
氏<芝天) とク 町歩 ◇ ¥ﾡ半林型め A 食 C小為 良) 歳事絡買 ヒ 

は林野の 全 く 存い半渋半林型の巻がを→て い る 商ﾡ業を買め地 

側代表としては部落では夫に大〜中本野所有者てあ り 改革時の土地向類 

P戻Lて評判はよく をい 村の歳地を貢会の勤主は会り造ﾡてはを 

く 地有ﾡヒ等か合。

嵬東の近在、尚品作地の存在 飯山. 本すのﾡ当な雇用の場が古 

くからあった寺のﾡに. 村長】 至都落めﾡ段は代ﾡ意誠にめぶめ 

土地有叔 も早くより 確立 Lて いた. ﾡ地改革は部ﾡを一ﾡせすし 

て 既に見たﾡり地友力は強化されつ、あるが、 下層の対立色力 

は通存さたすゝヒ. 部発は今「せかけめ平紀」 にょっマ鉄ﾡ合 

そ られて () る. 結局つの部ﾡの中へ 大林野有着のﾡ置がてめﾡ
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で改革以前の姿ではをい にせよ、 原たれて い るヒみをければをらを 

い そのﾡ済的者受ををすも のは林野をのである
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オ 8 章 森 林所有者の 実 態

< すでに加ﾡ地区における農林業のﾡについて は主 

琴なる検替をを L た. 二の章おいては そのっ ち主をものを ヒゅ上 

げて柱ヒ Lっ次の章あいてﾡﾡされるﾡ本ﾡ合の構放買 即ち 

本ﾡ所有着の契ﾡにつっいて 検替をえ合い. つ一で軍言されて い る 

のは森林ﾡ有ﾡ々のﾡﾡであると共に お内口おいて まち村 

対とて社会治ﾡを行いﾡら その造勤の一裁ヒ とて林業造ﾡをきむ 

表 旅ﾡ有 着 め行島ﾡな側ﾡを ので あ る

ﾡ的なﾡ林ﾡ有着の突ﾡを示すものヒ Lてはア環を配布してま林 ・ 

翌のﾡﾡをアンケート式に気録した. こによって 山林有着 

の至営構造をﾡめるコ とが出来る. の調査結票をモノ ケラフ 調査 

2よって補いﾡら、ﾡ林有ﾡの奪を公上らせて行さ台い し乱う. 

特 調ﾡ村のﾡﾡ的環売がﾡられて. 領合造創にﾡする政治的 

裁境を調らかにと. 祖合造勤の理解を助けたい.

2、 村内森所有者-般

ォー ﾡにあ() て 上都ﾡ郡ﾡ家の耕地規ﾡを全画の そヒ 比塚す 

るとき /～3町にあいて. 道かに意い比ﾡをもつことを云Lておい

- えを要に検ﾡする と、 $反～ /町ﾡの多い コ ヒは企画 の比率 

と共通であるが, ぐ夏以下の層いては会国の4さダ 口対して 

※ / 町T以上は - れとAく 社のﾡ係なて い る. 2蒸お(て 

のﾡに要甚しく $反以下は合風の比ﾡのを ノ町以上はA画 

のマ悟半の ヒを 示 し ピー クがぐス〜/ 町層 よ り 上め X <町 と い
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ラ ところにある

ﾡ林、ﾡ有 Rっいて も二 と同様の現象が見ら れる / 町下の層 

よ り ノ～今西層 有か果中 Lて いるつ とは上都ﾡ郡一報の傾向で 

あると云えよう. 特. ﾡ熱おいて は 二 の居 約半教か果中 して

い る.

十”灰 秘林ﾡ有者ﾡ規襟別地域別戸ﾡ

、ヽ
村 外

ﾡ 数

村

両率商- 
土ス名

内

年百ﾡ 
下久秋

1

平者セ 
29: 野

<。 町以上 ? フ / /

3o ○町 /ヨ 3 / ○ / ○ o
o へ ョ" /ヨ 2 / / z

/ノ2 ～2e ヨナ <- 3e ス / o i

f ～ /e < / // 夕 /シ ・2 1

二 /ララ ヨス /ゥ/ 2- 2 よ 1

卦 z< イ P2 ラ

才。 森 林龙 の 集中

、、 か 

ﾡ ﾡ _

系 _

1 面 ﾡ ア*2 ZZZZ1! 固績名
/2○ ﾡ以上 2 2.< / <

今e へ /co 2 く 2

2e ～ Vわ ヨ /クヨク / e

/ へ2o クe / n /

今〜/o // /クタク マ< 2

ノ〜 チ コ2 2z

"4 へ/ 2 /oe ノ2o

ャ4? 表は永林所為ﾡの規別区分てある。 調査村の場合 ア数 

て見合各ﾡ層別の分布はﾡめて正常である しかしﾡ横の集中を

見ると今の 町以上の森林所有 ア数が会村の%対して、 面ﾡにあ、 

いてぐダを、 受に →○町以上の中ﾡ地から上を見るヒ、 >数 

で /。 ダめ地主が面構の半数を支配 Lてい る- とにをり. 景中はヶ 

い方でばな い. しか し、先ﾡ林業地、ﾡえは青梅 ﾡ川においてぐe 
町以上のﾡ有ﾡが ク○〜よ2%の 宏林面ﾡを 支配する あ () ﾡ 

ると舞ﾡの減合は通かに修い。 その他、ﾡﾡ別のるﾡ八ﾡテﾡは 

ノ〜今町か多いが 面ﾡついでにそれほ ビ特 色 が現 はで ( ない 

コ し も注目 とz よい_

オダ/ﾡ 不在地ま規模別 戸数面績 Ctむ坂内は法林陽総数)

「 区 ア 数 面 魚
a数% 面ﾡ %

(ﾡ 数) 実 数 ( 数) 契 数

/ee 西以上 ( 3 ) ( 5< 2
$o〜/co ( ク) マ ( z。 ) ノクナ コF ユ

2o ～ 今o ( 3く 2 ダ d ) P sP .

/e 〜 2◇ ( 一 ) 今 ( <Pe ) /女 ダ

今 〜/e ( 2 2 // ・ ( 2 ) フダ 24 2ダ

k ( "3 2 ラマ ( 3ce ) 4 2女 2

スs〜ノ ( 2) よ ( <» ク 3

(2 ) 济/ (コ/タョ ) $e« - ユラ

不左地であるが. オノ章示したよう 上都ﾡ郡の不在地主 

数かすを占める対し オ今/ 表示す加ﾡめ不在地柔はア坂、面 

横共 に女で ﾡ内ではとも多いﾡてはない が先星林業地にﾡ〜る 

と和失は甚L(.

次株林有者を地域別に見る C才$2表)

平垣地 <野及加認 ) 2e 町T以、下特に 今町以下 素林地主が多u.

ﾡ山地 C下久根) s2 町以下が多(.



- 90- -9|-
山向. 率山向C上ス袋) ヨ2町上全部とそれ下のクラス 

力IN 表 村内地域別在村 森放ﾡ有 テ数

t ノ今 T フ○ロTム人 上

夷
野 死、加図 よ3人 M济人 コィ /

下ス長 < 2 二 ダ

*
上ス名 = 2<一 ノイ 22

合 計 /92 /◇2 ど 2よ

会

野況・ か函 2=% % 3
下 久本 二# よ うダ フ

上ス ヨニ 女 2 i

倉 計 /2o /。 o oo
--------------------.

。-

二によるヒ, 平地絶ﾡ京村地帯と山向地、 山百地の取別がば

キり しており. そのめ中で も山並山方に大きい山本ﾡ営着が編ﾡ

Lマい るコ とb 注百 とマよ C時函 ネョ函等照)

なあ, 才4章求な/表の公杵示さている通り 林地所有が今ス

下の窮組ﾡ との福ﾡく. ﾡ地を若 たない森林有 者 が相当 日 あ 

ることち、 ﾡせてﾡﾡるさであろう

ﾡ今3表 村内 地別ﾡ況

人 ロ テ 数 1β7>人ヒ 在 
村山挑地主 山旅労4者

野尻,加爾 千地滞 N eよd スケ ア ラーア よ3人 / ◇ぐ

下ス本 年山7地帯 クe マラ よ/ < <ョ

上スお 山向地ﾡ <<PP マ /ク/ s

<よス A クス

前 43 歳は一応,ﾡ家がア数の割合に平地に多く、 /町以上ﾡ 

林有 者が山向・ﾡ山宿に多い二とを示している なかんく 森 

林務者が山商の河に偏在 して(るこヒも 調査村あけ る. 上ヒ 

下め函ﾡの性格をAけて 山村郡塔 し平地村部ﾡのﾡ色を 出している

よう凡わる

3、 調査票の検言(I) ---経王体-

1 て, に調査票の検討に杉ろ う.

これを階層整理し たものが

羽4ﾡ 調査ﾡ出比と率

r
村 紙数 北 d tL 容

o町 以上 2 y <テ

! ヲ。 ～。 田T 2 ダ

! ラo～3o /2 * </

/2～20 o よ

。
so 2 マo

1 ノ〜二
/◇ノ < ヨ

卅 Z 2

回客も 意外 に綿ﾡであつ た

様式 は附表ネ2 表のりであ 

ﾡ表ﾡマ〜才く表てある 描 

出比季は 今4表に示 し だ通 

。 で あり、 回否はよく町年 

記載されていた. この依頼は 

森林組合 を通して 店ﾡ口行は

れた も の で あって, 領合の地 

位を報うﾡ料ヒもをった そ

ヒ. 山林そﾡﾡのうす 

( しﾡはれる小、固ﾡ有ﾡの

附ネオ / 表を南いてさたい. ここでそ皆主体の特色を出そ 

っヒLている 学ア、役ﾡアは人的性格を、現ヒ所得の割合 と車噗 

そめ人め王看ﾡ特色を示す役立っ宅てある 次, 土地ヒそめ 

ﾡ節は士地経管者 ヒ Lての構造を示すわけで8る
林業攻入が大さ な比1を示すのは $。町以上の 山林所有着であ り 

aめ 町T以、上の中 □ も こし ﾡ被す る着 がある ラ。 町T以下 をるし 

山林得 頼ら ないも が現はれる し か し、 こヒﾡ表ﾡ $s 表 

立本東5の 売却理由を見る とﾡ常支出のちめヒいっ もめが2 e 町以、 

上の大半を占めているニヒがわかる Lたがって、 家計に対するﾡ 

味はユ ○町以上め ク ラスいて考えるこ ヒが滋来る 左 を、意外に
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ﾡ一 左 かば,■専岡 にあ け もは採回数: ヒ 余 り ﾡがをい ヒいうコ ヒで 

あっち

ﾡ業攻入は<〜2。町クラスP多く、 そ以上てはケU. ﾡ地面 

挙は平均するヒノ。〜22可クラスが一番大さい L 新炭林の比甲 

も大き . ﾡ本以外のﾡ業がケい ニヒも 注目 されて よい= ヒである 

役ﾡ刀 学厂 共上倉ほビよいつヒが示されている

ﾡ地改革の影督つ いマは すで・ﾡ 4 章で 公 L たが かっマ 

こ の村の大キ い 标林所有 者 は また大ﾡ地マ主であり、 se 町T以、上 

あいて そのTﾡも. 今テでど。西歩し派刻を様相を示している 

ﾡﾡの半数は*田であり、 もし 山本がなかっ合ら 二らの地主 

は明らか口脱ﾡLたと考え られる

次. 戦ﾡにおける本地の流勤を見るヒ. $o町上はフても 

t,るが. ﾡ入ﾡも大=く2。町の増大となつている se～す。町 

のワラスな?西ほ と淳 ているに対し, /◇～22町のクラ スが2一 

西ﾡ大 Lてい る とがほ目 される

加除に取引の多いﾡﾡの 0 製材主人の歌説よる と、戦ﾡ、大 

地主と小地主か伸かて 中森ﾡ有 着②脱美が激しかつ たヒハっ:と 

であたが ここもその多 ヶの事索か現はれて いるわけである 

その他、 まﾡ額合のﾡよるヒ 戦ﾡ 山め売り物はﾡめてヶくを 

つ迫な, 注目すべ さ繰句 ヒ どて平ﾡ地ﾡ家がﾡ細を山を買い始め合 

¥なる自家ﾡ合けでなく. 新おのﾡ品化をも計つてい るヒいうコヒ 

をﾡってお こ う.

沖ィク章rあいて この村で 捨業による多少のﾡ済外的強制の 

ﾡﾡがか残されて (るしいっつヒであつ合が ﾡﾡﾡの比条がﾡ倉別
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2次らない ヒいっ車契はこのこしをﾡ書さするものであるかも知れ

4 調 査 票 の 検 試 (2) 素求そき ビ 産物処分 -

耐京オ <. «ﾡを中心ヒして森本ﾡ管の索ﾡを映めるこヒヒす

ま そ営林地までの西顔であるが 表い山で4里 ﾡ村の経 

及 山は軒下から/$町、 平均て見るヒ(ムがノ～今町 遠 

いムで/ざ町から2翌で ある.、ノe〜s。町の森所有着 クラスの

-着並いとつろあるつヒを注目出末る. 全体ヒLて、 本地を 

f得口*める 二 とが出末 ﾡ普ﾡ件口ﾡまれているヒ 見るコ と水出 

末る 、

話 不の植 はス当 2$e 〜<2e 本でsee 本下 が 多 い。基裁 はこの 

ダ声、ﾡ々平均に来ている様である. ダo町以上クラスな最も大

昇平均ノ万本内外、ﾡ上り増植している。 っ○〜す。町が

+本上, フーョ4本, ノ○町以下がイ本以広である

-見合う投下 物量 は*。 町川、上 ホ、年周 平均 «8oく zo～4o
町が/ee ヘ上. /e～>。町クダん そ以下て も5。〜«。く 

坂下している 自 家幼の授下置の比きはﾡ督を同あす約よ。%て

2～。町クラスがユ〜%て最も修い. 金顔で見るし ○町以上

が年回 一人 平均 ノノ 万円 e～ 今。町が2万円 ヒ(っ形ヒをつて来 

る 外 に 函 太代 、 地つしらえがかかるわけであ る

さマ、 欠とするうではす。 町以上が 4石内 , soへ o 町Tがフラク0
石, /o〜 ごo町 S-。 ーノ。 ○百 台 今町以上がき。 石内外である 冷
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ﾡ配置2 今年以上の も の が上眉 クラス に续中 していることょって 

分重も相ﾡの同さか起る, 資来の販売計画 と しては午石以上2 
テ 百石以上クテ、以下が女テヒいっ②公ﾡﾡ却を考えて思り 

不房の支出ヒ箱え るものノコア 当公らないヒ回容し白ものはク 

アあっち. 全部立木りで、 取引の相牛方ヒしてはﾡﾡ業者が多い。

取 引の形 ヒ しては下のﾡア 円ほピ即金一 回払が多 く. 金もある 

◇○町以上では相当回数公割 と 3月ﾡかかるあい もある

相場の知暴ヒしては上のクラスには負 らﾡ沼の業着合った人もぁ 

り よく市場をﾡ人てゃっているが、 下行くヒ部ﾡの評判合め、相 

キまかせたのが出て未る 特, 取引の孫に承ﾡを材点かつかまれ 

す 業者の云いをりにをる があ る様モノ ラフ 調査の結類判田

5, 赤林方有者の性ﾡ

オ4 ﾡでか Lたょっ に、 この村の大森林地主は大ﾡ地々 でる 

っ合.状っマ 歳地改準の形ﾡもﾡ歳村をみﾡけている その最 

高 峰は沟有後曲地主で あ 瀆 この絶景も 小作 自層が多多( 

とい う 華、山本労ﾡ者の飯※炭家か多い 山村め特色を勘考す札は 

ノ町へ/ 町のそ営規模 を拳しLて 両側ﾡをひ いてい る踏層分布 

店 この解放の成 を物語っ ている

そ北たも為らずオク章の検言を通じて われわは部塔におけ る山 

あ地主の地ﾡにﾡ画を実力を見油した. 二を封差的ヒか ホス台 

支配と杯する 口は会りヒ この調査村は文ル的都市的を洗繰を けて 

みし. ﾡ芸ではあるが対立ﾡの琴はなし。, 合・か 部分的口は 

そこにあいて示さ合ように、 第業ﾡ取叔をめぐる幼 の対とそ 

清外的な支配が見られるく?い口よる強制ﾡ) さらに, これまで, 

林米務者の過剣ﾡやも ヒいっ ニヒもなかつだﾡまた裂口あ 

りとはいえ、 山の中の袋小路に あろ本村で一人の 山特ち をLく じる 

-ヒは永久 に他の 山特にえはれる本会をﾡ失する コ しで, あり、 と同 

時にこにべるよっ をﾡ業株件は外ない めで あ る この村の系林 

所r有 着 や ﾡ材業者 が労ﾡ者を見→ける ヒ*ヒは ヒの部ﾡめく故者 誰 

といっこヒであって 決してﾡZ合を思うわけではない.

いま一歩、 進あて言う ヒ ニの部塔構成とこれをつをぐ常は古 

くから、ﾡ統さて未ちものであっマ、 階ﾡ向の鉄ﾡは意地解政に 

も抱ら中特統されて いるとﾡ無される (クﾡ).

この呉通にﾡまる-ヒケく. 量用お会にそしい村内優まるﾡ 

り. 労ﾡ市市場は永タ 買い キﾡ場であり 数身め株件はま し を. 

t L ろ 戦力の共林業地 とLて ○乱塩に し得ろ の は 大森抗地主 

てあ り、 人ロのﾡﾡと共に戦ﾡに平垣地域から も林業労ﾡ着が入っ 

て来るようなﾡﾡも既表はれており、 今お、 意雨お会はますます 

択くなて、 階倉向の条興 は受ﾡ行する ヒ解するこヒ水出来る

調査村の 山村 とLて の情色は比報ﾡ浪水株件に 電まれ、部域構成 

の形態 も木田率の他い 山祠地方 ヒ 平坦地方の 良いを見る位で こ 

L たるﾡを せて いをu, ﾡ業ﾡ成 も 歳林業をﾡい z は 石灰採臥 

業を数える位てﾡﾡﾡべから今日に至つマ ( る この様を単調さが 

もLろ山村ヒしマ特色のある経を呈とているヒ考える. 由末 山 

お社会が大キ く解休する通短おいて, 大ﾡな役ﾡを果すのは林震 

ﾡその他のﾡ呂化ヒ加工業の 現、 え通ﾡそめ他商缶造勤による
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そのことが封鎖的全落 自給的ﾡ済時代の単調さを打「ちﾡり 引落 

経 呉ﾡ的をﾡ業治ﾡとﾡ相を私通本構をもって 智の祭積表 

林ﾡ透の系併が行は伝紀的を部落構成をはH L く 打ち成る -ヒe 
をる このばあい 本村のよっ. ダ小路ﾡ置してﾡ業ﾡﾡのお 

会にえ L <. 山村 と Lて は農業株件にﾡまた株ﾡを備えて い るば 

あい」商業ﾡ口よる新 しいﾡ業を4入するお霊ﾡまないよ う

見える このこヒはﾡ治以ﾡのﾡ業系へめﾡ及が 村内の大地主 

た ど上層諾級の もの留まり 細ﾡ級は土地か ら流失する本会に 

ﾡま れて いたためヒ、 全杯し し て の都ﾡ構放はﾡべ とLて 同点的縦 

ﾡ村的 維持さて来てい るよっ にﾡﾡされるくその商 ﾡ家系業 

が増大 してい る - とについては既べたﾡけである)

この樣伝統的を環境の下 おかて 来た調査村おけ る ﾡ太 
ン ・

有着の性格しそめ政治的知害肉係を状るため、 ﾡﾡ的を環規の検 

と、ーカ 特徴的を私林ﾡ有着めﾡをﾡ与し ﾡせて後ﾡめ理解 

にﾡ Lたい。

6, の経済的環境

上述L合 5 う 村の主たる差ﾡがﾡ川時代からさ しちるﾡ化をえ 

せていをい. そうLて, そのうち 調治時代口は大孫が 大正 

っマ太材か市場価値を増大し、村の構ﾡにﾡ化を与えている そう 

Lて、 村の流通系商は明治ﾡあいて, 栃木め向産賀本支配され 

大王ﾡに至って 次才 に雇 沼 ク童罢性介増大 したと 云わて いる 二 

の近々 ーニ 里の 距 离 =っ の大きを市場を もっ本村あいて 商ボ 

治が常 受身め 立場おか小て 来台ニ しを 注百 するごさて、あろ う.

後述_す る様に 本村 の 大株林所有 ﾡ 2 二つ の ﾡ型的を タイ プなある, 

一つは名主ヒして復和期よ り 村の実本をﾡﾡし 3。町の田畑を 

らち魚林、の外に石灰 工場を 至ﾡしたK 家の場合である 国ﾡが平ﾡ 

地域のボ表的を季を示す ものヒすば: ﾡ 山商地域の 0家のはあい 

はこ九と異なり ノ町にﾡたないヤ歳からﾡﾡし、 大京の赤場ヒ- 

れを端緒 とする ﾡ業ﾡﾡを じて. 森、林ヒ田畑のﾡﾡ放J し. 系 

大の ﾡﾡ表 ヒ なっ ている

そうLて、 つれらの人へは込くﾡ下の諸ﾡ業ﾡﾡし 自らもコ 

れを主甲 Lている 中でも 如1銀行合併さたﾡﾡ米共銀行の要 

取 製段ヒして造躍していたﾡを迷けてあかな北ばたらたい. し 

かし こらの事業は自村おけるﾡ造勤ヒは異噴的を性格をも 

ち、 あくま で 商求ﾡ本の代表着 とLて の性ﾡ留まつて いた呉をﾡ 

げてあく.

病木か京を中と と、 東索以北における北向けの最も大キなﾡ 

ﾡの果散市場であり、 混沼は大ﾡ 除虫菊 太本の起地市易てぁっ

こめ- ヒﾡﾡにﾡ地市場ヒ Lてのﾡ色を与えをいて; あたか 

天阪に対す る 率 ﾡ家ヒ の ミ 肉係にあ、( たし理解出来る

上、部賀痂の木麻生産は既に述べをように夏郊義装にホける將浪岳 

ととての性橋をもっ。 蒸にーフ0て検まLて受マも,歳業は土夕ﾡ 

件版まえす 水田ス坂 4核 2«4ヨといラ 最ﾡの生え刀 を も 

っ に 親的 な(し こ対Lて、 大京のヌ収ノ4メ ス 2 タ万 円. 畑 

物 として は水田生雇力 口ﾡﾡし 市場咲件を備えてい る矢口特色を 

もつ この大京刻ヒ林肉仲買業を契救ヒして 当村沖- 0 森林所有 

者 0 家のﾡが当 家のをﾡ uたコとを注国 LたH はならぬ 商震



フローカーの暗認ﾡせら水当時戦べ、 今日 て"よ及協が大原景 

ﾡの基幹的役割を乗Lて いる舞を導て おかねならぬ. ﾡ協ﾡ山 

大京ば在維生産額 ノラメのうち。く←万メ. 乗皇を昼じてﾡﾡ 

まする(中数料ﾡ庫ノメ 単協み). ﾡﾡは向ﾡ相場を月3百 

通系 民 に番 Lて, 大いに歳民のサ ービス 2ﾡめ成采をﾡめでいる 

な ﾡ太、 震沼の仲買がき末るっヒヒ、 ﾡ細ﾡ段の舞迫阪ﾡで3 
ダ はつかめをい L、 相場の色号ﾡに なっでいる

7 本差 物 市場

大京を中 e とするﾡ業は既述た ようヒ. ﾡ地の限ﾡビ歳業 

子竜の修さから得滞ﾡ入て 0 る と解す る = ヒが出来る こ 

対Lて、林ﾡ物市場はﾡにあける材ﾡのﾡと共に, 新r市場と 

Lて林ﾡ造ﾡを刺ﾡ とている

ハえゆﾡ調治 ◇・年口お けるﾡ番とﾡ差ﾡの 構成比率はクク 

ダ対zフ 大正ノク年はどく口対してっく% 認知今ﾡは 

さ。対Lてノ4 であるく西み」 工め差物が※そﾡ、 

/e 炎の大ささ を示 し合) こに対し、ﾡ紀 ・。坪蔵 あける村民 

所酒 o形 成に一次台を ﾡ与を し 合表差物 し本ﾡ物 の村外からの許得 

を握計すると 歳産物の現金収入ク百万円に対し 林、起物(素材 

=←+石 ﾡ方 * 万 東ﾡ材ﾡを倉む ) の現金坂入 はど。でみ円 て 决 

る. 林ﾡ物の得がﾡ価口大きをウ エクトを占め る2全フたかか力 

かる. こみ本ﾡ物攻入は=次的はﾡ林労銀ヒしてﾡよア万問,その 

処. 森林ﾡ有着の 支出 となフて村の中る週転しで 得を汝生するの 

てるる分ら その大なはﾡﾡ物に匠該するもの ヒ解する=にス出来
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る

コ の勉向を反ﾡ Lてい るの が水田 ヒ 山林の ノ 反当 り 価の福杉で 

あつて 村のえ起業森林ﾡ合長をさた大系ﾡ有着 o k.の記ﾡ 

をる と裸山を考ﾡお(て,

大正未 (ヌ当) 山林 sグ 町T *田 3ec円 畑 ノoク円

ﾡ細和類 (ス当) 山 林 火◇円 * ・ C 相 ノ◇0円

昭知中ﾡ く ・ ) ・ バク円 ・ ミro円 /2○円

現 左 く . ) , 2ァ円 ク 万円 ダ万円

であフ て、山林の水田比ﾡはな ををちと い う 爰 篷を 示して tる。 現在山 

抜の 出地は殆 ビをく ﾡ逐者が多い ヒ本本組合の人から説頭を会け 

た. 山林地価の 二のﾡをﾡﾡはこめ地河の 発展ﾡを土地を者か林業 

ある とを見ﾡしマての骨ﾡ品台を価絶てあり ・国ﾡも務らし 

(現家るはある まいか.

ﾡ ノ ﾡに述 たよっ にﾡﾡ林※ ヒﾡﾡなの特色はX京市場に対す 

るﾡ放ﾡのﾡ供あっち. 震沼林業し慶ﾡ木めﾡ及がﾡ治より おく 

れで ネー次大戦 ヒ夫ﾡっ 白こヒ し かも長べ堀を逐する中目材の 

差地ヒしてあるっヒ、 *=次大与 式具よる魚木消化市場とを 

て以末. 全画的をスヤ中目材司場 と Lてめﾡを占める至つさ 

の ごある にのﾡさヒ対たする加ﾡのﾡ地市場ヒ してのﾡ=を見る 

ことヒする.

大工初年 *スタービン九ﾡノ合み製ﾡが出来. ﾡりまでR製 

オオ匸場ロミエ. 場入地来左. 電ﾡs。% ス中ロ分坂五分ﾡ ﾡ材、 

スキ ﾡ割をﾡし 権魚を最も多量にﾡした. カニ次大戦前 に 山 

一 流 ﾡ材+ 造材 C山師 とﾡしち) があって 震ﾡ対するﾡ地市場



-00- 、

をﾡ成しち ので ある Lか L 太材取引 参するﾡ人 ちﾡ人 かﾡ

て そのﾡのﾡしかったこヒから見ても その経彦ば大凡ﾡ侵モ 

' れる

敦与 上あおける 死化は トラック て、奈材のま ま震沼出る ニ ヒで あ り 

ﾡ材7のﾡ巻の西ﾡを気である 現在 ﾡﾡ工場場フ ﾡ函2工場下 

ﾡノエ場あり, ノeﾡ力前ﾡであるが 大さ 工場で も店向348 
内外. しかも弟才扱番か多い. ﾡ出ﾡ品のうちﾡﾡみﾡ合か夕くを 

フたこと色けが交している 現在. 上み工湯のうち2工場が休業 

状ﾡ口 ある 太な商 はフロー ー を合 めて と 久二のっちヒ 混選 

のやﾡ人 も数えられる

戦お mﾡおいてﾡ殊透永材をﾡいて は製材が成立しない事膚 

をっ-で はﾡ言する ご=で多ろう. 茶は完全にﾡﾡの産たでるり、 

市透か形放される余地はをくをつている 理由ヒしマ. 震沼製材業 

の枝術ヒ支配 ト ラ ックﾡﾡの音スを洋けて おくつ ヒか滋末る 

そ合け 立木ﾡ格はﾡ責 し 地の市場お ける地ﾡが高 め られ 

ているつとを権ﾡ末る たな 今今表見られる通リ ﾡ老日

アダ今表 加ロ素、立立木価格権移表Cスギそど寸,未ロ〜寸)

<最念 C桑 高)F 弟辰 く歌属) (最高)

昭 e ク 昭 2
て ○ce

2ノ /二 - e フ く <oe

フニ ダ◇ - / o よ 之 <ee 一 coc

/ダマ ー 2cと 夕 cc。 - 2ヨoo

二必
ラ乙○ 一 今ce く よc。 ー e co

と <oc - <e ○ aノ メ <co
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き 蔵込 中目材 価 格 の 権杉Cヨ天さす公)

よ C今日) <<o <ラ可) 2〜さo

フラ ﾡ(◆日) 

1
フミ <z 月) oco

s 与C4月ゝ CヲH) スー=e

さノ C/再) ユ。 S◇

市 T ろ ﾡ才価格み昭和 2 •弟から感努線を ヒる ヒﾡ化かない ね花 ら 

ず 熟の立本価裕は soe 円からノ=e。円 といっ 下ﾡを示 Lて 

・ る 市場側が立太ﾡ有 ﾡ対してやは り強い と考えらる

ラ引 ﾡ Lて, 株林有着の性格を物きる ものヒ Lて材ﾡ測実の 

同黒かある。 平均太をヒり、 こを実現して本数でﾡ出する ¥の 

平六の ヒ ) 方かﾡ何ヒ おﾡﾡてある と評する 人がある 多 I とも 

て ヲ◇%位の申主かあるのてはないかヒいっ だか小ら 人ょ→て 

はﾡ測の/。%増を琴求する ヒいっが >も報拠の ない- しるあ 

3. • ・

のことを=様に解状出ﾡる. つの村な新共林ﾡ地であって、 山 

二対「では陳政な至首加行はれて を、り 林業ﾡuを人でも、人夫 

を入れる とさヒ. 取引 除 して 山に入るﾡで日常能えすば回 してﾡ 

「当る一 とがを いといっニ ヒカモ/ハラフ 調査で歴か介められ合。

つは. これは市場ヒ現地の面汚で確かめもﾡであるか、徴税 

口吹して. 業着ヒの商に宙熟の解を得ることか、 多ルめ相場や 

重目にﾡえられない ヒいうつ ヒである

=の現家は森本組合造勤口福ﾡﾡらをつて 来る 調査村におじ 

て林繁ﾡ術め啓家運勤がﾡであ り あらる階層の会言かコつ

て の 組令 の意ﾡ をﾡめ、 ら その振 を展 て いるこ とは こ
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新本女地と Lマのおく れを依長 とよっヒする 意钦に 合致する. と 

かL. 組合がﾡ済治ﾡを行い 場対してエオ有者側の創益 

を増会 しょう ヒいう 動き に冷次 を 剣長 らホつみ事情と ﾡ豊が あ る 

ﾡ妖ﾡ協が大ﾡにﾡ室 Lて 行って い る市場治ﾡにﾡべて森林組合 

コ の ﾡの造ﾡが盛 り 上がつ ていない こヒはこの調査の一つのテー 

でるろ う. 市場造ﾡ 同重 して. 上述〜 合ヒがら を統合 J る 

と、一流. 後 ﾡ地域 とLての 林ﾡ 元 場 にえﾡ目ざめていをI 

こヒ 査々4〜。 ktのとつろﾡﾡという強大な市場をﾡして 

ﾡ地市場 と Lての組得の確立が困ﾡで ある こ とが目=れる

新炭 の 生鹿 な薪■ホ約 ノ4一万来で： 太炭の生ﾡは殆ヒない 咲末も 

ﾡ焼がノ。人経ﾡでさ し白る ﾡ撃性をもたた いヒいラつ とであった 

石次の 生ﾡで ﾡからﾡの ﾡ琴か多かっ た二とか太炭の生ﾡを迫ﾡ Q 

しをかったヒﾡらる

林業労ケ っ (zの ﾡ布はﾡ *5表に洋けち電りてあるが, ﾡ 

巻の需給を調ﾡする親方 もをく. 旦ﾡ三んと労 ム者の欲故ﾡ係が主 

である-と が本村の特徴であろ う か. た た 県 行造林に雇はる央 

の山同地のﾡム着はﾡﾡがﾡ く, 旦那 さ 人 に結厶、つ く 人違か俗い 

ヒヒ 盗年 平担地のﾡﾡ部ﾡからヒム者が出てそのﾡ金か最 

冬い= ヒかﾡ取さ*た.

8. 大 森林 有巻の姿

本村の森林ﾡ有者の性格について は たさ に拡 たり である か 

2て・は人ヒ してめ性為を述べて ま、たたい.

小学校長さノは、この村は平細な村であり、 ﾡﾡの市街地からこ

-I03-
→ち入るヒ. ﾡが実に絶卜で戦石の周風 そまらないこ ヒをﾡ 

ていた 私の幾っ かの仕地の うちて、火 えの協か もﾡﾡ的, 上級板へ 

の星学も多く 一番ﾡい とつろで出末ばﾡもヲの村ﾡみつミた 

いと云う. た白ﾡﾡ昼用のﾡ係が強く.係的であるヒ評とて0た. 

人物 としては湯三4ヨ ぐを はじぬ 大倉系L 会社 々長※食 

多くの 人物か軍出 している, (ﾡ元務大ﾡ)

二の村から 人ﾡが比報的出ており 候系例えはﾡ衛長官#田 

6の地盤であ るというよう を事情は山村 ヒ Lて はﾡ目 これて =ハ。

さ に三の村を代表する大治林所有者 じLマ 昼統ﾡセ銀立→ 

名ﾡK家ヒ、 明治大正ﾡのﾡ状地主0欧があるこ とをべておいた.

っては多少面ﾡ一いZの ﾡさ取 1) をﾡ理して おくこ ヒにょ→て 

理解が助けられるであろう. -

(の) K歌いて

k泳 ﾡ有林野/ヨ*町(用材お/e。町) 敷地/。ス(水百 

どス) 解放意地2 <eス、現在ﾡ展島長、 

和べ 室永ク昇※ 名主→ ノ代き で、 

ノ2代 T 依 く 中 の ヘ)大ョヌ

P長 ラ代村長くﾡノョーコラ)村議 郡会議要 ﾡ展 

局長. 植林更當 に 力あ、 村有林の準成功ﾡあり 本区 

功着

ﾡ治/ク加図石次株式急社を認立初代社長. 加蘇貯• 

ﾡ行を設立 初代源取.

/ョ代 Hkん くﾡ存)

欠の 業を継いで級行頭取し しマ ﾡ銀行認 9 合
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ﾡまで社、村長(大/ョー認ど、砧/クー郎々)初 •代 秋林組合長。

ノ4 代 エ イ

明大 ﾡ永協同組合長.ﾡ沼太材会社々長 条林組合以を 

ﾡで現在部侵局長、消ﾡﾡ長

同 象 は 古く 上 り 大ﾡ地々ミ(2 ク西九 石ス山 そ巻 者ヒLマ ま 

ち村の古い植ﾡ家 とLて 注目出末る Ce の鎧旅木め り 古い 

ものて 2すe 前の も の と実. ﾡィ号林図残存).

同条の林野は千ﾡ地力の林地を多 く L 乙るこヒと今級の古 ( 

ものか多いこヒを特色 ヒ してあ" 連臭校とニク方面 口乗中される ミヒをる

麦目すさﾡさヒLて、 ﾡ右. 震ﾡ眞本&ノ○。万円の相当大も 

い 本材会社を認立し合,(の様を 山林ﾡ本の太材市場→のﾡ出はﾡ恐 

では冰 た例か、ない.)農地解汝 と政産税の 戻係て#水の陣をて周家 

の維持をはかる = 匕次主な動椅 で、あ り. 宜役にはﾡ着とﾡ行ﾡ価か ら 

久を入た. ﾡﾡ的。e○石を扱い材価高ﾡと夫 事業 も権星した 

か、昭和2マ7年及んてそ常西難ヒをり. 卜失は引のして業界出祭 

の1役あ とをﾡり、 株主 ヒ Lz め地位ﾡま っち.

つのﾡ営は失敗ではないが、約々女はﾡ役ﾡ係の 太をﾡz Aか
・ ・

そのはあい、税務ﾡの血スか最ﾡで自家立太のﾡかを中 .口番常 

か放立し をいこと を例証する結景口終ってい る

(b) 0 家 C)7 ^
o K 所有株野や。西(ﾡ林ノラ。町)、ﾡ地2RC本田今烈.解政意地

タ e ス作 2eヘマe く)、現在 森林 ﾡ合 長 .

先夫代 1.0. (ﾡ永ど一昭?) よフォ

ど烈中Iﾡから出ﾡ ﾡﾡである と共ﾡの仲ﾡ(をﾡ継 

ヒ とで麻のアﾡ、ﾡ具販ﾡに よ () 内ﾡ的金融を行っ色. 普太の 生 

ﾡヒ太本業も行い ノョe スの殺地地主ヒをっち。ﾡ治未ﾡから 

下費電、全A. ﾡ送業、製京会社に出ﾡL まち 先のTke 
と共に意沼米ﾡを起した.(各会社の取部役にをる 明治琦代、斜 

議 大正に入つて采ﾡを柔て意会長を「仕している 

とかし桜ﾡし合諸事式は" L も成功 L合わけではを く今百に 

ﾡっで い 3のはやはり 山林か大きい。

走べ T○次C承元ノ拝〜大正4年)

Kみよ ( ﾡ子徴組 主ヒ Lて石双タ社のﾡ巻にﾡ事。

受在 Y o.6 (明治 se〜 ) ^

候大中、天神I銀行にに勤考、村長ををて糸林領合長として現雄 

にﾡる ﾡるから2温知を紳士てある,

○口志ける特色は 先マ べの異常 を山 本の銀中 と植妹の を に あ 

るとえってよい合ろう. 明治十坪から植本を始め、 調迫式ﾡは山 

を皆 ﾡする 記ﾡを南始 L 合. 時 植林を盛に行っ め大王初 

坪でめ っ たヒい うコ とで ある 植林ば スキ e%=, キクク/ 苗木 

夕立鹿を行い, 木材業, ﾡ炭販たをも行たつヒは証に述べ台画り 

て ある この人の植ﾡ事業に依って大正ﾡ代の村の植株ﾡが数吹さ 

れて 白こ とがわわの調査ヤのﾡ歌会おいZ強調さて () ち

(C)(7) 混業行

調治 引ラ 資本金ク 万 円でﾡﾡﾡ 銀行設立

・とさ年 ﾡ本金 ・。7円 に増 ﾡ

大工よ年 賃本金○。万円口増資

大正/ノ ○. 加ﾡ銀行 ヒ 名ﾡ次ﾡ
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大正ノ2年 累ﾡﾡ行と合、 資本金さっ万円資しるた沼六 

業銀行ヒ L て村向加愛支ﾡを家 く.

更知夕甲 足利銀行 と 合併.

人村であっ たﾡ こ合けのﾡﾡか見ら れた一 と大地主層 

と石交会社の得在, 大麻生涯. 林産ポが主西であると弟えらスれる

a 政治的環ﾡ

m減系林、ﾡ角者の う ち大地主は指等 口富み 村内 に あけ る重 関 

をﾡ置を 占めている にあげた三家の人々 さけで も一加 蘇村の 存 

左 とビま ら才地万的を存在である つれらみ人 々がかて はﾡﾡ 

兴栄銀行を背景 ヒ してス意ﾡﾡヒ県内係守号ﾡぎ査キをなしていた 

つヒ スw そのﾡを以て戦人ﾡﾡ市書地に木林業を始めた と 

力軍さるのて・ ある 個々のﾡ林地主は比ﾡ的周辺都面にﾡ故係、 

をもっているとも 洋げて あ かね ばを ら ぬ.

大ﾡ林地主口対する翻発株ﾡの守天ヒい っことも、 先たに検討 した 

通! 丿であろた、 意業村しLての性格し, 産業構成のﾡ天ヒいラ 

:ら 比ﾡ的労ﾡ株件にﾡまて茶た=ヒが 村内の創ぜを対立 

Fﾡかなかつた主を添因であろ う と権察さる

そのス面, 村ししての失通のﾡ害もクく ﾡﾡ並ﾡ地ヒして、都 

会的を性格もあ る 歳協が大海を中u とする 市場造ﾡを もって 国ﾡ 

出まる P報べる ヒ, 大森林有着はﾡ逐求巻 と②結 よる方か組 

合を通 じて 公南的に共通の利雪を追双 するよ り有ﾡである = と に-. 

い で も証述べ合. このﾡ情を更補足する ものヒ して戦請中の 車 

本組合かﾡ督指管を強ん し、 合国最高の供木放績を ﾡけたこ ヒ 財 

走税の評価の 高かだたこ とがﾡ係万面のﾡき取りで判田しち。

クくのﾡ層の人から村政のﾡさをﾡ取しても 戦司の小作料九グ 

、4% ヒ 5 う 比較的意笄で あ るこ ヒ. ウいによる強前を除nマて 

さ殆と向ﾡのをい 平知な村である そ の 表林組合の役ﾡ構 

最初 から ﾡ化が見ら な いヒいラ= とは, こ ヒの良るは別ヒ して 多 

くの人か ら その委ﾡﾡ営社判の目な向け らで ( たが コ水は村 

み 政ﾡ 的 〜 Lーピン の単 色を示す ものではあるまいか

ﾡ林細合のﾡ用から 見て 相場の情報を得たヒい う - とが附友ネ 

表 よって 知ら ﾡるが、 この経ﾡが意協のはあ い ヒ は違っ ので 

あっで 商依事業のタヒﾡ究指等、 普太のﾡ入 ﾡ林ﾡ助会の分 

記かその 主琴をる影響である.

普太の購入 っいては $。 町上有 若 ホ平均が今本,っ。町以、 

E フ4本, 今町以上ノイ本ヒなつている

ﾡ林ﾡ助金はよ。 町T以上が今ヶ年同ース平ク4円 =。町以 

上ラ4円 ニク 所以ヒア 彳 円. ノe町以上く, 今町以上つ4円 

z あ る. •

額合才 用フいで のﾡを示す ものヒ してせ論顔査の結暴, 校術 

につて最ち条心で、あり. 及示林の設置、研計ﾡ会、講雪金の指海, 

天地指ﾡへの一層 の熟意,ﾡ良い普をﾡせよ ヒいう 共通の琴ﾡ 

かある 2。町T以下の階アのヤ、ﾡ謀金がﾡいヒか 系材、製材 

の設置について の受ぼがあり、 大ﾡ太ﾡ有着に役員が多すさるヒ 

い う ﾡかあ っ さ.

特球意見ヒして 元差業組合常務、元象妹組合校買をし合4。可 

孫 林、有 者ﾡﾡのものﾡ目するべそものかある ヒ 周っ
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a) 役ﾡ構めか沈ﾡLている ﾡ新性をごむ。

) 組合ﾡ課金を増徴 して ﾡ合は 政治治ﾡ余 ) 出すべちてあ 

る

c 指導翼を増m Lマ 校術指ﾡ造動のﾡﾡ化を 図.

といっ のがそ の主な も ので ある な. 同合は当 地 の 桜の 役ﾡ な悠

< 代は受一層ヒり入えらる客るあることと. 大森林有者 

のﾡ合ﾡﾡの不ﾡで. コ えをﾡ用 して いないヒいつ とを有指 L 
て い た.

調査に奈 Lz 商催され台産歌会口あいて も、指ﾡアの共失は若 

くの代 をっち ら知らないが われわれの 目 の思いﾡり組 e にﾡ

事賞(主ヒLマ」 製材、 ﾡ材事業)を本ﾡ的にヒリ上けるこヒは

末をい」ときﾡこてあり またK俵は, 震ﾡ式巻レの級故係 

ﾡ争肉係を考えて も 組合の 経ﾡ事業の成立が西ﾡである とされ合.

最右に、 二の村の森林有者に特有のﾡ術がをく その日幣の自 

条蘇林に対する ﾡは他め侵良林業地のﾡ林条堂のﾡ力 報 るヒ 

ま台また放置さて U る様である 産ﾡ会出ﾡさ合果の林、部 

ﾡはこの科のﾡ術は現在ﾡﾡ類にあり、 現寒. ﾡ庫 普求芝割口ょ

て水ﾡにﾡしょっ とLzいるつとをﾡﾡしてあら合。

乗め組合指ﾡ市はあく まて指ﾡ事求の線で あ り、 写細所有 ( 

五友以上)t包令して. 平協を有放するヒいうつとであっ含。 とヒ 

えは大表林ﾡ有着に よ る 上ﾡﾡ地カー円の協目組合の形成かによ 

ーマ とリ上ら を かったしいっ事ﾡの 読明 をけ合。
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’ オ9章 森林 組合の 実ﾡ

ウ ノ過革 •

ﾡ細 /ア引月 本額合な加系村を区域 ヒ して 迫稲ﾡ系太組合ヒ 

Lて承した. ﾡの権場 よっ て今ス ラ以上の ホ林ﾡ有着 4 名を 

銀合 と とてﾡロ* 4コラロ ノロ当田 の払会みて設立さた. 

当時すで口輸時休ﾡ下あかれて () た. B和ノ4 評3月 は木材4 
制表か公布 さ れてむ、り その編規 ヒ とマは今間的な顎給国整には目 

本 木太株式夕社かあ た り、 地河的なﾡ配給権ﾡ業務口は地方太ボ 

株式会社か担当する ーヒなつて 0)合. すをわ ち地木ﾡは その景ヒ 

おける ﾡ林有 者木材喋 者粵を包括 L た太な生ﾡめ配給め紀合体て 

あっマ ※の※ﾡ とする ヒつろホﾡ紙ﾡ法ﾡヨ〜係め ら右 

立太の買入れスの付ﾡ. 太めﾡ」 木材め買入*, 多ﾡﾡ性に販 

売の夕であつ 合- すで 2設立されてい をﾡ林組合も太なﾡﾡ送の

のよ うなﾡ及あいて 森林表の本未のﾡ命ヒさた確ﾡ紫の調ﾡ 

海業ﾡを縄放して 2れにﾡいた起業の ﾡに (うコ とはﾡ行め

ひヒ至るつ ヒなくしてﾡ制求構の中に巻にキ、 太当め画 

日おて 地木社め下ﾡという 役割をﾡさごるを得をかつ合. 太おの

煙及ﾡ置の業考は前 のたよラ に地本社本去の仕事ヒ しz系林、 

組合が行っで とを許さす、 ﾡ合はもつらﾡからのめ太ﾡﾡ割当

をうけヒり これを組合司にﾡ当て 地太社浸すつしてあっ合 

立太代株計画はﾡ木者め 請にも ヒすいて ﾡ高 直ﾡよ才以上のば

株可能量を対象とするもめであつたが 現実めﾡ公の 商セは大さを
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市ヨか営じたため 口銀合自 らが3○年の故分ついて一脅調査を行 

カモ、う を得なかつ ち. 二のニヒ は包合か組合ﾡのめﾡ市にﾡ してﾡ当 

のを Lテな らなかつ台業ﾡの一弟を 示すものである

立本の失ぬは領合ﾡ口かわフてﾡ横 価線め 享天を行い 九を把 

本ﾡ浸す コ とてあっ 合. 毎合取元今坂料ヒ しマ フ* のマー 

4ン を う テる ニヒか社末合 次表組合の取板数量を示すと

ャィ/ 表 林産取扱数ﾡ

の= ラ 海ﾡ祝悔下 のを合はﾡ払を ヤ u と と た兼務が体とを

材立数書 新泉立太救量 

互

材ﾡ 計

バ石 指 数

- /フ ダよ /マスョス /c

夕そよ 22ce ダzPX sタスク

ラ 22 2222 32< /

ヨク// ・ < ダoo
•-

ジ N04 22 ノ よダ e A 2sよ 1

• 三 ろおっcg 2 2eo f pco . 2 〜 ナツ ；

- 2C 2eco /ョク 3 22Pノ

ユ ,メノク Z/ゲ2 <ママze 24 よce
--------------

22 s44?ーー Po ス女一 2イ23 <マP?

<
2 c22 ンc0o ルタグ フ M g

ど
---- _........ ____

ユ&o
__ . . _.____

22 2Pク /

ま た 本なﾡ 意を めなって 政料助 成 林の 新「認が組合 業 ヒ し マ 

とおらだ。 ﾡ沢小ス 小ﾡみな道のﾡ裂がくれであっ台

"三 紐. 合の噗務 收入力 季を ものは次表の置りてあつって立太販売 正 数 

さ、A!部 R大さ) 事が定ﾡ合②性ﾡを物認る ものであって 昭知 

2 ・ コパ 异廖 の認売益は杉 ﾡよる ﾡ項ﾡ売 よるﾡ着て ある

地房中お十るﾡ9み株出強ﾡのﾡ凄はAﾡ的に非ﾡの台とﾡり
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松出 立木の返還や他格砌 ホ治猷し 場. 当村ては景糸と地太社高 

ォ2ク表 諸 ﾡ 益

于/
よ 2o ユマ 3 コs 4

・たイ4 T- c4P- クfP cよ3 323 cc.c☆c スPz スsS 2コへ

政夜キ区
a 空 2 フノ ・ ・- よス

然M展 一 sx <2 一 一 一 - -

神金 3eo タニニ ク ヨo ダョo 一 ooc 一 一

•T茁
| 斗

二 - —
二 — 孫内q *ジ:ぐod 4あ2 a ce^

U-
3P /asダo -&タミ 34"の レンなど一

_______
コイ 培”/ e

のス渉にたねられて, その決え状い立木ﾡ状のﾡ料の 支払経 

ﾡて ﾡ求Lたょ うてある

報後おいては太お統ﾡ法は最大最ﾡの戦ﾡ立法である とLて強 

4 永ﾡが叫はれ, 組合系紀の ラコヨ ヒ してはﾡ材都合を 目標とする 

合 物品ﾡ 森本係ﾡを目的 とする ﾡ歌改革かヒ り あけられん た し 

合 ﾡ後本組合は本め李ﾡを僅かに行っマいだが、このよう 

なっつさ対施 Lてﾡ知 コ/ 今月4日にて らかれた役頁会のめ内客 

を#るヒ 天事項 ヒLマ次のつ ヒルあ らて い る

) ﾡ合事業 ヒLて 材所フ ヶ着ﾡ

) ーケはく令知田内地内2ﾡﾡ中め工場を買攻. 他みーヶﾡ 

は左固ﾡ業会怖田2反を癖 Lて製材工場をﾡし 大ﾡ一台小 

編2色を新談するこ とに決火

) 賞地 N ラク2色 ﾡ入

か くて ユホから 煮ﾡのﾡ始ﾡ報.製乱 木材工業まてを組合のキ

. 一 直 京謀 を行う； ヒーに次賢しためて、あつ た. それてど月今日ヒは 

日た製樹工 浅の和系及ム赤林組合壁営のﾡ魚調査請を行つて(る

__
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x ク 月ど日役買会ではス救工場の買攻不調の場合には別会新認す 

ることを決えしており トラックの弾入を完了した. Lかしその後 

の情ﾡがビう表ためかみ月 ? 日の役ﾡ会て財系ﾡ合のとめ 当分見 

合せ とい う決ﾡか士れて 了 ッ ケをく 産しz る 以後こめよっな 

太材立工事女への楽及の着ﾡはﾡて ら合なが、 ベ出事業は小規ﾡに 

おいて組合買の必ﾡ口ﾡじて ﾡ行さ合. 昭紅2 今年現在め事事所 

★新装ミゼを 函細コ4ﾡ森林法改正よつて ノノ 月辰款也故無員 

会を南=更和フク甲ノ 月ﾡﾡ次受組会をひら (た。 受今月引ノ日

一 回面常ﾡ会を果 し 新校 農 を 更桂, グ月 ノフ日ス 受を記を了

ﾡ天ﾡよっ乙 ノ 町以上の所有者 フz 引名を正組合認 とL/ 町 - 

以下のﾡ有者 z 名を準組合員 と Lて合計 ヨ*夕名をもつて油ﾡ親

メ。4/ よ◇◇円 C/ロ マe○n)に増ﾡした.

改ﾡ後にあいて は造林事業 . ﾡﾡ事業か組合の中的を課費 とをり 

額苗、ﾡﾡのﾡ符指等、ﾡ事業, 販売肉係への業ﾡが主要を地品 

を Lめフある 新組合移行後の蓄ﾡﾡいては組合事式の項て 

善述すろ.

組締
(/) 額合京

昭和ノ7本組合か日ﾡおを区域と して設近さ朮邑 その放 

に よる と面ﾡ反以上を もっ系林有者の強制入であっ合. その 

当時のみ組合ﾡは地区内 44名 地区外 7ど名から構成さてい合 

ﾡ合翼はﾡ当時とﾡﾡを く フョ甲 «名増 っ4甲2c9 名と 

さ り 改組当時2の ま、移行Lて現在至て い る.
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お内外所有者の区 を示すと

ヤ$表 村内外別ﾡ林所有者ﾡ

区 公
内 お 外 計

へ数 通 茶 ヘ* 亜 猿 久※

今及 ～ノ町 ☆9人 ライR一 ユ人 zs*os ら Sン928Pec

/町T〜今町 ノo/ フ.今女ダ2ョ ミマ よ /ラョ e $o2/

今町へ ノ。 町 e ◇・ス女 クS/e2 < ょ24ごく、

ノ。 田Tへ 7 o 田T 3e か ク ラダー 夕よ2イダマ7

2o町へ。 町T 2 / 4―加/ 不 <<ク2 クノ2 ユく <

ダoHT～ノP2 町T 今 ラお品 oco 2 イ4ナギカ/ z eZ $スダ

ノ ◇○町以 上 ス o o ユ ヨ2く 2ノo

計______ ス& よPスニスダ P/ seRoea 2イPsd sクマ

(本表で は一せ常中に 系よ所有 者 三名以上あるときはえを合ﾡしち) 

すをわ ち組令員 ラタるの う ち地区内ﾡ有巻は >3よ 名 ざ"% 

面線では.ユノ ク3 町の うちく4みよ町ククメ 口相当す る, 

まえに心台よっ不在村有者は旧ﾡ沼市や 隣拝町村への 布が 

多く甲都官 日光 東京. 点王方面にも散在Lている そLて所有 

ﾡ績か大きい階層経 ことノe 町T以上ア ヒ おいて全体ヒ Lて村内思 

佳着 の占める 合が多い 小さい ﾡ有者層に 料外ﾡﾡ者が案外多い 

のrは人ロﾡ出を物語るものであろう. 又 組合買の構成をみると所 

有石層かぐス〜 今町層ﾡ中的てあるため 編合戻め構皮 も当そ 

のようを比例ﾡ係ある 領合買め多数がさ=にのたよう、 良 

※を専熟業ヒ Lてあり 毎合貝の表株所有規模と歳業経啓規頼が本 

村では相戻的でを(.

(ス) 役ﾡ及参与買
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泰益組合動同組合ヒして置替 とてく ためにはﾡ買の構成かﾡ 

季を受系とをる ﾡﾡはﾡ合ﾡ口対 とて全面的を定頼ﾡをあたえる 

ものでをけれはをらたい 信ﾡとは円満をる人名 能 な 経験導ヒ 

白 する線合的なもみであ羽 のよっを役頁口台 いすろ黄格はそ 

ク送出 ヒ くべつの含 ﾡか要である

ﾡ立当時にさかのぼつてみるヒ, 旧額合当ﾡの実ﾡによれは、欠眞 

はﾡ事 7名塩事 s名であつ 合. ヌー回型常貌会ばその年の 4月 に南 

かる は すで あっ合 かﾡ送挙 のちめ ﾡさ て 結高 翌/ よ年の/ 

月 に同ﾡさて新役買か決足L 合.

役ﾡ会め記ﾡによる と領合員の幹部の向で子め人送が進めら、ﾡ 

会の帝上議長後口 よ って詮衡後買が指名 されて形 式的決突 され 

之. そは地区代表的な性ﾡをもつ右もめであっ合. 額合長ヒ常費 

型事は理事の互送よった. その後受欺に示されたとあリ ヲ年 

ヒ改送か行わ れて来たが 以後 も二のよう を送 出 方ﾡが踏炭 さ合。 

改組をつてヌー回の役買迷洋で村会ﾡﾡ乙あった共食、が立ﾡﾡ し 

治 がこれ がはじめであ る- 改組後の 受ﾡではヨ名の増 戻で新親 め役 

頁が え たがほかは前役 頁か香送されて い る ぞれで役ﾡの性格は

侬然と して度らない, こを表に して示すと次のよ うである.

微頁 のﾡ費府為 面績をみ る ヒ、領合員 / 名当 面ﾡ ど町4友に 比報す 

るし役ﾡのそれはﾡかに大去い. 愛する大ない し中規棋府有者が 

太新分である 二のう ち最 も小さ いﾡ有着である C食 ヒハえども地 

こ表約に墜出される結果てそゆあ地区ヒ Lては最 も 大きい階尸 に秘 

する ヒtわれる。 このよラ をくﾡは所 素林所有者の緊ﾡの と二ろ 

マ»析されたよう歳地改革前は大半が大地主てあ リ 村会議買

ャ分夕表 役 ﾡ 一 ﾡ 表

せ帰 2. 4 な名 役転
2 株

減
スエ元不 
2引全 ﾡ X 4r類 棟 今 学 証 ペ 考

中店地常 A 相合長 の zc% 杯 ズ ラ = ケ 属元大 ・

本* " B 活 羽 よ よe RXほ新) /三 </ 子 -1
&ボ : C 5 及 X コほ a 冃 / o 座る意休、

及* " D < ピク ﾡ会社2長 コノ4月 /ぐ ・月 大

中 同 ・ E 2 $e 22年4戸 2ラ 入る表点、

ゴ d中 ・ F ノ <o ・ノ クF4月 < ハ、 ¥ 修

中同 ・

中店向 "

介

H <

*

。

林お後業)

: ・
2c*月

/丹m科

シノ

し空

8ヨ歳水、 

F研-核

よe
よよ
—

中 商 ・ ェ " ・ コプほ4日 ヌ ・ ョ

［中同_ 7 J < o 〃 ・ 小ョ ノミ n、字 ダー

夏ボ, 卜 E 市 ノ
夏置 小 = <* ・・ 二 ■

中同 " し < 試*や) コ年4月 ダで ・»

が* ・ 〃 </ よo 4*製や) ュク年月 々 /

るん、 計 パ名
1

よo-3o d
1

こ
ニノ

—
::「__―這 27 1 P

届体役ﾡ、 会社ﾡ役を兼聴し致は圧仕して(る 組合に対するﾡ 

□数は ノマノ2 ロて縦女のユダ%当 る, 何れも就性与数が長ﾡ点 

で設立以未め役ﾡが4名あって平均 ノe坪冷的もﾡ年今の人が 

多 く 平均 今今オで ある = ヒが組合運皆の上てﾡ守的にをりかちを 

るのではをかろ うか、 しか し一面組合か与実ﾡをもつてながめ られ 

る原田もなって(る。

現組合長は初代か らの祖合長であって そめ 当時はお長をやって 1 
合。 このおの最大めあ株所有者であって, 森林経當について の勢気 

とお民の人峯よって距Aさている えお長、元ﾡ業会長 教育 

本買長 日光地区ﾡ林組合車合会長等の肩書かぁリ 対外ﾡな宣絡
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書上には承通仕であ る所である これを神佐する常務 お組合Eに 

さく 本業校料面 経理否にﾡるく永(経験を生か、Lて次営を場ﾡ 

をされる= と組合買 C絶対の急頑ﾡをあたえて いる 役買の4 
ームワーク は完全にょ く いていて 比舞にいて ば強調士れる貞て、 

ある役頁会め南催ﾡ月位行われて(る 役員会め共ﾡが電岩 

の方向に上く友映=れている しかL一T. 役買の永替に条Lハ= 

ヒ. ﾡ買の構放な地区代表的を人送にをって ( るつヒば組合買の期 

待かビニある Lて も . 今後の運啓あ(て受ﾡ樫性のあるも 

のを望む声がないでもをい. 役買の報酬は組合長 。oce F 平ﾡ 

頁 aeeeHで この外に参与買を2〜名お いて部ﾡの 連絡や 実地調 

ﾡを仮承 Lzいる

東翼は常考以下く名でﾡぬさ れてい る. 元未組合業務は実地につ 

ての 仕事か多 くそのちめ村 内事情に精通 Lていな ければなら な山 

森林ﾡ規や行政事務ついて も一番り の知ﾡが要来さる また指 

導事業については高友め造ﾡﾡﾡや測量渕樹の よ っ を導内的技術か 

ら太才、ﾡ炭事の販た面まて・非常込て・ある 勿論このよラな住 

事か一人でで 主る ものてはをく 夫々 の分担でなされる Lても ャ
・

一線の組合ヒい う も ゆの性格か らい一て. ま た林業という 有ﾡ的出 

ﾡの同けつ性からいつても、 一人一役主ﾡのﾡ務の報行が出末るわ

めものではをい. 苗画事業や森林計画、声事業ヒ(っものがは 

じ ま れは全ﾡ 頁がそれ祭中的仕事を進めて中かな けは をらな 

t. このこヒは同時に勤ﾡﾡがをかく 各方面の仕事に熟練して

一I7- 

・るこヒ か能甲をす、めてく上にも 要な つヒになってくる。 こ 

の組合で はこのﾡ非常ス ムース (っているようである 

一ﾡこの経合めﾡ頁の事務か担を表してみる しっさのよ ってある

才 を我 ﾡ、ﾡ 一 浪

々 茶 ﾡ' 冃 合

F < 考
戸

/三 ◇2C

2 ヨニ 二, cc 会 at. 4 戻ﾡ

3 二 ク ス eoe 系3十風、店予*

C / Scoe , 使林、苫木係系

ワ コ ・ 記 25oo ﾡ A計

E s4 ハ、 項 小 、

常務はさきにのた よ う に嵌立当和か小ら組合業ﾡに従事されてかり 

あらる面 につ いその 練産の 士で あ る, 組合長を神佐 して友面, 

請河面め会業の出ﾡ、 果ヒの打合せﾡの業務口専ﾡ士れている. 事 

著的な仕ﾡ、 現地てのﾡ塔に一Uて は引 名の状術ﾡがてな当つ 

て るが現在の仕事 に沿してはキー杯のようてある. 後て組合兼務 

の ヒ ニろてふれるよ う 森林計画. ﾡ林補助金業務の ようﾡ地調 

査レ宇務知理を伴 う 行政指道的左業ﾡの比ﾡが大なく 林道め対認
・ ・

工車 の設計强譬 勿 よ ラ な社卒みあり, 本の指ぼﾡ業対して領合 

頁の 翌型 に十分-たえるこヒができない よラご ある ニと 最ﾡ 

行わる よっ をった向代事業して咲太や&生えか権急買 

力らつよく撃名= て も、 ﾡ金高や その他の障雪 が解沢にた ヒ せ 

よ京 星力 電 買 かな tn ば"こ れ以、上キをられたい ﾡ な強調: れた. 

組合 ②待ﾡは 一ﾡ n 龍. い ヒミ くが こつてはやほり科ﾡ買より も特 

豊か題く. ﾡする レ大 «○cd円程ﾡのひ ら うがあるょ っ てある
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しか と ﾡ協取票 よリち めぐ まで いるそう である

/4) 設 常

合が事ﾡを実行する 上おいて "受を諸該備がろる. 先ずこの 

ﾡ合の物は認 フ今年に新ﾡ した. そまで は村役場の一部をか 

りてい合のである, 日 本銀官 Kkのゃをう けて 乗材生意事業を 

あつない その益2よつて村所有の土地を借りてたてた. ﾡ坪 

ノフ子継ﾡ ノムタ oee 円をﾡしち

銀合事ﾡの内容ついては. のち述るが、ﾡ苗、 素林専の経 

ﾡ事業ついて 実際に組合か、度當す る ヒ い うよリもむしろ ﾡ学給 

▼業幹ﾡ事業とい っ 立場で お- をって い るので. 建 画 所 木場麼依梧 

設等の ﾡ実設ﾡを所有 とて t をい.

) 出ﾡ金

教豆当時の出貫ロ 数は 4 タロ /ロョリ出翼金報/。Hd 員 

ﾡ易 s4 コP。百であった 大ロ出ﾡ考は 包合 ﾡ○負 タノノ ロY理 〒 

のノ コて ﾡ有 横反を / □標ﾡヒ したものである 

表はﾡﾡに行わた が z ラ 年口数を信撃に Lて増賀合が 

フ -ー ションの え星 よて当ﾡ の物価 の高ﾡには負ﾡし えな かつ 

e コク年の 改組あい では ノロ フoe 円ヒし ﾡ経ﾡ事常 の 

扱張によつて昭紀引2年紙会あいて全ﾡのﾡぶよって / ロ 

ッ。。2願し S ノ 彦未までAﾡ払会を決索 しち.

オク及 出 ﾡム込額

預□*「さ須 額額 土砂、消簡! 乙、d
ク 考 I

BEノグ 及 ざ 22 ご<2クe ノざよ2e 才 イナ2o
<d2? -ョ女 <ク /。 クと

ラ * ざグ22e <
- ・ ・

/一 22
22 <-ク・ 2クz よ ざ,ク/

<ク
-

z / 3オP

フ <47 <e ジスマPア ララ どP 引
. .

ﾡ年ﾡ北い4よ2

マヨ 9 〜 9Po ラo◇乙 22
•

ミア ナクニー

2と •" <P2 < クク2 PaジP女 ク 2クC

2ク クル/ ン<2Po /eマ/ ラ / チラア

っ soク c<Poo /ダ/o /よ

s クP ズc << よoo 22C 生 マ < c。 c/

マ <soパ ズ oe クcく ◇s2 ナ4 . を s☆マ ................. . ,

22 /c<チoo スよ タジ
__________ _ - ― 」

払乙出ﾡ親の権移を戦後フ (て物価指数て修正 して 

みるし次のようてある。

「 財ん«要
二三ノ月 9 ク 正 ﾡ

を/o。 と し 
と正系比ﾡ

「-ラ 〜s一 円 2 よ < ラ 2 ブ- /n分

- -
マ フ2ク9 <。 c・P P よ

コョ 2o, な ンテと
一*--.... -

d

2 ク◇ラクィ そク / デ

二十 /◇ =/ マクよ 一 ョ

ど ル 4 /よ2 ◇ダよ ダ /

コク zo< <P& フ /o
. ______ -

/ co

2と Pe/ ◇2 a < フラ

上の表でみる と物価指数で修 正しマ ニをクﾡを基季にとた 

各ﾡの比柔を してみる と払込出 ﾡ額はﾡ戦直ﾡのノラ»対 L て
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インフしの 星て天ﾡ的には ほ少 してきた が ク 改ﾡよって 

増ずしたので> 昇彦 に は. 戟 聿 直後 に 回複 しち 二 ヒに なも Lるし 

出員による言 こﾡ本のえﾡ は この経型 らみても ﾡ易でほなく 

経科市業の扱ﾡのた めめ設備授賀 とい? ものヒ結αつけて考える- 

とは現実はむすかL い.

G)車東、, ,

一毎組合事業は大別 Lて指ﾡ草業と経系事にかげらる 系 

林宝合が協百宝合てあ 0 なが ら ・須事求と とて指導事求 をﾡ 

経ﾡ事 業はむし ろ従ﾡ的 に扱わて い る 句 象を 系林、法か らタ とた 

る お ニれには=つの見かある ヒ 周う. 一つ は協局組合の原理か 

ら 承林法あける 森林組合制ﾡの規えの ア4マ4性を指橋す る 児 

ラて あ り >水ヒ対ﾡ的を 見は. 現段階にあける 民有林の経営の 

実ﾡから 常書的を協同ﾡ合者 (組令事業一経事式とする)は 

ﾡ躍があ り ルく し お経的 に は をあ りか、たとするこレ てあ る 
-〜-.へ- . 、.〜 〜〜〜〜へ

阪リ後者み見ﾡをﾡ受する と とz も未 合向題が残る ので あ a 指 

導事式とい う のは系林送 Cテク7係、組合車業め ﾡ翔) てみる と 厂 

権合ﾡのための系林経営衆の作成るの他ﾡ林の経営の指爵」て 

あり 要 T本業に東す る 毎合買の枚ﾡの句上スの組合事ﾡ同す 

る額合買の冠動の包上を図る ための故育並の に組合頁 口対する 一般 

台情報の提失にﾡするﾡ認」 である しかしをがら民有林の指導血 

智ﾡしく はﾡ長の さめの 政ﾡから、森林計画 の 制度 かあり 受に基 

林その他の事ﾡ対する補取金交付ﾡ浸かあって -ら は直複 

承林所有巻の京林ﾡﾡ至大をﾡ係を もって ()る。 これは当然行政

-l2l-

考帝 といえるものであるが. ( ま交べたょう ヒ森林有着 ヒ 直結 し 

を内ﾡのﾡ務であるつヒヒ. 行政アクキ不ヌ. 受能幸的てあるた 

め 口森林領合 の 売設の ﾡ 用 が非 常 に 限 つているのが現状である. こ»を組 

合事業 ヒ Lてみる 塔き/当 除権ﾡ事業の ﾡうう に入れラれるであるっが、法律ま台はま 

報て 染めて(る本末の指導事業とはﾡか別の5っ てもあ り そっか 

といって ﾡ合ﾡのが経堂の有ﾡ ヒ全 く ﾡ、ﾡ係で ある とはいい切れ 

ない面もあるつ とはた しかで ある こめょっ を前提にあて、 ミ= 

て 特行政事務ﾡ型事送として この編合の業を最和に < ・ あ 

るコ ビに Lた.

() 行政事祭岡豊事式

/a) 森林計画の語査

困和24の赤林、法改エによって 従五の組合施栄案に よる営林 

の面宿ﾡﾡが 行政庁自からの編成, 実行す る森林計画ﾡ及ﾡっ た 

のてをる 系夜計画宗行の中スををす森林、区ﾡ業計画は、組合流行 

条の基ﾡ預料を最大限ﾡ用する コ ヒにょって局蓮に組みかえられ 

た。 団月にこの岡ﾡによつて 現をの赤林組合は沈米ﾡ整の古報の 

ﾡから解放さ水たﾡてあるか 枚が的なﾡ同をﾡいて、 ﾡ合は 

まをむ=の未端務に誤与 L2 いるのが実ﾡである 経営指野票 ( 

現左は杯業ﾡ術ﾡヒいっ.) め教不えもかかわらホ 森林計園小 

曲 り なりに も動ロて いる のは、 森林額合の力かあホかって (る=ヒ 

は 否定てきな いで あ ろ う. 例えは、この組合地区 は柄木 乗のﾡ立森株 

区合まているが 三のﾡ林区は加ﾡのめほか東大ﾡ 面大ﾡに 

またなり 系林面ﾡ /スクニど町歩てある にもかかわらす経巻ﾡ動ずは 

二 の X.あ林区 と 2イ <<<BTラの ォ x ﾡ林、区 をノ人 て担当 Lてまり
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その呑当司意はじっに ラタよ2E歩に又んでいる

このため政ﾡはﾡ和29度から「森本区ﾡ流計画ﾡ行ﾡ」と 

して 予再計上を行い 領合かこの事業口妥する人件賞を 次付するコ

=をった. その業の内客は、 ﾡの許可申請スび風出等ﾡ重 

する業ﾡで ﾡ対象旅分の面績 樹ﾡスひ材績を調査して 者取 

するニヒてある したかつて実行ﾡは. 測置 測樹。% 裝な技術者 

ﾡﾡ巻の人天ﾡ よっ てﾡﾡこて I) る. 二の組合の昭 2◆年展 

フみ坪及の作ﾡ章を示す と次ﾡの番り てある

ヌあ 春林計画叔採許可及み、届 片装

認知 フA 年長

通べ令名以上 C昼出分)

件 数 面 ﾡ 材 額

針紫樹主枚 7件 z。・町 〜。o

・ 南お / P◇7 /2よe

/ク <ク< /o4o

計 今 フ / < <2o

最べ未満. ﾡ限林、 (許可申請分)

営業ﾡき夕 3o -/2

・ 周世 夕坦 < 今 <クどo

型 ﾡ本®シ岐 /<o , よ2o
・ 商イ a 2纟ざそ フ<〜2

ス業樹き ノ/ .24 22o

制林の)幸 / 22 < o

__________計 . /2o よよノ2 __ノ クZ 2__

昭和 フ ﾡ 年え

週校今級以上 ( 届出ﾡ)

・
件 数 面 鎮

t業樹付 22 z4 S2よo

・ 商 7ク2 4マo

ス素樹ゲ ク今 ラ /よ

計 ラ2 /〜 -2 / <ダ2よ

通示満. 制川ﾡ林、く許可申請合)

針葉建主板 二< mナ P 今e «

・ 商べ よ ヨ よ ヨ / ノヨ

制】 取林()き位
ヽ

ノ /e

。 〕旬 微 Z Z2 ダ 3

/ 乙 /2よ < //N

ﾡ1本の乙)き N 222 <ダさ

計 s Z / ご 三 2 /タ ク 2

上の 業は森林所有着 の申告基いて. 現地ついそ調査 し 

欠の番泉 とりま ヒめ経管有導翼にﾡ出するわけである が、 際 

口は全都のﾡ測 は不可能てあ ろっから、 予ﾡのﾡ囲内で能率的な 

を行う つしなるであろ ろ. つの事米対 Lて林務部から 烈村さ 

e実行ﾡは、次の通りである

昭知2よ年ﾡ &>*eH

・ タ年ﾡ クPよ○円

この事ﾡは 財政ﾡﾡ金が出て いる ヒもょ り)繰然、たる行政事 

務というレがいえよう. 特ﾡ林計画の性格か ら 組合頁か らみ
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れはあ ま りあり)がたく ない ヒ もいえるかち しれなし.。 とかし ながら 

裁正をﾡ林計ﾡは長有林ﾡ家 と してのック ・ ボー ンてある と L 

個々のﾡ林経営を合理化するお能がある→=台 ヒ する理論をﾡ探ヒ 

するヒ 額合ﾡの素林経常の指とをり得るお縁をもち 組合 

はその年 ヒあけるﾡ合ﾡ毎のﾡ状事情をﾡるコ とよってその経 

普の内きをﾡし 毎合本末の者営事業 あるいは認を手業事の有 

力 存ﾡ料 合ら Lめるこヒ もてさる から. そのよう な績ﾡ的を中 用が 

行われれは 単そか行政事務ヒハっ合けて、台ﾡ視するコ ヒにも 

向題があ る ヒすれはあるて、あろう. いすれて あれ、 森林計島 と森ﾡ、 

組合の起ﾡは, いま をあ日本の林政いて は組合ﾡ及の根本的課類 

とLて 残されてい るヒい うコ ヒかいえよう.

(b) 造本ﾡ助金の取扱

K有林林のﾡ力め一 造林事業に対す るﾡ車着助金であ 

る 系林翼源基放法く函名 年ﾡ止)によって 画軍補助度ﾡと森 

株組合ヒめ肉係は一層強化さた ともい えるかが. それはま だ 森林組 

合の区統的政ﾡ ともマッ今 とて い まて,はあ林組合の中的本能で 

あるヒい っ見う =えでさ るほビである. ﾡ林ﾡﾡ金の請はほんら 

い は個々め造な巻 か造林計画をっ く って 行っーキ も ◇マあるが 実 

孫は縁林組合. 額合のない とコろでは行政六のキPよて行わを 

けはその享務の愛巻はむずか Lいであろ う. 二の組合て も勿論;岡 

外て はないはか り で を く. ﾡ林ﾡ助金め取扱は領合の ﾡ苗事業ヒの 

ﾡ星をもつて、最も主ﾡを事業であるヒいっ二とがいえる とたか 

フマ 営林補助金の取扱事務のみをﾡ り離して 紹か介する に は、 多ヶめ

はは あるか行政事務ﾡ嘘事ﾡの観ﾡから向ﾡを L呼つて みよう

725 -

者の芝林対するﾡﾡ金申請の報務は大体ノ。月口入つて行わ 

れる、 泰林ﾡ合は各地区訓 に性命されてい る 参与に対して、 個人別

匚 場所 面績(台暇)ﾡ株坪展 お栄これた替復その他対して 

ﾡ査を頼する. Jﾡ区外の系林ﾡ有ﾡついては、 そめ管理人 

ﾡする. こ よって中きよる地区内の域林予地かヒ り) ま ヒめ 

られるヒ 額合は. 参与または有着のﾡ内よつて実地の測量を 

行い確ﾡ面ﾡをあさえて造ﾡ計国並ひﾡ動金申ﾡきを杯成 し コれ 

を果森度をﾡじて ﾡ へ提出すふ 乙二 ウ通経まいてﾡﾡ組合は 皇 

用苗太の電給ﾡ料を調製する) * とて翌春ﾡ林ﾡ了の際は、 果の

係ﾡの 了 ぼ査口協力 Lてﾡ助金のーキ交付をけるわけであるが

二 の場合神助金は暴ﾡﾡを通じて行われ 2れは組合が牛当 Lた苦 

お代の差引計算によ一つて登ﾡ休、為着 に精算払をする

糸本組合は この申ﾡ事務の午数料ヒ して神助家の ダーセ ートを 

数よしマLる ﾡ知2ク戻め火待をみるヒ ﾡﾡﾡユタク人 こ 

林面績クョ町ﾡに対し神助金ﾡ頼はノ=。 万で その 手数料政入 

は/<。◇○円である

) 一般教肩指野事業

ﾡﾡﾡ合の事業区分では 経ﾡ事業をﾡく仕事はすべて指導事業 

とlた考え方があるが =の場合のよう、行政ﾡ壇ﾡ業をフ 

口かけてしまうヒ 自 的な組合ﾡ業はﾡめて西際を 欠4= とFを 

< ﾡち行政事ﾡﾡ速事ﾡからも合るよう 春林組合の存 

任は 地区肉めﾡ業に演する役場または相永所のﾡ離を果 Lマいる 

二 と はうかかわるが、 =のょう な指ﾡの量的測えはﾡあではをい

z 指音事業
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一報者等 ヒ い えは 組合票 対する本栄技術 ま た は管報の首ス と 

6っコヒかすぐﾡぶ向題である 一報的を情報や智書は、ﾡ合口ﾡ 

bっく ﾡ合票 その都ﾡキ マッケさて C) る= とはﾡ像ﾡれ る が 

#まとまつち方送は 第者A 賀歌会ﾡ画会ヒいつた形式をと 

る ヒなるであろ フがこを最の3年向ついてみると次のよ 

っをる.

昭細フク年彦

商ﾡ講者会 ノﾡ 獲子株取、枝打 太登講習Aノ回 

み林法 にﾡする説閉会 フ・

■ 組合誤普習の誓査会 ノ ・ 1

合買笛回の月城、ﾡﾡ雪の※回指ﾡ

各復 ンフ レット の配布

組合眞営圏のﾡ理、消毒口ﾡする講習会スか迷画指ﾡ 

果め者答によ る緑化経歌会

組合買のﾡﾡ者に樹ﾡ該及 ※地ﾡ木の判え、 毎木調査 

よる 立太石数計ﾡ並る価格の評価.

名植パンフ レットの配布

函和 2ヲ坪友 

株業ﾡ教会 

映画会

受紀2 シ及に糸林組合貝の予よ り 林業ﾡ術肉する政善 

経ﾡの合理をはかるため林業技ﾡ研ﾡ会か結ﾡこ たが その事 

務高系な組合内にあって. 組合長は顧向, 常務理車は名巻会買 

茨ﾡ買は書記のﾡ係にあ リ ﾡ吹台も若干のﾡ取を行って い るの 

二は事ﾡ上ﾡ林組合の指等ﾡ宛の別勤体といつて よかろう。

そ丸を裏書すを ごヒ <. 前項の一般指導事項の年及別事求量でもわ 

かる通り se ﾡにおいて祖合事業とLての救府指噂は殆ビその 

季を消 しているコ とよって. 核ﾡ面ヒつ いて はすて この所ﾡ会 

にって いるこ ヒがっ かかえ る. し たかって コネ はﾡ個の名ﾡ、を も 

つているな ﾡ林組合の革業転囲に入てみる こと Lて2の端績 

を超和ヨ2年ﾡみるコヒ L よう.

月日 事 業

マタ4ョ 及示林あいて枝打 店代のﾡ地演署

加園試験林においてス、 ヒノさ 字2○本め熱植試

ヘラ 及示林にあいて炭打の実署 炭太の流業改番ﾡ者 

ス 会

イや～ 東山ﾡ場あいて林地のﾡ草ﾡ場 ﾡ造本ﾡつ 

い てﾡ察

ラ2ラ キリ. シ4タ ヶ栽場の講習 会

マダ 石裂山ﾡ社おいてﾡ植に商代つキ ﾡ太名 林業話 

職場の坂口ﾡ官を将い て 講署会

• ・P シイ タケ栽培について原木者あカラ え講看会
そ の他現在 ヒりあけられて 実行されて 0るテーマは. 林地肥料試 

験 系才の自家生差スひ販ﾡ、ﾡ育コ>クールがある なま施設ヒ 

Lての及示林 試験林を紹かする ビ
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x 私示太(個人有) ノ町ど浜ク教ノ4歩 スギ2,引昇生林 

z 造林試験地(個人有) ヲス歩 スキ新植と品ﾡの試験の台め 

多<。 本植ﾡ

ラ 隻林試験地(財ﾡ有) ノ町ク及 番雄試験 死料試験の 

た め スキタ /ダ。 本植ﾡ.

会司は現在さよ名で 株業技術普ヌ買 林業を客ﾡ済区かそ* 

れる巻会 頁 に をつて 0 る

( 経滑事業

系組合か協司組合ヒ Lて本ﾡ的なﾡﾡをすろヒすれは、当ﾡ 

額合頁のな産物を販売する事業を治ﾡ行っつ とであろ う. とかる 

に新林業地と して林ﾡﾡ源めぐまれ 年向ヨ万石の生差番がみ 

■ らる この地区め 組合て あ り をが ら、殆ビゼらしい 業番が見え 

たい コ ヒ桂た場物足 り なさかﾡらるのである この組合の皇を 

る経ﾡ事業も ﾡﾡ動金み項て述べﾡよっ 補取金ヒのﾡﾡを 

も っ 装林ﾡ志の購翼車業で あ 0. 性ﾡ的 P はﾡ林銀合 の 高か探 (. 

他林置事業ヒﾡ要な役割を承 Lて 0るか -の事業も行政ﾡぼと 

宏禄をﾡ宣事業で、あるコヒを ﾡえは: そ の普題は しはらくあくにL 
て、 森本組合の事業ない か行政指ﾡ と深く結ひついてﾡ巻されて 

t る かがうかがえる.

② 答宙ﾡ長事業 ^

• 森林額合が復首に肉ﾡする事業にﾡ吉ﾡ事業 とﾡ買事業考え 

らる. 二め御合てはもつぱらﾡﾡﾡ業ヒしてそれがみられる ﾡ 

ﾡ、ボﾡ木は組人か使林ﾡ更金を一*代理受領する 事務を行っ 二 ヒ G 
ょリ 地内めﾡ林考ははﾡ合ﾡ 邦組員に限らず： す→て組合から 

株給されて I る. にはまたﾡ太ﾡが実行 しマ t) る樹歯ﾡ給調差計 

固の一環 ヒ Lてみる とな要である ては景ﾡ強部が主体とな 

り県森庫又びﾡぜ協同組合が協力 Lz 実行士マ (るも ので、 ぜ木 

ﾡ受先合って 乗向の山苗生程重をあさえるヒとも 条林組 

合または市町おが、ら上てさた生林計画よる常琴番しの比ﾡよ 
3

リ). ﾡ一円の首木不頑量を関ﾡする この線にﾡて受地記 

系終的にけ町村別 <a合別) め 電給不天量がめ ら るわけてる 

る かくLて ﾡ候さ合ﾡ太は次め汚ﾡて需琴根り むけられる

ノ ﾡ巻苗畑生涯ﾡ太は至ヒ して県行ﾡ林あてる

て ﾡ森典ス w 森ﾡ組合 生 産苗木 は 条林組合 まわす

3 ﾡ宙ﾡ同組合生ﾡ也太は, ﾡ林組合るれ一銀ﾡ浮巻に株給 

する . 一

二のよう を環作が行わて」 魚林組合へは兵林便から一ﾡ引浸 

さるのである 普木ﾡするﾡり 系ﾡ知用の教がﾡさる 0ろ 

とIてよい. しかもこのよっをルート =東つ苗木のマが公ﾡ 

性話を帯で, ﾡ林ﾡ動命の対家ヒ もなり得るも のヒさてい る。

昭紅よ、コ ラ 甲及口あけるこの領合の 山行苦ﾡ頁ﾡは次の通 

)であ る

要 夕 展の扱数番いウ し)てﾡ環別にみる と スキク/e2デ

/キ タ安 ○ee本 その他<クスギ ハンノキ アカマッ サワラ) 

/occe 本とな つて () る,

/ ア 本 救 売 上 高

ダ 2f。 本 < ラ <A5 円

スP年 < P2e / a <P2
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ﾡ査ﾡ翼事ﾡは山行協のみに限らず 幼歯 っい て ・行われてい 

る こめ対家しをるものは 天がﾡの背ﾡC2ﾡ助)を受けて 

候良種宙ﾡ赤の合め行って0る もめて. 果巻ょ り生煙された/ 

年主幼宙を 桑本ﾡを経て払下を安けるのである 二は苦太私ぶ 

をするﾡ合更対して包合かﾡﾡするのであるが、Nど异澄, ユタ 

者承の取扱番はの亜 り て あ る.

・長 ※番 を上ﾡ

つ与 おどe○本 ダイ*ヨ○円

ユタ フラ 2 ノ S の

上記の ラちフ9 浸 にフていえは 24名対して の売上番て 

ﾡ護は ヒノキ クラ ダダ。 木 スキ ダ マラ◇e 本て あ る.

この代金求ﾡの河法は もちろんﾡ林神助全とは別で, ﾡ和組合 

み ら基太契約の申が あ一 たヒニ C/2日) 約2割の前払 を呉け 

残ﾡは . ・ 月 と精算 とて 支払をﾡけるのである

力か両の表林組合が ともかくヒ も数量的に顕著 を存在を記め

たみは、 森本組合のっくる林賞工事に届かﾡ助するという 明 

途,シ e の森本去よる土工森林組合の出現てあった ヒ する= ヒが 

< さるかも とない。 しちがつ て 林資は森林組合の 伝統的事業と い 

って とよか た Lか共戸才 用売認は組合の 目的ピッタ り と合 

うもクてあろう 当然、ニク組合也, その前身であるﾡﾡ性組合か 

受ﾡ/クﾡに設立さオてから、 二の地区の林ﾡの新設」優旧ひに

台香ﾡすべて組合事業と L て行力％ できた。 既認林強ス組合 

点 誌 をご菱す れ 次 の通( て. あ る.

-I3|-

林篦施行状沉

場 ﾡ 発線名 ﾡ行年及 趣 欺 世 長

上ス般 大佐部沢 昭和〜早 車 昼 フク <分よ2?

寄票 7年 ・ マ e ユ2ee

ク ・ よ早" ラ e メ<re

ク ・ ラ野 ・ フo

才 函 平天 ノる 异 牛現 バ/クe

下久我 ﾡ 沢 ど年 コダ —ク

ニス製 大ネ沢 /ど年 ・ o

c 以下ﾡ合確行)
__ ___

" & 年 〃

上ス本 " 〃 ッ フダ?t P

加ロ 図 福 天 ・ ・ マ 2 イクフの

パ ・ " 本場堂 e 2P2

(ﾡ行度林地 大 滝 /2字車ﾡ 3 o <。 de )
ご候 ・ " e ユ <ze

小 官系 ・ ・ ラ

・ 乗 小、)1] 次 2e早 ・ ヨ2 クe

下ス会 坂 丸 22年 ・ マス <d22

き 栗 火打石 4 ・ 三 2 /2e

ェス本 小先部 se 甲 ・ z4 <oo

林直工事には半ﾡの跡政ﾡ助かあ り、 その残り 半額の地元えﾡ程テ

去は. 原ﾡ的ﾡ績ﾡて ある 衣 本ﾡのﾡ況 よって 次の とった

方宏水ヒゅれで い る。



-32- -|33-

塩木亥 ひ林冷 / 2 以下 /

林 /◇～・2と年 </

・ユ。年〜*2年 <

ク 〜e 年以 上 くヲ

ﾡ林ﾡ合は 補動金の申請 候 受に女益者からのか担金を徴 

攻L 工事は入札よって土業者に請け翼わす をむ森林組合は 

キ数料 とLて 工車ﾡのーセ ン トを徴して い る.

c 計林差車業

ﾡ力に よっては 太材ﾡﾡ事業な現在の系林組合のヤ業ヒハ 

える <去白も一たﾡり このﾡ合の事業登は微々だる もので8 
4

る 一報的は組倉事業と Lて太林肉車する仕うは次のよっ a
けられる

販ﾡ事業 立太また は組合 買の生産と さ素持を敗売する 

林産宇業 組合買の森林につさﾡﾡ生差を とて それを販完する 

上認めいすてあって も 翼取阪ﾡし受ﾡﾡ売の=つがあるが

協同組合の理ﾡ として は後着が指されて( る三 とはいうまても な 

い. 林茬章栄ク熒託卒業は, 沈業ﾡ読事業しもげは"丸ている=ヒが 

多い, この組合の太材ﾡ賞はっのﾡ業くﾡ業てあって その数量 

は次示す組合改組後 ヨヶ年の生産販売戸数 よつて もわかる通リ 

経めて健ヶである

更和2ク早 >c◇后

年 2◇○戸

スタ年 ノク22石

Lかも これらは, レ して指ﾡ業励を含めた付材→いて行 

れたものが多(- 試に更知夕年戻にﾡ行したﾡ業を具体的にみ 

ると次の通である

○宿べ林 フく分 スキ、<32石 認売価ﾡ マな?よどe円(場ﾡ低巻) 

キ 数料く%)/92<Pョ円 

はﾡ太 本績調査ﾡの指ﾡ事業を加味し マ行わえたも のてあ

○ 村有 林.スギ //4石 ﾡ売価格 2クoecR (土場ﾡ)

キ数料 ラ o。 円

生混責 /2 ダ

虎上高 ﾡ ﾡ ? e ホ代 石当り

キ数料 /ラダo○- ・

クフ oo。 •- ク d/e = <ラP◇円 ど円

o 組合買 スキ、 / 今石 販売価格 ◇ ooo円

キ女料 /a oeo

産ﾡ な s& o 円 ノ

上高 林ﾡ貴 ユ oeo 木代 石当り

キ数料 /a ◇oo

2 oc。 - ダP。 = /ダ 女フ。 ズ ヨ/

○ 領合 ﾡ スキ・ ノユ2石 販売価格 2=○2eC土場渡)

キ 数 料 マ oeo円

生ﾡﾡ ラユョ2e
完 上

$数料
木代 石当リ

ノ ラ 2Q o

マ 2e。 -・ co =ク○○円 ノクと円

以上て も わかるり、 株林組合の攻入は売上高の 今ーセン ト の
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キ女料のみで、 二 れ と生ﾡ賃を翌除 と た暴が立木代 ヒ して組合長 に 

支払われる 在=の 事業口対して 祖合がも つている 専属考着は 

ラく て昇ﾡノeヶ月の 実ﾡが見会まれ .ﾡ時 ダくの考ﾡな勤票 

*る.

在はこの よっ に小規ﾡではあるが、堅緊ﾡ績をﾡげて 0 る- 

とは、こ の組合 にヒフてはﾡせである. このﾡをﾡ次伸はして し く 

こ とが この組合を名共系林組合た ら しめる事業である とuう 

こヒない えようそれには何よ り も組合ﾡのめ理解ヒ 組合の市場に対 

する地ﾡク確、 受ﾡ金の確保が琴ヒをるこ ヒは当然て、あろう.

4 ﾡ付率業

新しい系ﾡ組合の直琴を事業の一つは、 ﾡ村ﾡﾡ公扉の政東金融 

をﾡ金示とする賞付ﾡ業であろう こにはﾡ林、株ﾡ、 共同為用 

ス状国整等め 顔金であるが、現在はべ株語整ﾡ金の資金開署か最能 

ﾡ盤である しかしこの組合ては. 昭ﾡ2クﾡ友にお株調整ﾡ金/

、 ﾡ付金額ノ222○○日のみを扱っ たのみで ての他は全然利用さ 

ていない, ﾡ株、林堂ﾡめﾡﾡに対する賀金需琴のあが 林業経ﾡ 

の歩をある経ﾡﾡ付する ものであるヒする見方をするヒ、 そ 

は¥毎合のみのﾡさ責 をﾡわせ る 向ﾡてはを (かも しない。

◆財務 :

() 炊支の実ﾡ

既にみてさたょう、 この組合は本来の組合ﾡ業 特経清事業 

◇行置 えLく」 行政華務にﾡﾡ L た指導的事業を中uに Lて勤 

いていろコ とがうか、かがえ る が このよう を経ﾡを行っ 系条 レをる坂 

入は何であろ う かかた寸最大の戻に事をって く る。 そはい う ま 

て ・をく指事業からは、 経ﾡ事賞の よ う にいわ中る取引ﾡ係上よ 

る攻益かない からである 更細コク 友以降22 いたる 3年商 

口 いて 損益計享書をほぐして そをﾡ求するヒほほコ シスタン 

、の入源とをって 3 る ものは次の よっ になる ようである.

イ ﾡ課金

組合票からそめ森本所有画棟 ノ 町テ (台ﾡ面横) あた5。円 

の割で徴攻する ものであ る. 徴炊はノe 同 / 時払い形て徴攻さる 

か その收入 绛 は»ク ハ。 セント向ヒみらる 太攻金は2ヶ年 

周 質ﾡ計上=る

ロ. 補司金 一

役場(現左はﾡ沼市加蒸張所) から国体神動ヒレマ食け入九 

るものである 役場ではﾡ本組合のみでをく 意業協同組合ヒも同ﾡ 

を次出Lている

ハ 森林区実施計画安行貴

昭紀2 よ年戻から成立した回庫補助予算(ﾡ貴半親承担 ) で森 

株計画 調査 業のず業ﾡにえじて県 本務部 からﾡけ入える

二 創I用料

森本、有着って株の許可中ﾡやﾡ出 (今族計画)を行い 

その代行キ教料 ヒLて 組合 戻からノ件いく らの割で欲ルす る.

ホ ﾡ特別題課金

進林神助金申ﾡ並wにﾡﾡに胸する ¥務牛数料 ヒLて、 神助象 

の5)ーセー トを徴攻する
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あ林額合翼の木材ﾡ売高 の ス«ーセ ン ト を徴坂す る 改組輸 

の組合にあける炊ﾡﾡ課金ヒ いっさ ものである

以上の よう □経ﾡ事業の坂入を整理 して 最査3坪の非経ﾡ事 

業 経酒事業別の業益を計算する と 次の ようﾡる

ャ44表 收 文 実 題. 表 (昭和27坪～六)

2ク昇及 2よ長 2ク愛

J4N クク /22 よ&フ P3 ◇dz
非 / ce $ 22o 3 ooe

— Pe ク. Po
経 2 ス字と /タ Poe

ど / FP クョクラ
安 «So

清 — . ○s-o
お株「数料 タウイP*ダ ラさク クよ 二

当

賞 用
ダ<タ</

ヨz /。 /
/<イ クー

・Pパsバノ

■幾加旋 ラ2 クP ◇ク分クョ <2よ3ラ

— が, なユ <

経 くアよ2P // ダクマ ク/ヨ
フ e <イ P«

— テ oo -・

ー ス s ooo ・ -

申
クマ ミマさ一 グ メフ /○2☆Pヨ

叢

計

仁賞 用・

/ <9 5 マ / 夕<ヨ

< そA名 フタラ ヨ ◇c3ere
フ /チュ よdP
くよ2 よ24

車業制短 中名
マ Ps« 二 243

非経ﾡ寺米 
(十 経予事業

22 PP C本グ)

.不 女 ヲど / Cs- )
そ 号 Pg / C4P%)

2 ク* Cさ/ノ

<2お よ%9

フ〜5 ◇<ヨ自マ)

計

(-) 二報宣要舞
ク2引 ダダ。C/ee

クe2 oダ-

o およダくcの) 

クダ

よeヨPo-Ge)

よお 2ラ

秀 高 十 / ダ5ー ー
一 今よク ー /ンョ/

c+) 業入根 益 ー ズ Pア ナ < 5/o + 2.よzと

名 納 盗

タ33よ /。 /3 こ ご3S

上 よても はや読明する はでもをく、 この組合の経ﾡ的ﾡﾡ 

a 経酒事業ではな く、 とた かっ て 導額合 とuっ- ヒが経理内 ﾡか 

ら 注立証さた ヒもなる. すなわち事業権ﾡ益のうち経ﾡ事業 

外 の事業力益は ラヶ を 愛じて 4よ〜 フsI- セン トをちめでいる 

この事業ﾡ益が組合の一報電理ﾡヒ して便用される こ とをるが 

名坪を通じて 業外入 ヒ よ りハ ランスの 上で はﾡ会企を出してあ、 

り その限りヒあいて はほ矢 し た経せを縦けて いる しかし=て 

・ひ非経ﾡ事業の攻入派のロ味か琴に をってくるのは 系しマコ 

のよ な 收入魂 カや昊に要灾 した性食のものであるかビラかに よ っマ 

一 の組合の経ﾡのﾡの冬天ﾡがき曲ゝるからである このようた 

解矢 口立ってみる ヒが株年坂料か非経斉事業入ﾡ領の 半は以上を 

占 めているコ とが受にかかる ので8 る こ の坂入 は託説調 Lたょ

組合 反 力、ら 半 は、、統金 に似 と形 で徴收ミ れて おり 額合京の側

立て, そのﾡ入理由かﾡ台あいまいておるつしである <合か 

右 第筆業を 行う ヒオは"その事業を行っコ ヒょつマ編合買に有形 

球 形 力利 流を 耳 えな け丸けなら ないつヒは むずかLい 組合理論を 

表=に Lて も明か な - とである 組合買はそのﾡ盗をﾡ夕するちめ 

口 その対価 ヒ とて 試課金や 午数料を組合 に納める といっニ ヒが素 

を示理であろ う から 紐合は現左のめぐまれた環長ﾡて末を 

考 えて いるコ ヒは往合たﾡしいわさる を得な(。

z) 経巻 介杵

二の組合か指導事ボを主ヒ しており 販売事業ﾡの経済造を逸 

に行て いないため. 公式的な財務諸表の分林は余り 蕙味はま 

いかもしない か, 認ﾡフク年Jﾡ3ケ野向のﾡ借対照表ついマ,
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祭産. ﾡ候項目の比率(わるﾡ体比率によて経旨体ヒ しての 

字全性をみる二 とLよう コ れ加える 21体比率に よって 

ﾡ合の毎きも秘口よる吹ﾡ性フハて 分桁する 二 とか考えられるが 

師述〜色よラﾡ品の売ﾡ治ﾡが締少であるか ら 答ﾡする= とに 

L合. •―

ど表 責借対緊表C琴約) 分旅 C昭ﾡ>ーク甲)

・1:
I ・ フクﾡ 2よ年 ﾡ る 1

当座 更 屋
/ ダクラ よイ, マ Pc2よ2プ < ナタク よ。 d

4 回ス差 ー ー —〇. —

依 金 ク2ア
二

に1 気 ﾡノ /ダダ/2 フよイコP く よ 安/〜

2o ooe / 2oo 
_ ・ .

/22 2oc

手22写ﾡ ハQナ ろチク クお2

< 室 / 源鹿) • タ ク2女一 /夕<- よz
・ e フラョ / 2ヲ三 2/2 ユラジ ○/-2

菱ク今回 22zd2 ラフラーマ2 フ3o～<

メニニノクラフ 2 ダそ //ョィ ダ

.「• 引」 22 ク// 2 2. 22o a ククク

• G . < ラ< クラフ スョ/フダ*o 々=彳ル/

.? •• 月 二I1 ラシラ <◇<ダよ

・95す合 t cz< <Z . < フ3c。 タク

う ・
フ タ％ 2よ% ラa

; 承' 性. 候 天 2P よ ダョ 当震資ン節K値
「◆本1 ・よ2 — 22 型祭地シ・区産 i
1. 資本ヌ®率 今今

P3 が處働を貧齢計!
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りの報かみ ら れほ会性は高い.

) 酸性検定

ﾡ製比条の補ﾡしして、有ﾡを比率で、 当ﾡﾡ走をもつて短ﾡ翼 

債が完済される合め/ノ2。ーセー ト以上を理想とするが この 

組合ではまさ その限りにあいては完合ヒ 0えよう-

/ハ) ﾡ本画実比辛

自こﾡ本で もって 園天ﾡﾡのﾡ入をすべさて、ある ヒい う運ﾡでこ 

の比辛 もee ハー セ ン ト上か理ﾡとさて いるが いすれも幸 

常を高率を示 Lて いる. 受に画天ﾡﾡのう ち桜状ﾡﾡﾡ会のコと 

政東ﾡAのﾡ付金水半上を占めてい るから つ水を除 Lて考 

え ばそのな合べは遅めて 高い ともいえるて、あろ う.

七)眞本頁ﾡ比率 一

ﾡ償は 自こﾡ本をﾡ長 とすさであ るヒす は、コ Xま たo。 一 

セン ト の救信が理で ある が、こ の 比率 は 年浸 によって 化が あり 

2 ア年及は理規にやゃ流い ヒ= ろまで行つて い る.

以上を領合 Lて いえる とは、 企ボ体 ヒ して度ﾡ性があるコ とさ 

合 しか、であ る か、 むしろ つの組合で は経ﾡﾡにあい マﾡめて 消程 

的なﾡﾡを しているコ とを物ﾡつて いる に型さきい ともいえるてあ 

ろう

) ﾡﾡ子

ﾡﾡﾡﾡの欠分価格が <oーセント半ﾡして もを赤支払ﾡ 

かあるため。。 ハ-セントを理ﾡとする も ので・あるが かな
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附表；員」又

オ I 表 ﾡ市場年索

テ2ラ 森林経き実態調査県の様ぶ 、

才 3 表 本林経客実 ﾡ調査票み階省別取ほとめ

i

経官者 の 性 捨

オ4表 ' (2 森林ﾡ巻の実態 j
ャ表 ' (3) 支木依みら:実熊、

*。表 '4) 森林組合 の テ 用

1
5 奈林ﾡ合に対する世論 :

オ7不 林ﾡ術研究会々ﾡ

*表 昭27〜2タ 年 質借対雇表いﾡ会計算書

ヤ 表 藤森林ﾡ合定
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附表オ/表 混沼市場表
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昭 x レフクレク サ
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; 1
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。
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い

宀1 
さ
。

Poa
-マ2 → 
e 
や。

友の派

ﾡ ﾡ 先

ﾡ川 7 を流ぷ一部江ア 本ﾡ 2 
す外は封鎖台市場

本林 東京向 ノ% 周辺向ノ 

%残 り 県内地元理央は地元

電株材 走々万石系京に/2o% 
よ科県内ノ○%東京e% 周辺ラoイ 

泉内き○%索系o% 悪2○%

注要記

お木ﾡ人が夏沼の出有材を独占 Lて いたと測さ れる

明治2 2 茨超 人か建戻 をﾡつ た記録あ り.(一円 で 
雨アど本ﾡ子よ本しいう)

明治フョ平日光線ﾡ通 ﾡフユ年町制施行.

5ヨ。 年代水 所
明マ下野電力会社急立立.電存希季のﾡ頭

大/電力ばPﾡ林えﾡ訳立 大ノク五工場ﾡ立工 

競学空起地«工総)ハ街C下ﾡ)ﾡﾡく武) 株気か 

ﾡ京対してﾡをった.
一次大教石混ﾡﾡは東京 に印 家を与 え、大 ﾡ災ﾡ

ネ弑更期に京决%% 融ノ0% には年兵工戻/ooe人ノのク万ホヒも伝えらる 

, 大ノ 恐版4契倒艦.

i トラク会場まる

太オ 京 汽 向ざ々パ 周辺/ラ 発% 

地元やダ 型央京浜<。ダ 

周ユユタ 界内分%

西兵お林化(ﾡのみ、ﾡ銀. そ取りお) ノ又

工場

昭～ク製工場の ﾡ波な増大

全面的に トラ クﾡとなる(ﾡﾡ地方)

吸じ夕城壬銀行徑沼支店用款.木就城に横様的負用 
を所、
ﾡ.2ョ須田木工地の指ﾡを受け具ﾡ材の候売ﾡ 当灰 
を領得.

ﾡフョから秋田杉太ﾡﾡを使用 フ万石内

5 本羽京楽商子o% 周辺○死家京。彩'
兵系ﾡざ ﾡラs一%

マ7水材系浜4内マ※ﾡ空ルん兵系 
渋イ%恵ユアマ% %

今本研京3ッ% ﾡコノ%ﾡ内ニダ共央| 
京矢%周辺又 ﾡ内 ケ %__.......x ・ *マ**マルニャバ〜--------- ・. .._..

昭コイユス速兵フ、ーム、ﾡ不始まる 一→横は 

Bコ～製おから具に転択、 連具のおかむ 

昭ス ﾡ品の市売南、肅讃 字郡昌市亮を開く 

昭2く以ﾡ他県材入荷 昭2よ以ﾡ外材入荷

山
高
逐4

台

2>年千承入荷入
下 ﾡ ﾡ 長 ﾡ材 用

電 ﾡ 系 才 ﾡお」系 林

ノニ ノ' 夕

....
夕, ナ I < o

ノ す

< 2 oc

き東大林政致室編「ﾡ沼木友場の実ﾡ」C株野報告書)



--I45-

过 

、に 

W

。 W
 

図 

用 

新
私
别(

叫 
へ
す

K

te

I
s

®4 

te-l
朔

堂

楽

喉

※I

ャ

史

R

——

※

峯
マ

さ

i

町 /

▼/ 

/N
/ ﾡ

計 

ヽ 

N
R
試

\ 

「

a ヘ S 
o

軫
於
泵 

m

N 

图 

留2

腐 

区

関

超

に
,, 

艳*

伝 
"

闸 忖

N

ニ

。

匸

考

堂

A)/

观

ふ
」
 

變

画％
 V

N

よ
く W
 8

気 

鑿

咽

話T
w
 Q
M

セ

心
靠 

髅

阿

较

謚

郦

川

鎰
 

焼

阿

朝

铿W

眼
蜒
鎰

2

 T

 

二

2

 T

二
蚂

二
知

田
米0

C
0

型)

M 

m
 

田
ま
がC
ぶ
を)

M 

M

决■

こ

世

こ
 

a
こ

(
/
F
N

匸
ド
同
忌
。 7
4
W
 #
 
- W

ヒ

坐

せ

犯

解

も

火

〇

(
2

二P
U
S

冲#

前

・

狡

何
麼 

超 

、
趙

がW

噩
於 

、
曲

無

、
由

如
比Z

悠
、

ニ
ツK
 

ネ

チ

ザP
w

倒

こ#

二
点

ド
ハ
蚓

隠

超

皆

ぶ

刑

部

最0

 

1

 
央

機

篇
 

ON

話

加

整
W

筹

編

版

行

期

冬

隣

•
ニ
罚F
W

弱

る

ス

概

馨>

」

キ
>

上

<>
ゆ

触

開d

 
%

时
與
阑
懦
をm

ト 

■ 

プ20

卡
ポ
ニ
級A
 
(

ー
バ!

桐

藤

南

晩

期a

招T

止*

S
W

疏

率
案
桀
总
聽
顿
噌
长
奉 

無Z

 -
 

怒
茶



一I47-

• 

ア

-3r
u
g
㈣

心

网

:
 

N

ニP

U

4

般

難
 

、
冬

展

恒

;
 

N

3

C

Q

Y

■

へ、
内

時

内

師

I

 

N

こF

显

般

冊

浦

無

•

ニ

ロ
K

ヤ

夕

が

历

窃

代

根

槍
$

8
2
%

怅

卬

ア

っ

2

 

ニ

世
-J

聖

項
K

Y

W
 

や

か

帳

車
V

也 

働

ゅ

烬

翦

(

ニ

也
K

>
t

r

や

任
Q
)
 
N

ニ

ド

ロ
■

回

や

产

帐

ダ
U
a

蜃
Q
4

思
 

す

*
E

ぜ

ヽ

4

岸 

ﾡ

所

E

1^

t 
o 
NV 
平 

岡

时 

ヘ 

N

t 
o

用

,

お

ま7

世

こ

か

小

用

心
&
 

傷

線

网

芯

•

も

稱

蘭

登

・

<-l©
#
<

3

立
®

时
a

o

-u
眠 
V
 

*
 

A

N

亠

ポ

ニ

邮

用
G

m

かQ
®

电

爬
%

細
U

復

財

M

、
は

軽

”

利 

极

夢
•

樂
®

む
1
ΖC

が

砂

響

爆

年
,

ハ

K
 H
U
M
 
4
 m

世
&

必
U

和
/

G

''3

仪

曲
-

2

こ
C

LI
型0

ガ

史

系Q
@
w

均

抵W

 

ec

g
 

火
T

钩
<

は
、

ニ

が

い9

ぐN
 

g

1r'
2
•

史 

好

承

田

ャ

*,%

ゃ 

i 

(

ニ

ylK

N

y

r

ポ
&

Q
7
 
6

K

ボ

ニ

ア
G

淤

つ
7

世

呵

梔
0

ニ

メ
(

一
旭3

樂

实

、 

口 

a
 W

-J
小

-

1

产

二

ぶ
V
6

JJU
,

ア

ポ

卷

ズ

桔

贝

縦
w

渊

勺

猛

回 

- 
/
Z
N
I

毋
(
)
N

セ
C

立

国
W

せ

弱

笑
2
 

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

4

バ
-*

#

q

岳
一
芥N
n

SJn

g

w

項

世

琢

网
、B

(
A
M

二
2
F
E

他
W

减
)

e
 
N

n

が 

二

炉N
q

Q

ふ

我

彤

■

へy

• 

•

ニ

イ
K
 
N
Z

無
W

脑
W

G

g

ー
w
 
(

一

展

も 

ニ

ヤ
^

N

*
r
2
&
0
 ( 

早

も

や•

ぷ

た

ぜ*

罚

暖

誤

。

能

就
•
g
/
r
R

国

於

模

二

曬

•

决%

別

々

呼

式

二
N

相

定

二
 

4

W

,
9
A

ニ

叶
,M

ニw

 R
 0

福 

モ

タ
S
 -
3

余

龍

ス
/

で

fc
ゆ

当

進
 

ぶS

ニ
ー
』
鄴>
9
.
/
*

仙

ふ

ぶ

ぷ

襄
&
W
W
J
 6

, 2
 
X
 

I
 |
 

— 

——

— 

_

-
 w
q
N

g

-

ふ

世

煌

•一'-

m

• 

、

(

ふ

淤

狂

融

折

・

名
W

麼

明

・

詬

版
•

蝦

跡

您

®3)
e

川
-J

何

尽

比

出

解
W
 
,
g

N

时

S

の

a

!

城

o、

回

a, 
(

回

駅

ヘ

+ 
o 
「

ﾡく

研 回

C

い

い2

第

乂

回

單1

二0
C
R

曲
世M

4
C

S

絃
)

金

江
,

ポ
0

ド

回

启
V

理

断

も

昱
^

7

 

ニ
S
F
 
N
E

繇

2

账

血

賞

氏
3

N

融

輙

言

呼

 

弓

竹

仲

公

铎

营

血

松

封

出

时

回

、
 

ぶ/

低

r>&

エ

カ

害

小

燃

出

セ

駅

(

ニ

V)
ド
/

、
美

塔
/
\
•

引

埼 

し
w

発
<

ヰ

をk

 
-

震

部

貪

；!

C 田

四 ロ

広

る

1 ﾡ ロ

○に

シ ト
< 、

ロ

、 ○

2 
y

•

:

ロ G

〜ヘレ

コ ：3

口

)

! 
।
1 
j \

1

ミャ

¥ 州

-46-

•.
二

〕a

t

N

『
ニ

''';

協

-a

堂
叙



・
- 4-

ﾡ友 オョ表 森林経営調査票の階倉別ﾡ況

商 通
対 内

ア 数

I ア系の抽述 そ 正 金得

袖 雄 

テ 教

祖 独

出 率

学 ﾡ
夜承ﾡ

及林※ 

以4の取ズ

ﾡ ※

X 入

ﾡ ※

炊 入券
不月

当 近 引 名 名 る 名 名 名 % み

ou以上 < 2 < /

御機5)

<eよs-

ce名)

%o

3○～今2町 ? ナ e < / 夕 スos-

の-ョ。町 /2 «5ー 2 / み 2 2～do 3ondo

o ～22 町 ラo ナ ダ 2 / 22 /

製合

○～*o ☆o～o

今 〜/ 2 町 o ア ラo % 今- / ラ

/公み受、 
(筑 山 ) 
高 末

〜o 久on9o

/ ～ 今 町T /ク/ < ヲ / / N / o～ー

・

/ ﾡ送者の 性ﾡ
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へ

o 割l合 ﾡ有士地の次況 戦右有 地の刻 ﾡ縦次

私式 

4のや入
百各季

材 地

¥ 均

物、」嵐秘林 

平 均のﾡ

甲は係、

2キ以上 ア数

地ﾡ放 

解砍ほ後

地 主

-Pョ大小

も生山本0案 動価

S 入

a 町 % 町T 子 ス 町

! o-0 皆 ラ ラ ラれフ7 P? <49& /〜 332ス オナ 4

全 / ラよ ィ /2 琢

\

〜ノよ/ /ナ
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ﾡ表才み浪 み林全常営調査系ウ階層状 2 株林ﾡ旨の 実態

. ・ . 袖 才、 •ば

&当度 均 基本 女 用 C+ コ )

ア 女 フク
造 2P e < - -

さo
效

本 チ 本 石

$。 町以上 よ

o

6
3oo

2ク
スス < /oス よ クタ 7e7 よよ3 マラ /

3の〜 今◇西「

s2
g 22 スク ス久 よ 四 フノ ラ/o ◇そ 3o 7 ヨo

2の3の可

;

'

々

22 
S 
oo

マ ーー フョ フ/

______

ヨダー /<o 72 タイ

.ー ーーー•

/2～2と町 よ 9

そ20 <ノ マ2 /2 ク /よラ ク ョ

f \.'1

ノ◇町
・

£____

夕

''•

〃/ 2 ヨ 27 2よ そく 黒

______
二

キ

卜

； /今町

•

— <o </ eP aヲ ゴ•ク

一

々
一 ユ

林 下 班 c 千 均)

登営林地まてでの阻気
薪 泉 C千均) 自 ﾡ 内 ; 甲 合 ま払

ユどマァ よ |2クl3o 植末 主向伐植未ﾡﾡ 状
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(平/ﾡ)

流。

!
(平均引C >:

2ヨ 2x 奏 名 / / /2 s e 若 2o aS 今 

<平均/E

•

・Fノ 型)
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oど 彩 - A0ユ m / /

..

/ ク ラヨ

「

ョ

1

ノ～/ 今町T 
(平均今ﾡ)

ノダTヘース今要

(ノダ町)
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1 
1

ラ 7
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1
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附表 ア表 殊林そ営 調査票のﾡ風 九 ラ 立太 取引のﾡ

抽

出

&

取の

用督売部 m 数

型云 今 午円回
完知理中 花印比

今○町 上

合部毎年べ株 

年向/ ﾡ～ど岡

登幣支出のさめ タ 

その他時支 ノ 

第名新祭ラ 

用

ﾡ林組合 

風沼太材茶容 

起沼製材業者 

段辺定天ﾡ放業者 

本内太栄ﾡ

今

〃

ﾡ 间 ノ/国〜4田

4年向 よ～ス今田かノテ)

そ幣支世のため $ 

ﾡﾡ求祭っ 

督 時ヌ払コ

ﾡ署木ﾡﾡ

科 内 本タぎ着

フ ○～ ラ ○ 

____ ___________

今

毎耳わ糸 /ア

・. ノﾡ～ ノP

翌常ヌ出のため ク 

山林ﾡ入のちめ パ 

倡育点出/

ﾡﾡズみて

村内木』商

• •

/〜 フ◇ 才

・なネ ア

岡 1- 4、プア
・ ﾡや、マ

" バ国球2

林ﾡ入ラ

条計にﾡ次独 っ

希糸 ノ
合家素家/

村内※ﾡ 

度過ﾡﾡメ米 

岐型木者K倉

今 〜 /o ワ

毎 わ株、 を し

今坪同グロ 2

・ラ

〃 /__2

家計時支ﾡ s

活客ﾡ祭= 

事 系用コ

不ﾡ業者 

浸羽ホ材賞着 

ﾡ老示 a 函

ノ〜 $

毎与べ株 な し 

今年点口4置状 ノ 

ニ ・,

〃 / ・ /

ﾡ冬系奈 

ネ ﾡ時ヌ出 ノ 

ﾡ業用/

取引ﾡ法

ﾡ系の取売計画
. 相場易の 帯択

代金の夕取
国 女 依株から最卒入会まで,

つラL型 次回 ﾡ会 全 ノ月 3月

送県ﾡﾡ= 

市のら ユ 

ﾡ調査ノ

/ s パ 
/

ﾡ手ﾡ部十石以二 2
ナク ・る上 ユ

ダー ◇ 万 以下 ノ

*新ﾡ = 

系林組合コ

為 2
市場のm以 ノ

ラ / 2 / ノ /

毎年売却 s○○石 /

ユー2后 /

/22戸 N

不時の支出伸える ノ

着 ョ

'林菓師苑会ノ 

! ﾡのme /
2 / 2 /

ノ

キ与ﾡむノ2。戸 ノ

$○日 /

不時の文出口ﾡえる s

ﾡ示向 ノ
' 所ﾡ_の 結系ノ

林、友 経合2
也 元の 評判 /

意 /
3 / ぐ ノ

も 早売却ノ◇○ﾡ ノ
◇百 /

不時の次出つﾡえる m

当公売らない ラ

かﾡ田合ノ

元の評料 ユ

*、系対商 ノ

< ミ / < 2

ﾡ千ﾡ却s。 / 

不時の支出ﾡえる 今

当分ﾡらない • マ

たの軒判

^
酒 /

ヨ

田-ﾡ去 e石 ノ

不時の支出にﾡえる 2
当公らない /
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ﾡ表才4表 森林を営調査票の階層別ﾡ況 4 森、林組合の幼用 余ﾡ林組合に対する与論

i

階 層
i
1_______

柚 
出 
・

森林ﾡ合の材 用 2の

用材た却ﾡ 
の < 合 
ﾡ用況

ﾡ情指写
田税 

と径ら

頃一年店 
、ゅ経合より 
ゆき才要入

I ﾡ林神ﾡ金展

1
コク と L2」

単 位 ア 1
本 /人当 T cイ

4 l T -

e町上 4

1

除がヒその 

後の掃除 ノ 

価裕の冠ﾡ 

を得た ノ

一

:

「 レ

フフ

平均 
/シ

歹1

i
3め〜<。 町!

1 • ・

1 _ _

胃 

夕

伝格のつを
得た N

ﾡのﾡ却依
取、 ノ

ﾡ期的用系
材か分る ノ

「-- 

!

2

.

1 

匚…

引 
平均
三

7 1

!
1
: ユゥ～ 引oﾡ
「

金
西才のﾡ で

/ 3～教ﾡ

•

ユ / / o ョ

甲均 
P

// ;

! ・

M /・〜 2の町

•
t i

品路の己識を

▼e 2 〜*2
• ;

/

平

-

i. 今〜/2町

」•

2
乱おのﾡ認を

た /

1 
1

- 1
/ / ク マ

平ザ

ス

:
・
彳 、

; ノ 〜 今 町

|
i

夕 —

j
二 — ス2 ◇よ 

平均 

c

/

赤よ号合対する意見

・ 顔
-........
ヨ

指導幸式Cついて 苦木の幹深について ﾡ会業なについて 包合の要常ヒつロて ﾡ課金Pついて

阡)

及示林の設置 ノ

担ﾡﾡのﾡ買 /

もっヒ良きをぞむ

ﾡ家賞を空む /

農出期の利用ノ 

気地ﾡ導 ノ

呉さスく バ

更灵に革新性を茎

む ノ

"して政治資金

ヘ ノ

ラ
師表の作熟、/

ﾡ道の点ﾡ 2 

ﾡ君を自 ノ

ﾡと品ﾡの 一天 

/

ヌ地ﾡ /

/ ﾡﾡ指ﾡ ノ 宿暮员力増英を望

む ノ

• i
1

; i

夕 一般額合ﾡ

も平ﾡを担4ノ

つとぼ茁を遂む

シ

值数の暗加を望む

/

新浅の 入をを

も ノ

材木の果荷之買は 

いものまて、集め

よ ノ

j 

混校勢、4の秘 パ 

著業成乗Pよ" ﾡ 

/

表情の有率 ラ もっと苗をマむ 

/

画*の増加を至む

ス

セっ と横ﾡ的

/

大山林ﾡ有者に役

家が今品さる ノ

・

高I /

/ 宿ﾡの優党 ノ
ﾡ救の増加を至む 

ノ

あ林工場の設置

ノ

\
高い /

i
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耐表オク永 ・

ﾡ林求長術研ﾡ会々則 '

一 編 則

/ 本会 はﾡﾡ林業校術ﾡ究会と梅する

2 本会の ﾡ務ﾡはﾡﾡ市加ﾡ系林組合内 置く.

s 本会は系林、所有倉め予ﾡの規ﾡをはかり旅業ﾡ術ﾡする該 

ﾡ、経営の合型冠め会契の経ﾡﾡﾡﾡ献するコ とを目台 

と する

< 本会は前株のク 百的を空放するため左の 業 を行.

ノ 林米状術に戻する相談と者ﾡ

フ 本※求術P 肉する改良立に括締

ョ 私、報ﾡの他印刷物のﾡ布並 に講話

< ※ﾡ特に戻する語署会並に討論会. 績ﾡ表会の申催

< ﾡの他本会の 目的度成 口撃を ﾡ業

ォ= 会 票

V 本会め会戻は左の2ﾡとする ^ .

ノ 通常会買

2 名巻会票

e. ﾡ常会更 はﾡ林ﾡ有着め千弟て本会の爆 旨にﾡ百し 統会 て 

・天の会ﾡを欲入する ものとする

7 名巻会ﾡは本会 特別の功のあっ色もの又 は林ﾡう術改 

7及にﾡし 学請経承者 にLて 会長か編会にﾡ り推ﾡ し合るもの

とする

* 本会左の役頁を置く 

ノ会長 /名

z 副会長 ノ名

ご 評義票 ﾡ千名

ア 役ﾡの仕期はスァと し紙会ぶて送仕する

2 会長は本会をべ表 し会務をﾡﾡする.

副会長は会長をﾡ佐 し会長ﾡ故あ りたる とさはこを代理す 

る

7 評導戻は会長の指示似り 会秀を知理する.

ョ 本 A 顧 ﾡを・く = とか出来る

本会左の取をﾡく.
/ 普記く会計を系務するう 名

ャm 会 ﾡ、

* 会は毎ﾡノ回 月こを向三予幕ﾡﾡ幸業の万射を決索 

する. を あ、ﾡ施 しﾡ時都会をﾡ くこヒが出末る

g 役 票会は 琴 点 じこれを南 く

ク ﾡ事は出常者 の型半数を以て ※する

よ ﾡ会スひ役ﾡ会は会及ニを括集する.

/タ 名営会ﾡは組会るい役司会ヒ 出用して 起見を→る ニヒが出 

末 る.

才五会計

22 会計 及 はﾡ年4月/ 日より翌年3月ヨ/日までとする

N ノ 本会の経すは会賞ﾡ諾 金スひﾡの他の収入 を以て ﾡて る.

22 会ﾡはﾡ会ﾡて決突する

7 同

/ 本会訓は昭細 ょ年7月ノよ日 よ り)契波する
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更ﾡコ・ク午浸 賃 信 対照、衣 昭ﾡス早ヨ月ヲノ日 ﾡ知コク手戻 損益計算書 ﾡﾡみ一 ラ目ヨノョ

小 計 e t [ 年 目 戸、 計 合 計

系量え部

1

ﾡﾡえ部

ノえﾡ賀産 / ﾡﾡ翼慎

ク 現 金 フ2夕 z夕 32 ( 借入金 22e22

i 2 ﾡヶ金 ダオ2ダ2.翌2 (2) 未払金 夕/P2 22

i a ﾡﾡ会 3cg2t9 ¥2 e) 求払費用 722 c2

i 4 京ﾡ会
ケ 4/4 ②仮金 ダフクク 22

ビy 替金 224c00 22 c) 諸預り金 とa222&乙

A 仮払& 々タ"及

*

み削 ﾡ &
/____

|ﾡﾡ屋合計
<イゲイフ22 22 流勤翼験合計 /aノクとz

宮知ﾡ産 フ画ﾡ翼債

|ペ請舞を /2acct 2全 () 核調臥色 /22e2a22-

e 画定员債合計 tノ2 o2a "

a) 察 備昌 工 443 空 ・ ﾡﾡ合計 ズ<マペ/クシX 2

|e委達合計 P〜マダ 独資え部

( 出資金 <ckよdo.ec

系あ小委会 3マみ222 (2) 未払と独資会 ニシュeフ ・ 2dイd2z 空
1
、先魏検計 ラョマ. ee 熱 余 金

0J利益和余金

( ﾡ備金

/2 前愛

a eE

4ョ

み ﾡ業全 2zョ&22

ﾡ余金合計 十 ユ三 2

ﾡ金合計 アラタマそ

会 産 ・ 」 マcaイニzと2 覺債送質合計 c/=722

得 目 内 訳 小 計 合 計

ノ事米項益

1
・

() 数ﾡ者野事求
、

(攻 益 ) 1

ノﾡ課金 タ クダィ2と

ス神助金 +/2と cc ee ダマ ダク 2

(微 用 )

/ 歌高情報賞 3P<<ce

2 施業票衣我賞 土 Z 2 9e - s4 22ノ 分 >4 っ cc

コ)信用事業

cﾡ 用 )

/ 借 入金ﾡ意 2222 - ダ 2c& "
(ラ)購事 ※

(ﾡ上き)

ノ ﾡ常上高 <ダク3 よ22 &2. <ダPsPスP、22

(院上原価)

/ 統 仕 入 高 <4<よダクョ 2 -444よ:2マ2 /2ユョー と

/) 才 用事業

<收.桜)

ノ利用料 兄 シ。 ee

2職課金 + 44485, 2° 7/ /3 8.22 7/ /3a2e

e) 旋業受託事業

(攻 益)

/ 代ﾡ数料 ラクイ P ee ・ラクイ よ子べ e2 ラ ダ 2

(4, 緑林信 事 業

( 猛)
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内 訳 小 計 合 計

/ 我販虎令数料 ク ラニ22 クラ52S 22 + 2 3 2
クフジP ど

2 一般電理ﾡ

/ ﾡ ﾡ製a 

フ 給 料 午 当

・歌紙受易し。.

平We与#翌 , 
校術ﾡ2. 老/,/T/

を' oc。 22

34 <a a

ョ賞 今

ク ﾡ賞烈監賃

ﾡ頁ﾡ与 22 22

クよ～e。 e-

◇ﾡ力 た熟 賞 電 気料才炭代外 22

・消ﾡ品ﾡ 消栄るﾡ /<e 2

ク眞信ﾡ 電該料共位 a 内2 22

よ 廣 告^料 新町なきﾡ ラ oodce

2 現 統 公 課 法人統外 / ダク o cc-

・A合賃 ﾡ待祭外諸会合 4 oos2

グ票ﾡ金

ノス雄 英 諸ﾡ求 十 ラz 222 2 、 222 se4そ生

タ ダーーをを

户 業収入 I

/ 熒取知 息 z ンンxよ2

3海 收 入 土 2 2 22 -と + 2 zPeと

ク 車 ※外賞用

イ 食 風 様却集 ー タ ゴ如• 2 - Ce — ノオ ダ< 29

当ﾡ絶 納 益

3 辱茂 末今 介 弟］ 余金) 

/

/

タシsょ2

/ --- .___ _......._________ !

ア紀マ P友 賃 借 対ﾡ、表
昭紀2年ヨ戸ヨ日 (A年ﾡ示)

4 目 ハヽ 計 合 計 小 計 合 計

其ﾡの部 ﾡ質 ② 訪

/ ﾡ勤翼漫 / 乳勤系質

() 現 金 <aw222 仍買林金 -o2e

0) ﾡヶ金 22夕みそ名 (コ) 借入& 2c2a ce

売掛、金 以つ?衣 (マま 払 金 Pイ3$222

外前浪金 <ecc。 c2 (2 未ネ 難 ﾡ ノダ4ラ4$22

e 販売品炉田 よジ2
i

ぐな条金 2c4cea eg

ま次金 イ*ク3クe2 の,き預 金 3マク2e2

例 ま 坂坂 盗 イヌA3よ22 (?) ﾡ試販ﾡ代金 23P2d2

,立普 金 vzSeee ) 高受金 イ2c4

---- :-二 --ニコ―二

流あﾡ産合 マタコョeす ﾡﾡﾡ合計 ス22s*2

っ 国ﾡﾡ産 > 百天難ﾡ

ヒノ 代契費付 金 -2aaoee o) 岐調信入金 /2aoe。 む

隻 単

( 工君具備品 コ 4229 画央翼ﾡ合計 e 2022

ﾡ大費倉合 タダス22 ﾡ像合計 マヌスダな。名

s 東 郡 出 資 出次○部

〃ノ 系師株賀出契金 23ョシz°e /ぬ賀金 <eイee ec

233ペ/zeE
2 本初の出賀金 -グ4z2と ク4 ◇ダズ2

外認出ﾡ金合計
ﾡ 余 企

・年 備 & バタ勿“

感町寒«
则［爪 足

ノタ*

は)当期保擋先金 /adzs2と

科余会合計 土 コ2:3e

ﾡ 金合計 244

ず達合計 ヲニ4P2
ﾡﾡ地ﾡ合計 1

ラュ2シュzee|
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昭和フﾡ

領’価計 算書

• B2タ午3月引1巨 (28年友末ゝ

斜 目 小、 計 合 計

< 〒ﾡ環枝

/ 教青の事業 "

く攻 後)

仍 ﾡ 課 金 /ee よ7.22

2 ﾡ/ﾡ金 <-a cea 22

() 赤区天施ﾡ温賀行ﾡ 十 お 2二 % 2e Pz e

cﾡ用)

・,ﾡス賀 情報スﾡ 42 se*. 22
を ﾡ ・2 9zo. 22

⑶ 表林区系認す系行ﾡ 土 8 22 e2 -イ ク< 全 2 イ/ N

2信 ﾡ事ﾡ

く を)

w) ﾡ調ﾡ付全 ﾡ Z 22 ee

(航ﾡ用区会求扱キ救料 十 222.2 よ<z〜ee

<予 用 >

・)代 調倍 入金 & ス フニ* 22
)借へ企 和 息 十 P e ○ e2 一 今 ヨニ名 ce ーノ/o○2

ミﾡﾡ事業

く 売 上高)

・,名ﾡ二 高 < ク タ/ョ,22 イク P2e

Cﾡ上孫ノ)

○,額 仕 入高 / ペョ <4 22 -グ<eュ 2P4全2 十 クタ<マ～ピ

4 ﾡ元ﾡ業

ヒ 高

・, 紙。 完上高 22 2e2 22 クzca e2

くﾡ上ﾡﾡ)

) 統,仕入高 よ 2 c。 四 二 4A2ee 99 スeo。 四-

W 本 資事ﾡ

Cス 入 )

・ ・) 味 ﾡ、車金 ジ2# ク02 22

a 玄 益巻 う担金 z 2eo.&9 x式dece 4

く寒 公>

・引ノ林ﾡ エ〒 貸 << o ee. 22 -<z<eed 9

負 回 内 ﾡ ハ + e 計

g ﾡ業

くル 表 )

() 納用料 2〜s。 レ

情州引熟 課、金 ク クマバ 全e

(ヨ) 分祖金 + o o,c9 9 s//型 とz //22
ク 流*受事業、 

(坂ﾡ)

"ノ 久生ﾡ キ数料 ダョ ☆ニク 2e
)々株 介数料 + ョZ ッジよ ee ◇イPダ 2 十女2< /.b s- 2

統 ネ 益 よz2
2-報者 理サ

くヌ出)

/ﾡ ﾡ報酬 包年 /$ マ 47ccaee
マ給ﾡキ 当 常ﾡ理事外 ダく ダc夕a ce.
ヲ、ﾡ 与 ﾡ、ﾡ夕く ごクク2e 9g
ス及給 与 金 大橋柱子区最会 / e oe. eg
Sﾡず次ﾡﾡ ﾡﾡく次武賞 タマ cec2
4 保、 ﾡ 料 "贩贿枚鄰M1峡 /P22

ク、朝 •力 九費貨 電気緑スルーケ分 よ *Pイe2
と 消ﾡ・ﾡ 阪宝共め他用ﾡ

ジ / 2
面 信 ﾡ 電諾ﾡ他 2 eラ ee

/。調書所死 賞 諸5宜所ﾡ賞 o c oe ee
〜み 活 ﾡ 下野ﾡ点み W ceocc

マ会 合 ﾡ 発会合サ ママ aダ4ee
/系 担 金 ﾡ値ス林政協会 マ “奥む

ﾡ ﾡ 諸ﾡﾡ 土 2 422 ークマクダ2 と
華祭統仙徒; ー シ < 2

3 事 *収 入

こ%户 管

スﾡ 收 入 〜マーュコ 22 <s 6ソク, 在

当ﾡ絶 木I 益

_(左み幻分2会全)______
4 zs 2e
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ボ衣ﾡよ表 ハ

狽旅計算書 昭名三。ラ月ラノョ(つ内度系)

全 を 到 内 家 小 計

( 合 計

/

/

求禄を 

教育者号事業

(攻 益)

ノﾡ・誤 金

2ﾡ 助 金 

・ 系効区ﾡ計週賞 

(ﾡ 用)

/教酒情報貴 

N経當紫诙殺責 

ラ 条株区 ﾡ行ﾡ

4 c/z -
a 2eo. 一

+222-

办 ク -

w 〜二 -

+ 22 22a -

2 ◇シク ー

二 2 - ラa 39 -

1

1
1

信用事業

(以 益)

/ ﾡ調貸付金約 鳥

<ﾡ 用)

ノおﾡ借入金ﾡ 意

営入金ﾡ 窟

フ RV -

タシ3、一

+ . 252ニ

ス 子タュー

ニ ラ342一 - P — -
ヨ 隊ﾡ事茶

«売上端 )

ノﾡﾡ呂絵売上高

Cﾡ上 原価 )

第ﾡ司 統任入 高

ィィイタ<子 -

/よイ2女 -

2e "/ P*く -

4少2生生どと 一 4 —4 -

夕 神用事業

( 益)

ノ納 用 料

2単 引ﾡ課、金

P2o ー

+P2-_ PP ラー2 - PP=ニゥー

ﾡ業※試事系

(攻 益) )______ /

-I65-

年 百 内 訳 入 計 
e

合 計

/ 谈 t生ﾡ キﾡ料 /ePィク三 -

2付ﾡキ 数料 十 ズcヨ 〜 ー /. dcA - 土 ン2 cと-

Z -般暫 理 ﾡ

ノ役 ﾡ 報函 a合氏理事師F供本 /彳 cco-

よoラ P～マ -

給 料給与 ﾡﾡ理中/派®Tバ ヨウ o -

=ペ 与 ﾡﾡぐ ○ 52Q -

«次 祭次通ﾡ 最ﾡ3ス 通ﾡ 如 2$2 -

S動力童熟責 電ﾡ料 マハダラー

< 消 ﾡ品質 用ﾡその,他. 22 =ビノー

クﾡ 信 ず ﾡ古料切牛 み外 スス ニ2o -

・査ﾡ 呪費 滝歯期研宛績用 ミs-マ9 -

クな 告 料 新ﾡなき料
マ 2 -

/○会 合 貸 会合 夕ﾡ 2< P条 -

/ﾡ 担 金 素ﾡﾡ課金をの他 スPaコ2 a-

ノス取 給 与金 浜奥典車給与思証 /

月月 生 貨 阪ﾡ厚 生集

«権 ﾡ 務羅費 X マク -

合公 課 預金4子税 . 土一 ___2ニ_ ークママラ=

=s 事※外入

<ﾡ取ﾡ 意

2ﾡ 坂 入

ざダタ2 -

十 タナ 父 ☆Pよzビ - 土2224=

当ﾡ他 利 益

<本与長求欠剤会金) ___
__一-- --. と =-ニー. 厂. ..___ _

ライごー
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密知チ年 度 賃 借 対 ﾡ、表 昭こ。 野シ月ラ/日G»軍受*)

: お 巨

7---------------
小 對 合 計 料 百 1 小 計 合 計

ﾡス部 ﾡ壊え新

/流ﾡ督産

»
!
1

1

/型 金
?

2<aョ4/- ノﾡ様企 ターョー

寂 ヶ a ヌダお<e/- 2太み寿 用 1 エク8_ 
;

1

: ラﾡ 掛 金 ダイ3ュー 引諸ﾡ ) 全 /eイ イ -

<ﾡ & • /eo. oce- 〜※販をべ e eダメーー

; •ゴ 文 、金 クョイー • 3 前 夕金 ろocQ -

・<未 攻々 益

:ク立 香 a

よ仮 払 e

4 テ-

防羽一

/シ2

/鳗绐字引き金 /。 eg- ・

ﾡす ﾡﾡ合 イ—ー

- ---- >ﾡ

浸ﾡﾡ査合計 "42e - ノ 6 ﾡ借 入 金 •々。 oc -

ノ / ず夕 片 金

ス番 物

ﾡ 天 式 ﾡ 合 t 
ン-

々ヒ Pco-

/-2 cce-

厶• *P&-

曝

ﾡ ﾡ 合 計 ノ?ビマ?一

s エ郡長ﾡ ラ ・ ョフーー
1

ス部

--

-二
ノ公黄 金 <2<dPoa..

; 習兵浸意合計 ユクダー ス 素松公ﾡ 金 - %A一 ダメー|

ョ 外き 送 契 和 余 会
1

! / 系ﾡ出ﾡ会 2マる4スー .ノ率 編 & ニノ ナグ^

: 外記出賀倉 233◇ 業象立金 <20Q-

1 /
/ ラ船料4ﾡ剤金

, /

ク 当海安命ﾡ冷心 土 二 c3ァx_ 1
/ .---

-二 __一
•

/

2 ﾡ金合計 一
--

-- , --・T-)

"パs ハー ： 

j
! ﾡ ﾡ 合 + !

__________ [2ョクGグー ﾡらe社計
1

"广ブ-Y"

附表才?表 -I67-

加 ﾡ村森林組合定ﾡ (昭27キ改正) 

附 mﾡ村赤林ﾡ合役受*戒量

1章 部 票U
オ1条(目的) この組合は、 合項が協目してその系ﾡ友業の合理 

化Y孫林生ﾡ力の着進とな画り, 経ﾡ状態を改きレ、 社会的地 

位を高める ことを目的こする。

*2条 (車業) この ﾡ合 は. a合 頁の ため次に最げる事ﾡを行う

/• 担合 頁のための 森林経き索の 作成との 他未林の 経ﾡにﾡす 

るﾡ善. ■

2 . 4合 ﾡの委ﾡを愛けて行ら表の ﾡ素及経き.

3 , 担合眞の済有する森林の経きを目的ヒする信の引受.

4 合員の行う林紫に以受せ資会の質付.

5 ﾡ林中央全年及び 足利ﾡ行に対するﾡ合員の員担する店ﾡ 

の保証ヌはこ らの金融ﾡ肉の委仕を受けてする 試権の取立.

6 . 組合 ﾡの行ち林ﾡに 受な物資の 失会.

7 合ﾡの生ﾡする林ﾡ物の運服、 mエ. 尿管及 販売.

8 組合眞の行う林ﾡに 番ぶﾡ苗の株取及 な有成にﾡするﾡ 

数,

, 但合員の 行っ 林泉に 受な 林当の ま重その他共同ﾡ用に岡 

する花認.

o 防火像の設質、 流声林野のﾡ旧、病虫室の防除その他組合 

ﾡの ﾡ林の 保ﾡにﾡするﾡ設、

〃 組合勇 の 福利軍生に ﾡする施設.

/ 2. 林兼にﾡする組合買の核郷のﾡ上スび 担合 業に同する 谢 

合員の知 歳の 向上を図るための ﾡ育 並 に 担合司 に 対す る-般 

的消ﾡのﾡ供に 関する施設。

/3 . 組合ﾡの経ﾡ的地位の 改巻 の左めにする 田体協台の 鈴結.

/・ ﾡ合号の業にﾡ市する事集.

ォ3条 ・名杯) このﾡ合は, 加蘇村森林名合という,

オ4条 (地区) この組合の地区は、 栃木ﾡ上都ﾡ那記ﾡ村とする,
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ォ5糸、ﾡﾡﾡのﾡを地) この但合の幸ﾡは、 あ示景上都役部 

加彦ボ大与等町習/ よク2番に 置 <..

ャ4条 (示命ﾡ雨へのm入ﾡ武) 二のﾡ合が系林組台書合会の設 

立の ﾡ忍人とさり 為 しく □設立準帰会の試奪に同ﾡし、 系林ﾡ 

合ﾡ合会の含係について同意し、 意ﾡ▼天金軍若しく 系林ﾡ 

合 澄合会 に加 入 しスにこハら ﾡ通 しよ っ とする とさばﾡ会の 

試浜をﾡGワ ばさ らさい.

ォク系( 示ﾡ企業参m ) 二の合バ2係各る にﾡる尋ﾡを行 

うため家?ある 合 に おいて . 会社 のﾡ式を取ﾡし. スに会 

社活 しくに前茶 卜の 司係に石 しおﾡをしようとするとミは、 

業会の ず決 を 経 な n Lばa &い.

オぷ条く公きのさ法) 二の合の公き. 二のﾡ合の退示ﾡにﾡ 

示してこをし. 且つ家があるとヨに下野ﾡﾡにﾡ家してこ 

n1をする。

零2章 組合員

ャ?条 ・ﾡ合員ゐる当) 沢に8nる着に、 二のﾡ台の正ﾡ 

合異とるること乙ミる. の 御色 の 山区内 にある森林一町 

工を戸するもの。

2 . 前ﾡにﾡびるものの外 このﾡ合の他み内住を月し、 

型区 内におい て 杯衆な 行う 看 又白 二 りい二 季するものごﾡ合 

の和設を利甲すること バ造ヨ ごある と柔めら"るもの同この 

御合 の 準盗合 ﾡとして加入するニと が公未 る .

矛2茶 (ﾡ入) ﾡ合長にﾡらうと丁る着にR名ヌは名ﾡ及の任所 

金に引ミ数けようとする公頁口微ヌにﾡ) 段さ クと寸る埼か 

を記試しゐm入甲込語 を福合に対 し 涙 しな け リ口'を らはu. 
個し・ 主差 ﾡ合 ﾡ仰の法への合にあつ乙m入甲込乱にﾡ 訳 

浸直作尿さ 財産目録及 の慎信 対緑根推にm入 に いどのt 
会のず決のあつに尋4証丁 る音面及 xの ﾡな記ﾡし 普ﾡ 

を系 何しG L ばさ らさい。

/ 宏 立の年戸百

-I69-
る 業のﾡ琴

3 役頁の名み住怖

4 公ﾡの 総 コ 致

2 . ﾡaa 前 ﾡ ) m 〒 込ﾡの提述バあっ Cﾡに置ﾡ会の 試示に 

さ ってそのm入り諾否4ﾡしその 自甲 右 に通細する-

3. ﾡ合ほﾡ浪の秘ﾡにぶ))uロ入を承話する旨の武細を段た率 

込看 には出資 木 / 回の4込をさtく そのﾡがﾡ分るﾡ1 nに 

時はﾡ滞さく ﾡ合目名ﾡに認原する。

ャ// 茶 (相$7ロ入) 紐き買の •へ上出 くご、あっ て、紐合 異にるﾡ格を言するﾡ (ﾡ 

を人乙あっ 乙 各言にる食倍を肩す るものが枚人2 ②と会再 

ﾡ人の同起をて後さに /へのﾡゐく )の相ﾡ南ﾡ後み0日 

内 口 ﾡ合に加入の 甲公をしﾡﾡロ、ﾡ載南ﾡの と a に組合ﾡ 

にさっ/ものとみさす。 二のﾡ合にほ、被ﾡﾡ.の将かについ 

この 権が 義 粉 を 承ﾡ 寸 る .

ス2余 (房 出 義 粉)ﾡ合のその強格を夫いヌ可代名ﾡ司名 ﾡき f 
商合司るほへの たﾡ右 し< は長ﾡ口委要があつ時さぼにそ 

の旨をﾡ合にﾡほmぼな ○さい.

ア条 (ﾡ 退) ﾡ合ほ. ﾡ栄蔵のﾡ)の80日前まるにこの 

ﾡ合「君面ぶ 履量の予きを してその ﾡ業野展の ﾡリ 口ﾡﾡ 

することバでさる。

ィ/夕余 (除 名) 額合言バ次の各考の一に執者するとさ総会の試 

栄を軽るこnを 除名 ることバでさる. この 陽 合におい 乙 ほそ 

の組合司に対し給会の日の7日前はてにその昌を固細し. 総会 

に茶る弁明 す る 本会 冬今え8け ば らない.

/ 引会 ふ年上ﾡ合の元設を全く利甲 しはハっにとさ.

る. 松ﾡの込、ﾡ課全の払込その位ﾡ合に対する本希の陽行 

を冷っにとさ。

3. 組 のﾡ業を rる 行魚を し にとさ。

%. 法令ス同このﾡ合のﾡﾡﾡしくに現向にﾡ反し、 その他ﾡ 

合の信甲を夫わ rるゃう ね行魚を しCとさ。



-170-
2. 除名を決託しとと会は、 そのﾡ由をﾡらハにしにﾡ面を以て 

その旨をその ﾡ合昌 に量知 しなワ ば& らない.

家3ﾡ 公員経書分狙みび意立塗

ネ 条 ( 公負表ﾡ ) ﾡ合言 に公ﾡーロ上を希らGmはな ら a い.

2. このﾡ合にﾡ仰公宮をするﾡ合ﾡのR名、 公限の目的たるH 

産及びるの価ﾡ表にニにﾡし こ今える公ﾡ□救日ﾡﾡの通り 

どする.

ス&条 (公ﾡーロの 金ﾡ及 びム 込のう法) 公費一口の全暴に、金 

222 円とする。

2. 公育ォ/回のム i金 ﾡに/ □にﾡさ金○円以上工と し矛2ヨ 

の公ﾡの込み口そのﾡﾡをォ / 回ム込津業耳ﾡ中に込じも 

のとTる.

ネ/ク条 (公ﾡね込の通細) このﾡ合に公ﾡム期日の2ﾡ高前a 

でに書面によ仏込の金銀. 期日及びうをを名ﾡ合ﾡ通和す 

るものとする.

ネ余 く公貫口致のﾡm) 公習口ﾡをmしよう とする ﾡ合員に 

ついてロィ /○余マ/ﾡ本ヌネ2及ネ3 ﾡのﾡﾡを準甲する.

ネ/糸 (独習口致のﾡ少) a合言 ロやむをﾡ@ いﾡ田あ るとさ 

ほ. あらかじめ番面によりﾡ合に通知し. 総会の試ﾡを経て酔 

薬年及のﾡ におい乙その公ﾡ口枚を武少することができる.

こロ条 ( ・試金) 二の組合にヤる『、ア/ると及αオタ 寄ハら才 /3ラまる 

の季業金みにこらのﾡ業口にﾡﾡする尋業の径書にえてるため 

御合 頁に経ﾡる ﾡ課 すること ハ ごさる-

2 前限の原顔金の銀微収ﾡ期及び徹炊あ玄に総会ごこ4の 

る.

3 前ﾡの規ﾡにぶ りﾡに#ゆしCﾡ顔全に、こを区量しほ 

い・

2 条 (候ﾡ 科ヌは 殺料 ) こ み 台はそグ 行 う 茶に っ い て 候 

雨料ヌボ キ救科を 徴枚 すること が公系 る。

2 ﾡ眞のﾡ甲料ヌ手歌科のﾡは規ﾡる め る。

-7一

オ22条( 今金 ) 二 の 御合が系ﾡ法 く以下といろ ) 无『空 朱令 

但金の環ﾡに)ﾡ外君に今祖金を誤するため同系ネ/ の認 

可を受けよっとするとさに. あらかじのぐ会のまを経なけ

才23条 (電急金) ﾡ合言が公ﾡヌに 頭課全の 込を含つヒとさは 

御合ば、 ムうた金ﾡに対し込期限の翌日ハらム込ﾡ3の日 

はで日歩«ダの割合ぐﾡ合員のら量怠金を ﾡ紋 す る.

ネス4条(華締金) このﾡ合は息央の乙く補にえてるにめ公言総額 

と同ﾡに貴るさぐ. 零年ﾡ業早度の副余金の十分の 一上を 

報隔金と し てﾡみ立てなワ ばG みほい.

ネ2S系 年ﾡ後の繰入) に場る全類は準ﾡ全に象入る.

/ 欲区し に温ﾡ金の殺

2. オ2? 係の ね足に )軍足したる分る戻しる しaいもの 

及 レ、'法 才/ウク 系くﾡﾡ) の混.ﾡによその請来権が用効に 

』ってﾡ武しもの、ﾡ.

ネ24余 (任ﾡ油金) 二の額合ほ剥余金いらﾡ立を想立ること 

グ 公宗る.

る. ﾡ立全さ、 ﾡ天の乙くﾡにえ乙る外、 と)くずしこほなら 

はい,但し終会の ボ※ による含この隠)る8u.
才2ク系(取員度冰給今積立•金) 二のm合は、ﾡ司点齢今長良に 

ﾡめるところによ)ﾡ孝崇Kﾡ該Lﾡﾡ与ﾡをﾡ立てる。

2. ﾡ眞最ル給今ﾡ記は、 理ﾡ会の試決によ足める.

ネス『系( 法足ﾡ燃金 ) この ﾡ合に *2条オ/ る及 wネ /2引の義雨 

口恐 こるため毎雪業耳段の 創 東会の 二+分の一以工をﾡ追殺言 

及信報の 季業費全として 翌季業年ﾡに裸ﾡさな Fは&らさ い.

ィ2余(将 今) このﾡ合の財産につい乙のﾡ色ﾡの椅分ほ:番 

業展の経)にﾡて、 のﾡ準にふ)足める。

込右公 音金の終役にﾡ者 する高ﾡについ乙可、— 合貫

の 火心ﾡがま包,にぐげてﾡ足する.但し その財達ム式 ■金办絵/刮琛 

少し乙とさは、各ﾡ合言の仏酒公ﾡﾡにたじZ私ﾡしてﾡ
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ず ②。

2 そのの財差につい乙3. このﾡ合のﾡ家の合にﾡ章 

ﾡす ②ものとし. その章定のうるは 総会ご・受め る ・

2. 荷分を算定てりにあクル、 計章のﾡﾡとさる全領ご/田系ﾡ 

のものほm) 捨て る.

ォ30茶 (時のな水) 編合言の成ﾡしに同二は. 前糸/ォ/ 寄ク規ﾡによ 

り宣定しに分の戻しをイる。 但し 除る に 5 り 就 足した ら 8 

には、 同るの趣ﾡによ)算え(奇分ﾡの2今の/とする.

2. 御合眞が公乱口教を私少しﾡ場合にほ. 前茶才/候才/▼の 

ﾡえによ I) ﾡﾡしに希 分誤 の っ6ﾡ少しﾡ公領口教

にたするﾡ分線の A戻をす る。

・4卑 ﾡ ﾡ

オ3条 (報言の ﾡ殺 ) このﾡ合に. 復員 として 理率/つ 人. 脇キ 

3人を置く、

ォ32条 (得言の武等) ヌの後等にﾡﾡ書、 授目ﾡ等ﾡ足のﾡめ 

るところによ1行ク.

ォ33茶(ﾡ合の武任) 程尋は、祖今長/人 常務理爭/人 を 互送J 

るものとする. 但し、 正 組合 ﾡ (を人を除く ) 国 外,り 者力、ろ 送 

公さ乙ﾡ幸にﾡ合及、 帝希理ﾡとGることがで8い。

オ34余(理幸のﾡﾡ) 理幸、 法令及びﾡのﾡﾡ並に総会の決 

試«建守 し. 但合 の にめ宅累に その取ﾡを数行 し砲 なら 

さい。 •

才35系(ﾡﾡ会) このﾡ合の枠業の運ﾡ日、 遅等会 に 於て决し 

の 受軟 そﾡにﾡのるものの外、 ﾡにﾡる幸ﾡば. ﾡ番会にN 

試しで JL ばな ら a い,

I. ﾡ業«置・す るため の 具棒 的 方針 の ﾡ記口にﾡす る今融

2. 総会の名集及w雀会に府試寸 べ a 番で

3. 役員の選警に関てる争傾.

4. 画ﾡ産の取得スは処クに東する奉ﾡ

s ﾡ頁 の 任ﾡ 及 α絡与 に言 る幸

6 前 各る の 外理津に お い て 区番と 柔め 奉ﾡ

2 ﾡﾡ会の沢試は、 理幸のﾡキ歌が公ﾡし、 そのﾡのキ永 

て決T る

3. ﾡﾡ会の訳全につい乙に、 るらaけuばならさい, 

試季券に、散' 争 の 経置の専振及その 裕果* 記載し 公雨 L た 

理番ほ. こル に 者 名 し を ウ / ばな ゆ8u.
ォ36茶(理季の 義任) の ﾡ合おいてはその行熟なし ﾡ幸は 

組色にﾡし電甲L こャ/ 芸の 明ほに かつて 口 難法「配きせら 

ﾡャ2るの場合にあつてはﾡ合が家ってﾡき窓につき令君ス 

aﾡ儀を しaホiばさら8い.

/ 才系ヌロオ$4余の 規にL及 する問余金の配きに同 

Tる試察 をぐ会に堤公 しととさ.

2. 法会えにﾡ式にﾡん1っ熱をしたとさ。

2 ﾡ 刃 行 熱 バ ? 会 o 手 に塁い乙ささととさに. その未 

に試ﾡ し た ﾡ キ a . そ の 行点をしたものこ々す。

う 剤 n の 天 試に 参 J しにﾡ尋であってﾡ銀に受ぶを止めは ハ 

うものに. その※試に因原しCものと唯する.

4. ﾡ番がその 形ﾡ客行う につ会理竜ヌに大 は量があ 湯 

合にa、 その理番にァ三有ﾡしそ 海合 と型号してﾡき曲ﾡを 

しam |沢 ばな さい.

ど ﾡ合の ﾡﾡのﾡ囲沢にgい行ﾡにつて処へ長きる加え 

とっ、 その番の天ぶに武広しとTﾡ及びこをﾡ行したT 
番ほ、 型帯してその 語値 をしなm L 高 P g い ・

3ク茶 (ﾡ合長のﾡ務) ﾡ合長日、このﾡ合をﾡし、ﾡ番会 

の沢足に縦つるﾡ務をﾡ置する。

2. ラ希ﾡﾡは担合ﾡを河近し. 組合のﾡ称を薄電する。

3. ﾡ尋にめらのじめ互後によﾡのに順にﾡい、 商合ﾡ及び 

需希理零尋故あるとさほ. そのﾡ希る代ﾡし、 ﾡ合長みびﾡ務 

ﾡ争ス誤のとミほそのﾡ希を行う。

ャ3ケ条 (血番のﾡ務) 塩ﾡに、少くともﾡ野幸禁年産2回組色
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のﾡ産ヌに業 希報行 のえる 上登 しはiた ぼな らなさい。

2 ・ 丘争 な、前頂の 丘番 の話系につさ理番会及び業会に報きし、 

ﾡﾡをべな ばG ら g い.

3. 監奉バ、 そのほﾡをﾡっﾡ時に、 その丘番にﾡ合に対してﾡ 

帯してﾡ電ﾡﾡるしなi ばな ら.g い.

4 血番バその取希を行っ につさ番ﾡヌ はﾡ大さ最失バあっにゐ 

合にほ、 その血ﾡはﾡ3君にﾡし乙もまﾡ帯してﾡ宅ﾡ償を

し円 は らっし・

S 前2頂のﾡ合にて置季も スその言任十ごさ時はその血ﾡ 

ス び ﾡ尋 & 型ﾡ 個 ﾡ者 とTる。

ど. 血ﾡについ乙のﾡ則は、 監幸がﾡめる.

ク 前ﾡの額則は. 終会の協ﾡを経&mぼさら窓い.

ネ33系 (根員のﾡ期) 長義の岳頭は3年とTる.

る. 侵の一 部ゲス竹ゐﾡに 登等 に よ ) ﾡご任 したﾡﾡの任明及い 

麻風吾. 侵員 後ﾡ規程 ォ /今係のﾡ定による日益等よ )記ほ 

し乙ﾡ乱の左期にﾡ 者 の 任期 のﾡ1 のﾡ宿こする.

3. 支ァノノク株(ﾡの政益の語求)の現ﾡ口ぶる 改武の 埸 合

a徐、ﾡ幸ヌは 血季 の 全昌がで可 そ場湯合にそﾡ任しに号 

ス ロ 埼季ほ. 後任右のうゐ少く ともノくがﾡ任するまてさおそ 

の 阪ﾡ &行っ.

オ40条 (侵ﾡの報酬) 役言の報酬その位の命与は総会のボポに 

さって ﾡめ る .

テ5早 鈴 会

才4/条 (ﾡ会のﾡ集) ﾡ番はﾡ等業坪彦ﾡ3後42日以内に武 

ﾡ終会をﾡ集する.

2 種番可左「ﾡTる 場合口幅高義会 汉招 東する。

(/) ﾡ季が卑と認めたと会

(2.) 正ﾡ合言べそのﾡ分の一以上のﾡﾡを得て会ﾡの百向たる 

奉ﾡ及び祖集のﾡ由を記ﾡしﾡ番面るﾡ尋に 視公 し乙ﾡ会の 

集を請来 しﾡとさ.

-17 5-
(3 ) 正組合員がその ユの一W上の重系をいて役買の改ﾡを請 

ギしたとさ。

3. 前良才2琴ヌに才3るのあ合ににﾡ争はﾡ式バめっ日へら 

20 日 以下 にﾡﾡ会をﾡ集 しamばaらgu.
4. ﾡ番ほ次の ﾡ合にほ幅時総会るﾡ果 しな rばならさい。

(/) ﾡﾡの転務を行っ巻さいとさ及び理尋ゲャ2頂ﾡス考ヌ 

Gフ 3 君 の語来があっ 乙も正ﾡな種由がないの に集の寺歳 

をとらはいとき.

(2) 版季ゲﾡ産の不ﾡヌ日業希の 択行 にっ いz 不整の示がある 

ことをﾡﾡ しゐ場合て、 こを総会に 報告 寸るにめ家 

と潔めとさ.

プ 42 条 (松会のﾡ集寺ﾡ) 総会の名果ロ、 その会日の!0日品五 

U、 君面を以乙会ﾡの目的にる尋ﾡ及びその内ﾡ並に日ﾡ及い 

ﾡを組合頁に量知するも とする。

ォ43茶 (諾会の足致) ﾡ会さ、正ﾡ合ﾡの、二分の一I上バム 

ﾡし8けぼ、 試寺を南いてﾡ決ずることが公系&い.

前にﾡ足する正 御合 言の公馬がさいとさ日.種ﾡほ2。日 

内要 維会 をﾡﾡしさばさらほい. この歯合ににﾡ 

の定にハ、0ら ず試番 を南さず決することが公系る.

個 し 法和 /2/ ﾡ合号 ( ﾡ列 試※ 賞 ) に週 rる 尋ﾡ にっ uz 
この暇n てにさし.

ィ44系( 燃会の試浄 ) るは二の足熟て 引 に 記めるもの外、スに 場る4ﾡ 
口燃会の 試決をﾡ8nMばはら8い.

(/) 一 価合員 に知 する賞対 堂 領 (ﾡ剥の法ほに』る 資村金表 を 

除く)の 最意及

(2) 分狙幸 の 徴水 及びそのる法

(3) 一ﾡ合言のﾡする傾希に知する 債 務保証の 最高 限展及 w 
分早孝業藤内に お口る個希保証の最高限ﾡ

(4) そのﾡﾡ会にて区琴と認める学

ャ45茶 ( 緊 ﾡ 試探 ) 総会てa. 遠ﾡしと正ﾡ合昌(喜面ヌに
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置人による君を除く ) の三ケカニ上の同ﾡな偏ときにﾡ 

) オ43 条の寝足にぶ ) あら" じめ通細 しにﾡ以外の奉ﾡに 

ついこも試決すること"でさる. ﾡし・ ほネ/2/系各るくﾡ 

ﾡホ尋ﾡ )にﾡTる争ﾡにはこの暇 ごaい.

ァ44ポ (家長の送を) 総会の試長ほ・ 塗会に公顔した正ﾡ合 

のうちハら正 組合 言 が後任 丁 る -

才4ク条 、不置人) 正合浸は. 総会に公用公索区い場合に日、 

ボﾡく そ乙 試天ﾡを行便するミと バ 公索る。

2. 頂の不晋ん口、次 の 各 另 カー に式名 寸 る ものごと 力 は口,「エ 

◇aい.

(/) 正ﾡ合誤

/2) 2 の 但合言 と 同 じ き場 に艦する 派年為

(3 ) その狙合言のみ杯を言理す る派丘ﾡ

3 T人ロ、 4人下の正組令項をべ理することが公示る.

4 . rﾡ人 □権を 証ず る雪面を 組合に程公 しさ 口なら 8 

い。

ォ4条 (ﾡ面にる天権の行長) 近ﾡ色ﾡが 前示のﾡﾡ口 

・るべ理人を以て試決権を行ﾡでさﾡい賜合にて、当面をモっ 

て試ﾡ雇を行っ二とバ公示る-

2 .・前員の番面による試ﾡﾡの行ﾡは、 その雪面べ総会の雨会の 

ゐきなにこの組合に梨達しはさいとさ ほﾡ効とする.

ア4条 (準ﾡ合言のﾡ言ﾡ) ﾡﾡ色ﾡさ、ﾡ会に狩乙試長の許 

可を電る. ﾡ夏を武ること の公衆 る ・

界と画 季業の報行及び会計

ァs0条 ( ﾡ業年蔵 ) に のﾡ合の 幸業年蔵 は.ﾡ年4 目/日ハら 

霊 3月3/ 日きごとする・

才SI条 (電雨契約) この 紐台ぶ. /内のﾡ向において ﾡ 

合 ﾡ が組合の ﾡﾡの一都を零らえ甲する ・の契約 を紐年買と 哨 

結 守 ることNるきる。

z. ﾡﾡの契点 書高乙しはIにほら8い.

・ -177- 

ャ52ネ (負 外利用) この合口. ﾡ各ﾡの利刑にヌﾡのない厩

但合言以外の君にオ2 ○条*3う*5ラス びォ /3・・県圭 

に にらの 業 に 帯す る ・業 N外の◆業を飛用させること ベ 

公ﾡる.

(飛浴受理用の別限) このﾡ合の余給金ロ、武林ヤ来全 

ﾡ m録ボﾡ業同ﾡ合、ﾡﾡ旨若しくロ銀行に口入、 ヌ 

日、国ﾡ証ﾡ、他う宏証号. ﾡﾡﾡ貰の収金融ボ声のﾡ行す 

る依希るル得する外、 こ L を NLの 目ﾡにﾡ甲するこ と公で 

い-

2 前規足によ7余裕金 a. ﾡ入れる銀行み び 条裕金る 以 こ 家 

傷するﾡ林儀 時く 卜の金ﾡ信寺のﾡ烈はﾡ会の試決をﾡさけ/ 

ぼは らさい.

ャ54系 く 規約 ) この記欺の足めるもの、タト 業 希,の 執行、会そ 

の仙に津じ専容奉ﾡ日総会の試沢をﾡてﾡ約でﾡめる、

ャ 7 年 利余金の処ケ及宿失の処T

不55茶 (剥余金のえ分) 剥余金小ら準備金にﾡ立てる 金ﾡみび 

*ス『条の趣足によn繰 ) ﾡす 金ﾡ及び忍立金をﾡみ立て る陽 

合にあっ乙にその金ﾡをﾡ引会、 はほﾡ余があると会は公ﾡに 

対 T る配ﾡ金専業か量に対する配者全ヌ 口繰ﾡ金とず る,

才54系 くぬ ヨ) おﾡにﾡTる認当に、全崇手度のﾡ)に為 

② ﾡ合 ﾡの払込済公ﾡ額にたじてこれをするものとし. その幸 

口5分内と寸る -

3. ﾡうﾡにﾡ才る配きに、その津業年ﾡ内にて取1扱っに 

1 の城通. ﾡ格 そ の 他幸業の 分量をﾡ屋 し 乙ﾡ合言のﾡ業のえ 

甲分・たじて こをTる ・

3. ネ 2?条ァる良の定に記名金の計章に準甲 4る.

オ 5ク条 (ﾡ天の処 ) 信夫ほ根立金導備全の順舟にさ) てく精 

T る ・

I. ﾡﾡﾡヨの長言は、 その任ﾡのﾡ石にか、 らずﾡﾡﾡ要
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ノエ内 改蛍す る .

る. 但表表異記のﾡ合言ごめって 二嘏装 ﾡ後aおﾡ合言さあるもの 

が在ﾡ表愛の 日から2個向以下にﾡﾡする旨 を組合に知 し 著面に 

ユn通知しと会に. ォ/3余のﾡﾡにハ、わらずそのﾡ合ﾡほ 

その畳知を しにﾡこの 商合を る ・

3. 組を表愛につそ 税 し C起合言の号かの計軍に才る 条の程 

足による,

4. この組合さ才2係のﾡﾡにハ、わら 丁ﾡﾡ表ﾡ部 に行っ乙 い 

学業 につ いて ロ、 2のﾡ務を処理する 配囲 ﾡに殺て こを行う。

( ﾡ 表 )

ﾡ物公食 を するﾡ合誤

公賃の目ﾡるﾡ 価 暴 公ﾡロあ ﾡ ろ」
.

________________
1

、府承書)

Zロ ﾡ不称林組 合役員送ﾡ規程

1条 次に習る君 に彼ﾡ等権を后 しgい.

I. 禾-年着

2. ﾡ治産ﾡヌに孫も艦着

う. 硫番ﾡマﾡ権のでささいもの

ャ2茶 ﾡﾡの任期の満3C る送李ロ 受言の任ﾡが絵る日の7日 

ﾡさでにう。 但し. ﾡﾡの任覇の終3日の40日以工ﾡ乙あ 

って5さら8u.
3茶 ﾡe長ほ役ﾡの送等を行う のﾡ会名集通和番にﾡ県南7 

の浜継み ( 挙 するﾡﾡヌにﾡ拳の致な 記者し二れを組合買に止 付
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す◇と共に二の同をﾡ李野日0日前でになき Lなnw g 

a っ s し。

ァ4系 組合a(とﾡ バラ ヘごみ 3 民会 s の余を 額 行す8役 

目 , レ •人 ド 同lじ) バ役 尚 の ﾡ者にGククと寸るとさに、 世キ期 

日 の i.u のあっ日ハ ら 尚期 日の3日ﾡまぐの同に商合に対 

して 客でその旨&届公な( ぼな ○ない.回し届益ﾡには 

運季ヌは輩尋の訓を西記す る。

ﾡ合司バセ人 客ﾡ己の稲老としよとするこさに、本人の 

承威4得て. ﾡﾡの堀同内、 ﾡ各に対し本くの承もを証する 

ﾡ面る系へこえてごゐの届が& し ( はなら gい,個し局 

公悪にロ 受設燈列4 西る .

3. 前2同のﾡ公

組合に前2ﾡの届公バあった陽合 にに武等野日のﾡ日 きをこ 

候ﾡ酒 のA名を公も しariばなら さ い、

ァ5茶 営ﾡ音ﾡﾡに、武ﾡごとに製に近任丁る理酔のﾡみの三の 

のニ以エ の设敬の同竜を 蝎乙 ・ 合早が工ﾡ合ﾡ くそのﾡが 

人るあるﾡ会に. 一の棄務を執 行寸 る彼負,以下 同 じ)のうち 

ハら これをﾡ名す る- このﾡ合にに本人 の永部を委けなぼ8 
ゥ は い ・

2 前系ネ/スほ才2ﾡの定によるﾡ言の 候ﾡﾡ は 甚挙電ﾡ 

看 匚 るる ニ と パ於未 g い。

6茶 武等会へ・ 武ﾡごとににﾡ任する理番のﾡキ救のﾡ 

電を得乙・ 会長 バエ正組合 関のうみ か P 3 久の式挙立会人 を登 

任する・ この場合には、 本人の承統る得ねばならさし.

前風の芸任を したと会は. その蛍岩期日の 3日ﾡヨるに石人 

にi知 しはけ ばで ②ない.

• 群立 会•人 バ 3 人に置し はいどaヌ ロ置し a< Aっの陽g」 

武管型ﾡほ ・ 正 組合員の中 か 9 登幸立合ん を3く にﾡT る a 乙・ 

逃注し. ﾡろにこを本くﾡ如し 滋幸桜宗ヌにﾡﾡに立ろ 

合わ ご r け ればな らい。
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4 オ4条才,展ヌロネ2浸の規定による侵民の候ﾡ意可送挙 

合人にさるつと バぞささい.

オク系 盛等管型有ほ登ﾡに高す る事新をﾡ任 し ・ﾡ巻立合人立合 

の工ぷ審ﾡをﾡヨ、 桑を桑攻し、受幸立合くの至24向いて 

その叔ﾡ郊刀を沢し. 各人の電 家償め 2ﾡし. 式等銀を 

作つる謎をにﾡする次«記義し、登ﾡ立会くとともに、こi 

に署名しさワi ぼさ らさい

*み茶 武挙録さ. その後ﾡに係る役ﾡの任ﾡ同、ﾡ合において保 

存しさﾡi ばな さい・

オ条 ﾡ県総ﾡバ総武ﾡ電ﾡ数のユ分の一にﾡﾡゐいと会は、 そ 

の蛍持は、 ﾡ効とする. この場合口にすみやかハ再営ﾡを行0 

8rn ぼG ろさい・

ャc系 工組合誤ほ. 認争のヨ己. 自ら桜索に可 河の扱 

〒ﾡこ武等4る根旨の代名を自番し乙 . こLを税ﾡ発に入 

はm 用 ばなっg い。

2. 夕呉ﾡがに記義才る後ﾡすべ会ﾡ等ヌ盗番の教口、 /くと 

丁 る .

3. マ3係にぶ公告しに救察ﾡﾡの 時に総会に公ﾡ し乙い aい 

君可、ﾡ票することてヨてい.

ネ 11 条 ﾡ合誤名ﾡに 登録 されている正ﾡ合言乙さい着 は ・ 救票を 

す ることヶてきは い。

2茶 授衆夕花 否に、 送立各くのﾡ塁を商会.ﾡﾡ普硬ﾡバ夫 

足する.

ォ3系 次に易る及県、無 初 とする。

(I.) fﾡの雨ﾡるﾡいﾡいもの

(つ 蛍寺さる侵員のK名の 外位番を 記ボ し佐もの (官価 ﾡ 

業 分、 年きスﾡ旅ﾡの娘4記入しﾡもクを除く。 )

(3) 営等さるくの何着乙あるハ確認しバといf名な記執し口 

も の

(4) ﾡ遂ﾡ権の8い名のK名を記義L ともの
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(5) 送巻 される右の f名を自書 しないもの

(6) 立保ﾡ し高いﾡのf名を記ﾡし もの

(7) ォ / 夕条又 Rオ2○茶の現足Cよる後拳のの合口あっこは 

現に彼 員の甄匚あ め君の代色を記/し Cもの

ァ4系 ﾡ衆殺引 教の君をもって当 蛍ﾡ とTる・ 迫 し、武拳 ベさ 

報言の 足救 乙 甚幸さる看の 電県の総救を除し て得たみの六ケ 

の一Iエの電票 バG rn ばな らさい.

当送為を足切 る に あた))、得票救面-のものについ乙ほ、ﾡ 

番管種着 が、世ﾡ立合 人立合の工、くじで足める・

3. T争と協番の 武ﾡが同ﾡに石のﾡﾡ合Cにおい乙、アノﾡに 

s 力 同- ヘのﾡ番とﾡ幸の双る にき式の 函格を電ととさロ . そ 

のﾡ を得東致の 多 い 方の 役 員の老送看と定める.

ア5余 当登着が足ったと会は 蛍意理ﾡ日. ・らr当営着にヨ 

ﾡの自 を通細 し . ﾡ時C当登者 のf名を 公告 し a F ばSら G 

い。 , 、

2 前の公もの日ハら5日以内 にﾡ式を 辞する旨の届公がさい 

とさは. 当式ﾡは、 その各武を承話したものとみさす,

アI4条 名武ﾡバ前茶オス2 ﾡの期同ﾡ3の日きるに. 各後を辞 じ ﾡ 

と さ ・ ﾡﾡ着権がは< ねったとさ. ヌ ほﾡモ しとときほ、ば巻 

管理君 は置ろ Cォ / 4系の例にさつ 乙き後若を足めはmばほ 

らなし・

2 前限のﾡ足によI各ﾡ者バ足つﾡﾡ合にに. ﾡ余の頑足るﾡ 

雨する。

ァ /7 茶 武着管曜ﾡは ・ ォ /S株2ﾡ(商 茶ろ 2ﾡ及びオ ノ『茶 

2頂乙準雨する合を舎る ) の期回ﾡ3 の日の翌日名せﾡの 

佞布 及 か、 代名 を 公告 し.grn さ gu・
2 当社看ロ . 前風の公告があっにﾡに. 役ﾡにﾡ任丁るものと 

才 る。

3 前園の趣に、p らず、 各ﾡ着に .次株の き遂 才20 条 

の営ヌ可ャ/ /ク条(殺言の改送の語来)の改ﾡのﾡ合を
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除会・ 公告のﾡがﾡ任医のﾡﾡ衰3前るあるとさは. そのﾡ 

類積3 のﾡに就任するものとする。

アZ茶 法ア/テ 3条(ﾡ決. ﾡ及び各式のWﾡ )の規ﾡよT
ヨ1の取消があっﾡとヨに- ﾡ合長可. ﾡろにォ/4余のﾡに 

さ り 名後酒 る ﾡめ は円#L ばな o gい.

2 前の規足によ7き 遂君 が足きつﾡ場合ににォ/ 今茶の規品 

a季甲する.

才1条 受ﾡの ﾡ致に足る当社有を得ることバでさない とさヌに法 

ネ/み3条(試深・ 武巻みの圭 ﾡの 取ﾡ ゝ のﾡﾡによ る武ﾡﾡ 

はヨ桜のﾡﾡの 請求のﾡ票者登がa< a り). 若 し< □宮費為 

ベ 表言の ﾡ教 に達 し8くさっﾡとさ. 前系のﾡ足にぶり当武 

有 を ﾡめ ることがてﾡるときを孫さ. ﾡ合ほ乙さるハすみや 

ハ「、 その不足の ・教につ会 西後 &行nﾡm な らau.
オ20条 受員の全部ヌは一都が次たとさに. ﾡで 後巻 を行ngm 

れば窓ら&い・ ﾡし. ス司歌の理番ヌはﾡ尋のそしぞれの足数 

の二分の一以下であるとき ヌ得ﾡに沢言を生 じ な時バ 彼 国 

の だﾡ ﾡ3前4箇日以次であるとさに.この隠り乙はい,

2 前ﾡの桜番は、 二Lを行みべさ奉由が生じに曰ハら 30日以 

円に行ろ。


